


まえがき

私たち金沢美術工芸大学アートプロジェクトチーム [ スズプロ ] は、「奥能登国際芸術祭
2017」を機会に結成された、教員 6名、研究員 1名、油画、彫刻、芸術学、視覚デザイン、
環境デザイン、工芸の学生 35名による混合チームです。珠洲市の古民家で、「静かな海流
をめぐって」をテーマとした作品を制作すると共に、商店街と連携した企画など、アート
を通じて奥能登珠洲の様々な活動に参加しています。
　
芸術祭において、明治期に建てられた八木邸を舞台に、私たちはフィールドワークやワー
クショップを重ねて作品を展開しました。珠洲と大陸の文化交流や動植物、地元の人びと
から聞きとった話などを盛り込んだ巨大壁画《奥能登曼荼羅》、八木邸に残る膨大なモノを
組み上げた《いえの木》、漁網用の糸を藍染めし、海に潜る感覚をのれんに重ね合わせた《家
に潜る》、稲作による庭園風景《こめのにわ》など、敷地の内に残された歴史・生活を読み
込み、今改めてその重層的な文化を体感する空間となりました。

この活動報告誌では、これまでの 2年間に亘る調査・研究のアプローチ、構想から完成に
至る制作の全工程と技法・材料についてや、学生と教員の共同作業の過程を記録し紹介し
ています。また、同時に自分たちの活動を振り返り、整理することで今後の動向を検討す
る機会ともしました。
さらに加えて、私たちが珠洲のみなさんと共に積み重ねてきた経験を、他の地域の方々や
アートプロジェクトに興味のある方々と共有できる様に心がけて編集しました。

本プロジェクトは、公益社団法人大学コンソーシアム石川、公益財団法人三谷研究開発支
援財団の助成、ホルベイン画材株式会社の協賛、株式会社灯工舎、（株）山本内装巧房、北
風八紘さん、手染めや椿姫落合紅さん、石川県文化財保存修復工房の方々の協力を受けて
行われています。活動の趣意に共感し、ご支援いただいた金沢美術工芸大学の学生と教職員、
地元珠洲市の方々、芸術祭サポーター等の多くの方々に心より感謝申し上げます。

金沢美術工芸大学アートプロジェクトチーム [ スズプロ ] は、大学の授業を越えた共同活
動を通して、地域社会との関わりの中で生まれる新たな表現を模索しています。これから
も地域のみなさんと連携しながら、その地域でしか表現できない創造活動を目指し続けて
いくことを考えます。
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スズプロとは何か

スズプロとは、金沢美術工芸大学アートプ
ロジェクトチーム［スズプロ］の略称である。
専攻・学年を超えて集まった学生有志と教
員が、奥能登国際芸術祭 2017 への参加を
目指し、2016 年度に結成した。 以降、頻繁
に珠洲を訪れてはフィールドワークや地元
の方への聞き取り、祭りへの参加やワーク
ショップの開催、さらには奥能登に関する
様々な資料を読み込むなどの活動をおこ
なってきた。そして、これらの成果を作品

スズプロの「ス」を虫眼鏡に見立て、珠洲
のいいところを発見していくぞ！という思
いがこめられている。
色は深めの青色にしているが、時と場合に
応じて何色にもできるよう、決まりは設け
ていない。

活動のロゴマーク
へと昇華するべく、毎週のように会議を開
き、「珠洲とは歴史的・文化的にどのような
場所か」といった議論を重ねながら制作を
進めてきた。
奥能登国際芸術祭 2017 では、このような 1
年以上におよぶスズプロの活動の結晶とし
て、珠洲市飯田町の古民家に「静かな海流
をめぐって」という作品をつくりあげた。 
海流には、静かにしかし絶えず流れるのと
同時に、モノを移動させ堆積させるという

役割がある。それは少しずつ社会が変化し、
歴史が積み重なっていく珠洲のイメージを
喚起させる。会場となる大きな古民家内に
制作した「家に潜る」、「こめのにわ」、「奥
能登曼荼羅」、「いえの木」 という４つの大
規模なインスタレーション作品には、古民
家内をめぐりながら、海流ととも に変化（発
展・衰退）してきた珠洲の歴史や文化を感
じてほしいというスズプロの想いがこめら
れているのである。
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アートプロジェクトについての理解を深め
る目的として、大学院授業「アートプロジェ
クトの理論と実践」及び学部授業「造形表
現工房Ⅴ（社会環境／アートプロジェクト）」
を開講。
いずれも奥能登国際芸術祭 2017 への参加を
見据えたフィールドワークや作品制作を行
う授業で、結果的に受講者の多くが後のス
ズプロに合流することとなる。

活動の歩み
2016 年度

4 月
プロジェクトの開始

地域に根付いた作品とは単に作家の思考か
ら生まれるのではなく、リサーチ活動とと
もに地域と関わることによって創出される。
そこで社会学的観点からも、地域というコ
ミュニティに重きを置く本活動を検討する
必要性を感じる。そのため、文化、政治、
社会にかかわる課題に対して自由な意見交
換と創造的な表現活動を行なっているイベ
ント「カルチュラル・タイフーン」参加に
向けて準備を行う。

6 月
社会学的視点からの考察

3,4 日／珠洲市内でフィールドワーク形式の
授業を実施
初日に全員で珠洲市の概要を調査し、2 日目
は「自然と植生」「文化・コミュニティ」「風
土・歴史」「飯田町」等のチームに分かれて
調査を行う。このとき初めて八木邸に入る。
24 日／調査成果の共有を行うためにグルー
プごとの発表会を実施

5 月
初めての珠洲入り

「飯田町燈籠山祭り」に連日参加することで、
「よばれ」といった珠洲独自の祭り文化を通
し、人と人との結びつきを心身共に体感す
る。
2,3 日／「カルチュラル・タイフーン」（東
京芸術大学）に参加

「陸の果て海の入口」をテーマとして、珠洲
の有り様を海からの回収物を用いたインス
タレーション的手法で展示する。
20,21 日／「飯田町燈籠山祭り」と「よばれ」
に参加

7 月
「飯田町燈籠山祭り」に参加

飯田町八木邸の使用方法、掃除エリアの検
討を開始する。
30 日／八木邸掃除開始

9 月
八木邸での作品設置を想定した準備

学生と教員が同じ目線で「奥能登国際芸術
祭 2017」に向けての個々の考えや全体プラ
ンの在り方を検討する。
中旬／アートフロントギャラリーへイメー
ジプランを提出

8 月
奥能登国際芸術祭 2017 に向けたイメー

ジプランの作成

「アートプロジェクトの理論と実践」、「造形
表現工房Ⅴ（社会環境／アートプロジェク
ト）」の講義終了となるが、アートプロジェ
クトとして活動を継続。昼休みを利用した
定期的な会議を開始する。
1,2 日／八木邸大掃除
会場敷地の広さから、作品設置が想定され
る「漆蔵、奥の離れ、茶室」を重点的に清掃。
だが、実際にはこれらとは違う場所で作品
が設置される。
21 日／チーム名を「スズプロ」に決定

10 月
授業の枠を超えた活動へ

これまでの活動で、共通した作品イメージ
を表現するための方法を連日検討する。
13 日／スズプロ作品コンセプトテーマを「静
かな海流をめぐって」に決定
17 日／奥能登国際芸術祭実行委員会、珠洲
市役所、スズプロ三者説明会
23 日／アートフロントギャラリーへ作品修
正プラン「奥能登曼荼羅」、「いえの木」、「こ
めのにわ」を提出

「家に潜る」については、その前段階の別案
が記載されていた。

12 月
展示コンセプトと具体的な作品の内容が

固まる

11 月
展示コンセプト・作品の在り方について

の模索

各作品ごとの班に分かれ、素材と技法、制
作スケジュールの検討を始める。並行して
奥能登地域や八木邸についての調査も引き
続き行い、その土地性や歴史性をより深く
理解していく。各班での話し合いとは別に、
全体での情報共有を週に 1 回程度行う。 
17 日／大学内での活動説明のために大学へ
プランシートと活動内容を提出。
22 日／チーム正式名称を「金沢美術工芸大
学アートプロジェクトチーム［スズプロ］」
に決定

1 月
奥能登国際芸術祭 2017 への正式参加が

決定

それぞれの作品の構想・制作準備を深める。
また、珠洲での滞在場所として「かもや」
の賃借契約を行う。4月からの新体制として、
スズプロ専任の非常勤研究員（コーディネー
ター）の契約を行う。
16 日／「かもや」入居
16~30 日／順次滞在者が入れ替わりながら、
かもやの整備とリサーチ活動を実施

3 月
珠洲での拠点づくり

春季休業での長期リサーチのための準備を
進める。
6 日／第 1 回スズプロ学内説明会
広くスズプロを理解してもらうために、本
学の学生を対象とした説明会を行う。
18 日／「大学コンソーシアム石川」成果発
表
19 日／奥能登国際芸術祭企画発表会に参加
26 日／「食祭珠洲まるかじり」での飯田町
商店街のイベント企画として共同でワーク
ショップを実施

2 月
学内広報と飯田町商店街との繋がり
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具体的な作品制作について、コンセプトや
表現方法を摸索する。フィールド班、企画班、
博物館構想班と、活動内容ごとに班にわか
れ、昼休みを利用して会議を行い、情報の
共有やプロジェクト全体の方向性を検討し
続ける。
12 日／メンバーの増加に伴い、改めて珠洲
の基礎的リサーチを実施（珠洲焼資料館、
真脇遺跡等の視察）
18~20,23 日／週末や連休を利用して、継続
的な八木邸の清掃とリサーチ活動を実施



スズプロ独自の技法研究をしながら連日討
論と制作を行う。

1 日／のれん公開制作開始
8,9 日／北アルプス国際芸術祭 2017 の視察
国際芸術祭で求められる作品完成度を共有
する。
10 日／スズプロ T シャツ完成
20,21 日／「飯田町燈籠山祭り」に参加
25 日／照明デザイナー（藤原工氏）と現地
打合せ

始業時間前に集まり、報告誌に必要な情報
集めや情報整理、フォーマット決めを行う。
また、座談会に向けて内容や日程等の調整
を行う。

「食祭珠洲まるかじり」での飯田町商店街の
イベント企画に共同企画として顔出しパネ
ルラリーを企画し、商店街の方にインタ
ビューをするなど、準備を行う。

19 日／報告誌記載項目、ページ割仮決定
31 日／学内にて顔出しパネル制作開始

関係者を招いて座談会を開くことによって、
スズプロの成果と課題、今後の展望を改め
て考察する。
2 日／空き家を利用してコミュニティをつな
ぐ意見交換会に参加
11 日／スズプロ座談会を実施
17 日／「大学コンソーシアム石川」成果発
表
25 日／「食祭珠洲まるかじり」での飯田町
商店街のイベント企画として共同でワーク
ショップを実施

15 日／報告誌全体校正
31 日／報告誌発行

報告誌を作成しながらこれまでのスズプロ
の成果と課題を整理し、今後の活動方針に
ついて検討を始める。報告誌を作成するに
あたり、座談会を開くことが決定する。

7 日／報告誌作成開始
23 日／「スズサポ忘年会」に参加
奥能登国際芸術祭 2017 にサポーターとして
参加された方が、芸術祭を振り返って語り
合う会を企画。
26 日／部室掃除

7 月
作品制作の本格化

開幕直前まで加筆や、照明の調整など完成
に向けた制作を行う。開幕後、毎日教員と
学生が入れ替わりながら、スズプロ作品の
説明を来場者に行う。

1,2 日／会場用リーフレット作成、照明設置
3 日／奥能登国際芸術祭 2017 開幕
10 日／「蛸島キリコ祭り」見学
20 日／「飯田キリコ祭り」に参加
22 日／会場用リーフレット配布開始

9 月
完成と来場者とのコミュニケーション

夏季休業がはじまり、「いえの木」を筆頭に
現地制作が開始され、「奥能登曼荼羅」と「家
に潜る」は、それぞれの行程に合わせて 10
日を目処に大学での制作を終了させ、以降
は現地で制作を行う。現地制作では、連日
寝食以外は制作を行う。

5 日／「いえの木」完成に向けての現地制作
開始
11 日／「奥能登曼荼羅」現地制作開始
26 日／のれん公開制作最終日

8 月
珠洲での長期制作合宿

後期授業開始のため、教員と学生は土日に
珠洲に行き、スズプロ作品の紹介を行う。
平日はコーディネーターを中心に、芸術祭
サポーターや地元の方が作品の説明を行う。
8 日／「こめのにわ」稲刈り、はざ干しの実
施
21 日／「おにぎり会」開催　
地元の方々へ感謝の意を込めて、「こめのに
わ」で収穫されたお米を使用したおにぎり
会を八木邸で開催する。
22 日／奥能登国際芸術祭 2017 閉幕

10 月
地域と作品を共有する喜び

これまでの成果を学内外の展覧会等で紹介
すると共に、八木邸や「かもや」の撤収、
大掃除を行う。
3~5 日／金沢美術工芸大学美大祭でのスズ
プロ作品紹介
23~12 月 3 日／大連工業大学・金沢美術工
芸大学交流展（金沢 21 世紀美術館市民ギャ
ラリー）でのスズプロ作品紹介
12 日／八木邸、「かもや」大掃除
30 日／「かもや」撤収、「スズプロおつか
れさま会」開催

11 月
成果の紹介と撤収 報告誌作成と今後のスズプロの方針検討

12 月

活動の歩み
2017 年度

1~11,21~23,29,30 日／順次滞在者が入れ替
わりながら、田植えの準備、調査
16 日／より詳細な作品イメージと、制作日
程を明記した再修正案を実行委員会に提出
26 日／スズプロのロゴ決定
28 日／第 2 回スズプロ学内説明会・奥能登
国際芸術祭サポーター募集説明会
前回の説明会とは違い、より具体的な活動
内容の紹介を行う。また、サポーター募集
説明会も合同で開くことによって奥能登国
際芸術祭への多様な関わり方も示す。

4 月
活動内容の確立

「いえの木」の制作が本格化する。「奥能登
曼荼羅」や「家に潜る」における、具体的
な表現方法、及び素材・技術研究を重ねる。
また、「家に潜る」を地元の方と一緒に制作
したいという想いから、そのきっかけ作り
としてワークショップの企画、準備を行う。
16 日／スズプロ懇親会
18 日／飯田城址探検
24,25 日／「カルチュラル・タイフーン」（早
稲田大学）に参加
25 日／飯田町八木邸にて染め・組紐ワーク
ショップを実施

6 月
作品の基礎工事、技術課題の研究

実際に庭を開墾し、自分たちの想像した風
景を自らの手で具現化させることの難しさ
を感じるが、実現できた喜びが、残り 3 つ
の制作の原動力となる。ロゴ入りの服を着
用しながら珠洲で活動することによって、
地元の人にスズプロを覚えてもらおうとい
う想いからスズプロパーカーを制作する。

1 日／スズプロパーカー完成
4 日／「こめのにわ」田植え
7 日／奥能登国際芸術祭飯田町地区説明会に
参加

5 月
田植え

1 月
情報収集

3 月
報告誌完成に向けて

2 月
顔出しパネルと報告書作成の本格化

08 静かな海流をめぐって 09活動の歩み
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おまつり・よばれ 制作場所となる飯田町商店街のお祭に参加し、地域の人と交流を深めました。

たくさん食べて、たくさん飲んで、
朝まで曳いて、心を通わせる

奥能登を伝える
毎年、カルチュラル・タイフーンに
はアジアを中心に多くの研究者、アー
ティストが参加します。そこで、ス
ズプロや奥能登の魅力を発信する良
い機会ととらえ、6 月 24,25 日に早
稲田大学で開催されたカルチュラル・
タイフーン 2017 においてパネル展
示をしました。
展示内容は「アウト・オブ・タイフー
ン - 静かな海流をめぐって -」という
タイトルでスズプロの活動を紹介す
るとともに、奥能登国際芸術祭
2017 で発表する作品や奥能登の魅
力を来場者とコミュニケーションを
取りながらアピールしました。この
ことがきっかけで、実際に芸術祭へ
来てくださった方もいました。

カルチュラル・タイフーン
カルチュラル・タイフーンとは、さまざまな人々が専門分野の垣根を越えて文化、政
治、社会にかかわる課題に対して自由な意見交換と創造的な表現活動をおこなうため、
2003 年より開催されているイベントです。
http://cultural-typhoon.com/act/jp/about/ 参考

全９基の山車がまる２日間、飯田町を練り歩きました。まばゆいば
かりの豪華さと圧倒的なスケールを間近で堪能しました。

よばれの文化を体験。
よばれとは、お祭りの日に親戚や友人、隣人らを多数自宅に
招いてごちそうでもてなす習慣で、能登独自のもてなし文化
です。お手伝いをして、ごちそうをいただきました。

祭り初日、町内を巡行した後、吾妻橋に並ぶ燈籠山と曳山。やがて
花火が打ち上がり、川面には燈籠山の明かりと花火が映り込みます。

芸術祭をきっかけに知り合えた珠洲の方と一緒に
祭りを楽しみます。

コ
ラ
ム

コ
ラ
ム

01 02
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地図や写真、インターネットではなく、珠洲
の自然、地理、街の雰囲気を肌で感じるため、
いろいろな場所を逍遥してまわった。その多
くは特に目的も持たず、文字通り「ぶらぶら
する」ものであった。何か目的を持って「フィー
ルドワーク」するだけでは、目的を達成する
ことに満足しそれ以外のことに気付かないこ
とがある。特にあても理由もなく珠洲の各地
をぶらぶらすることで、感じられることもた
くさんあったのである。

スズプロの活動は、「珠洲を知る」ことか
ら始まった。珠洲の歴史・文化を詳しく知
り、その成果を芸術祭の作品へと昇華させ
ようと企図したからである。では、どうす
れば「珠洲を知る」ことができるのか。そ
こで、社会学で用いられる社会調査を勉強
し、それらを応用しながら自分たちなりの
やり方で珠洲の自然、人、文化、歴史のリ

サーチ活動をおこなった。後述されるよう
に、それらの多くは金沢からの移動手段と
人数を調整し、「かもや」に長期滞在しな
がらなされたものである。スズプロにとっ
て、リサーチとはまさに活動の根幹であっ
た。「静かな海流をめぐって」は、一年以
上にわたるリサーチがなければ決して完成
しなかった。リサーチによって知見した珠

洲の歴史・文化の魅力が、制作のモチベー
ションになったとも言えるだろう。ここに
挙げるのは、「静かな海流をめぐって」と
いう作品につながったスズプロ独自のリ
サーチ活動である。

調査対象となる人たちに話を聞き記録するこ
とを、社会調査では「聞き取り」もしくは「イ
ンタビュー」というが、スズプロはそういっ
た硬い感じのものではなく、時にはアポなし
で訪ね、地元の方たちと楽しくおしゃべりを
した。その中で、珠洲の歴史や文化に関する
興味深い話も伺うことができた。そのような
話の中には、いわゆる「事実」とは異なるも
のもあった。しかし話をしてくれた方にとっ
てはそれが「事実」であり大切な「物語」な
のだ。スズプロはそうした「個人の事実・物
語」も大切にした。

ある地域や集団にまじって、そこで起こって
いる会話ややりとりを記録する調査方法を

「参与観察」という。しかし、スズプロの活
動は、「観察」という冷静な印象を与えるも
のではない。それはまさに様々なイベント・
行事を「一緒に楽しむ」ものであった。キリ
コ祭り、ワークショップ、「食祭珠洲まるか
じり」などを地元の方と一緒に「しっかり楽
しむ」、そのことに重きを置いてきた。そし
てその交流の中で感じられた歴史・文化の特
性を、「静かな海流をめぐって」で表現した
のである。

珠洲でのフィールドリサーチは大変重要なも
のであるが、やはりそれだけでは不十分で
あって、アカデミックな文献調査も欠かせな
いものであった。地域の方たちの主観性と学
問的な客観性、この両輪がなければ作品に昇
華できるほどの十分なリサーチにはならな
かったであろう。きちんと文献にあたること
で、例えば、珠洲の歴史を「地理的な時間」「社
会的な時間」「個人的な時間」に分けて描く
という発想も生まれたのである。

このようなリサーチから得られた「成果」をもとに、ある時は「かもや」で、もしくは美大でのミーティングで、あるいはメンバーの自宅
で作品のコンセプト・内容について議論を重ねていった。そしてたどり着いたテーマが「静かな海流をめぐって」であった。

リサーチ
スズプロにおけるリサーチの重要性

01. フィールドワーク（ぶらぶらする）

02. 聞き取り調査（おしゃべりする）

03. 参与観察（一緒に楽しむ）

04. 文献調査（本を読む）

2017 年度スズプロ作品コンセプトテーマ「静かな海流をめぐって」へ
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珠洲市飯田町にある古民家。明治時代に建
てられたが、４年ほど前から空き家であっ
た。母屋を中心とし、土間・蔵・中庭など
で構成されている。

作品の舞台、古民家「八木邸」

作品 01　　　「家に潜る」

作品 02　　「こめのにわ」

作品 03　「奥能登曼荼羅」

作品 04　　　「いえの木」

海の水はずっとそこにあるように見えて、
海流によって静かに、しかし絶えずどこか
へ向かってはまた戻ってくる。 
奥能登地域の人々は、はじまりとおわりの
ない海流に乗って旅をし、商売をし、海と
ともに暮らしてきた。 

一方で、多くのモノが堆積しながらもそこ
に暮らす人が消え、ときが止まろうとして
いた古民家が、偶然出会った私たちの手で
ゆっくりとまた静かに動き出そうとしてい
る。 

家をめぐる仕組みにより、ここに来た人は
家の奥へと誘われる。そうしていくうちに
この家へ、この土地へ、そしてこの世界へ
と想いを馳せることになるだろう。

「静かな海流をめぐって」
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家に潜る

来場者は、入口ののれんをくぐり八木邸内
に入ると同時に、砂浜を目にする。再び外
のような空間が広がることに面白さと違和
感を覚えながら、 先に続くのれんによって
家の中へ誘われていく。 のれんを繰り返し
掻き分けくぐることで、海に潜るような感
覚で家の中へと導く演出となっている。そ
れにより、来場者は家の中やその先の作品
を海流に乗ってめぐるイメージを体感す
る。八木邸の蔵に取り残されていた漁網用
の糸を藍で染め、その糸から作った約
1000 本の組紐は、地元の方々や芸術祭サ
ポーターの方々と共に制作した。
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商店街の通りに位置し、迷子になる程広い
八木邸であるが、外見は意識しないと通り
過ぎてしまうほど小さく簡素な造りである。
まちの人も家の中にはほとんど入ったこと
のないこの八木邸。入口の場所を明確にし、
多くの人が入りやすい開かれた玄関にした
い ... そんな願いからこの作品は始まった。

すべての作品は「静かな海流をめぐって」
というテーマのもと作られている。その一
番先に見てもらう作品であるため、のちに
広がるこの古民家の空間を感じてもらうた
めにふさわしい作品が必要だった。八木邸
の玄関は入ってすぐ細長い土間が続く。こ
の空間を使って家のさらに奥へと導いてい
けるような作品にできないかと構想した。

ワークショップを通じ、地域の方と作るこ
とで、この場所、作品に愛着を感じてほし
い。そんな思いが初期からあった。展示会
場となる八木邸は、繁栄してきた家であり
ながらも暫く閉じていたことから、まちの
人でも普段入れない場所であった。
時が止まろうとしていた八木邸から出てき
た糸を、きれいに洗って染め、そしてまち
の人と編む。そうすることで外部から一方
的にではなく、この家から、そしてまちと
共に、未来を編みたいと思ったのである。

蔵の掃除中、漁網用の糸を大量に発見した。
このまま処分してしまうには勿体無いと思
うほど、物量だけでなく、莫大な時間の積
み重ねを感じた。 
そこから、この糸を作品に活かせるのでは
ないかと考察し、入口を彩り、家の奥まで
続く紐のれんを制作した。



作品構想

初期案
八木邸は、邸宅全体の大きさに反して目立
たない外観で、入口もわかりにくいもので
あったため、来た人に入りやすさと親しみ
を感じてもらえる作品を、まちの人たちと
共に作りたいという考えが当初からあっ
た。
入口の戸がわかりやすいように木戸に塗装
を施してみる案や、外壁に水玉のペイント
をし、カラフルにしようとする案などを実
際に現地に赴いて写真を撮り、イメー ジ
を膨らませた。

のれんの役割だけでなくインスタレーショ
ン作品として魅せることに。ここで具体的
な色形が決まる。緑がかった藍の次に赤み
がかった藍が一番奥に来る予定だったが、
試作で合わず却下となった。形は、梁の奥
行きや幅、高さを測量した上で、組紐が垂
れる幅、七宝結びの大きさを研究したりし

作品はのれんを中心にして「海 / 家の奥へ
潜っていくイメージ」という方向性で決定。
そこから、海を連想させる砂浜の砂を足元
に敷く案を採用。のれんの素材や空間全体
の構成を中心に試作・検討を行った。玄関
の模型を作りのれんの掛け方や長さの様々
なパターンを試し、漁網だけではなく
チュールなどの透ける素材の重なりを使う
ことで海の奥へ誘う表現なども検討した。

中期案

最終案
た。ここでは奥の景色の見え方、入りやすさ
を考えた。平行に吊るすだけではなくうねら
せることで全体で波を表現し、一般的なのれ
んと差別化したことに加え、一枚一枚のデザ
インでも波を表現している。下に敷く砂浜の
砂はお天気石にする案も出ていたが、最終的
に珠洲の砂を使うこととなった。

制作の歩み

のれんデザインの案出し開始
4 月 13 日～

模型制作　/　おおまかな空間構造決定
4 月 27 日

作品の詳細な空間構造・のれん制作方法決め、染色試作
5 月 2 日～

染め・組紐ワークショップ企画、準備開始
5 月 11 日

のれん上部に七宝結びを採用、本体の試作品を制作
5 月 30 日

のれん試作品完成
6 月 23 日

染め・組紐ワークショップ開催
6 月 25 日

本格的な制作開始
7 月 5 日

珠洲で公開制作　/　金沢でも制作を継続
7 月 15 日～

作品・照明設置、七宝結びと組紐のつなぎ合わせを経て完成
9 月 2 日

2017

八木邸外観の下見
3 月 14 日

8月 19 日  撚り紐完成　/　8月 26 日   組紐完成　/　8月 29 日   砂入れ作業　/　8月 30 日   七宝結び完成

のれん下部に丸四つ編みを採用
6 月上旬
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「家に潜る」は計 6 枚ののれんで構成され
ている。のれんは手前から奥になるにつれ
て長く、そして濃くなっていく藍色のグラ
デーションで、だんだん深くなっていく海
を表現している。上部の七宝編みは水面の
イメージで取り入れたもので、学生が制作。
下部の丸四つ編みは地元の方と一緒に制作
した。４～６枚目は海流をイメージした湾
曲した造りになっているため、七宝編み、
丸四つ編みともに長さを変え動きをつけ
た。４～６枚目が設置されている場所は天
井が高く、元々あった採光用の窓と設置し
たライトを照明として使用。海のイメージ
から土間には砂浜の砂を敷き詰めた。

家の雰囲気を壊さないように自然素材を部
品に使用。のれんかけには木の部品を、の
れんを通す棒には竹を使用した。

設計図通り湾曲させた木を発注してのれん
を通す棒として使用。ワイヤーで吊るして
高さと傾きを調整した。

藍色の濃淡のグラデーションで海の深さを
表現。6 枚目には濃い藍色に黄色の染料を
重ねてできた深緑色の糸も使用した。

土間に敷いた砂浜の砂。珠洲の砂浜の砂を
使っている。明るい砂に揺れるのれんの影
が映る。

七宝編み部分と丸四つ編みの組紐を際で結
んで接続。丸四つ編みの長さをそろえての
れんが完成する。

七宝編み、組紐ともに長さがそろった、一般的な長方形ののれん。3 枚目は丸四つ編みはな
く七宝編み部分のみ。

1～3 枚目

家のなかへと導くつくり

作品構造

七宝編み、組紐ともに長さに変化をつけた。傾きをつけて設置するときにたるみができに
くいよう、七宝編み上部に段差をつけて編んである。

藍色のグラデーション ジョイント

「入口を彩り人を誘う」

4～6 枚目 「海流をイメージしたのれん」

砂

全のれん枚数 6 枚
高さ 60 ㎝～ 370 ㎝
一枚の幅　140 ㎝～ 330 ㎝
組紐本数　約 1000 本

上部は七宝編みで
学生たちが
編んで作っていく

下部は丸四つ編みで
地域の方と一緒に
一本一本組紐を作っていく

七宝編み部分 丸四つ編み部分

上部の七宝編みと、下部の丸四つ編みを繋げて完成

のれんの基本構造



全て手作業で行い、糸に命を吹き込む
制作工程

綛のままでは絡まって作業ができないため、糸玉にする。 １綛はとても長くすぐに糸が絡まるため、非常に根気が必要な作業となった。

時間を測りながら染料を糸全体に染み込ませ、藍や薬品の分量を少しずつ変えていくことで薄い藍色から濃い藍色へ、更に黄色をかけて
深い青緑色になるような色の変化を作った。

まずは長年積み重ねられた汚れを煮出し、段階を踏んで汚れを洗い流す。さらに丁寧に水洗いしたあと脱水する。最後に糸の縮み・絡み
を伸ばす。

糸の強度を上げるために、最長17.4m の長さに切っては 6 本 1 束にし、撚糸機を手で各 100 回ほど回して 1 本の紐にしてゆく。

吊るした際に負荷がかかるのれん上部は、強度のある撚り紐を網のように編んでいく七宝結びを、下部は絡まりにくいよう丸四つ編みを施
した。編み方を覚えるまでが大変だったが、完成した組紐は、作った人によってそれぞれの個性がよく表れていた。

丸四つ編み （青線は芯糸、黒線は結び糸を表す）七宝結び　（青線は芯糸、黒線は結び糸を表す）

1.   一番右端にある糸を、後ろ側
から手前に持ってくる。最後は芯
糸の右隣に来るようにする。

5.   隙間ができないように①～④
をもう一度する。

6.   同様に、芯糸をずらしながら
結んでいく。

4.   ①と②の逆のことをする。

2.   左にできた輪に右の糸を下か
ら通す。

3.   左右の糸をバランスよく両側
に引く。

1.   左の糸を芯糸の上に乗せ、右
の糸をその上に乗せる。そして右
の糸を芯の下にまわす。

6.   同様に繰り返して長く伸ばし
ていく。

5.   ①と同じだが、糸の緩み過ぎ
に注意する。

4.   ②と同じ。

2.   一番左端にある糸を、後ろ側
から手前に持って来る。最後は芯
糸の左側に来るようにする。

3.   ①と同じ。

01. 精錬 「蔵で埃を被っていた糸を綺麗にする。」

02. 染め 「藍で海の色をイメージしたグラデーションを作る。」

03. 糸巻き 「糸を使いやすい形にしていく。」

04. 糸撚り 「６本の糸を１本の紐に。」

05. 七宝・組紐 「七宝結び、丸四つ編み」
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2017 年 6 月 25 日 2017 年 7月の土曜日、8月の水・土曜日

染め・組紐ワークショップ
染めから編みまで。組紐の雑貨作りを八木邸で 上戸町にあるスズプロの拠点の家で

まちの人にスズプロのことを知ってもらい、
コミュニティの輪を広げること、7、8月に
行うのれん公開制作に向けて、地域の方に
関心を持ってもらうためのきっかけをつく
ることを目的として、6月末にワークショッ
プを行った。飯田町で染め物の製作・販売
を手がける、「手染めや椿姫」の落合紅さん
に染め体験の協力依頼をし、金沢美術工芸
大学アートプロジェクトチーム〔スズプロ〕 
× 「手染めや椿姫」の染め・組紐ワークショッ
プイベントを企画した。落合さんのご指導
の下、ワークショップのうち前半は糸を染
める体験、後半はスズプロが主体となり作
品で使用する丸四つ編みを含む様々な編み
方で組紐雑貨作りを行った。 またのれん作
品の試作お披露目もこの日に行った。

のれんは上部の七宝編みと下部の丸四つ編
みの組紐をつなぎ合わせて完成する。公開
制作でまちの人と制作したのは、のれんの
下部にあたる組紐の部分である。  公開制作
の在り方として目指したのは、井戸端会議
のような空間で、地域の方と共に作品を作っ
ていくことだった。   この公開制作は計 12 
回、   学生と地域の方との交流の場として、
スズプロメンバーが寝泊まりしていた上戸
町にある家、通称「かもや」の土間で行った。のれん公開制作

当日の様子 当日の様子活動の広報 活動の広報

「手染めや椿姫」の落合紅さん。普段から使用している天然染料を使用した、染めの準備・指導を行っていただいた。

ご近所さんや高校生の参加者の他、同じ職場の皆さんを引き連れて参加してくださる方もいた。

チラシを作り、地元の回覧板や Facebook で協力を
呼び掛けた。

上戸町の家の表にチラシを貼り、公開制作の日にち
を知らせた。 軸糸を足で押さえて引っ張りながら編んでいく。

そこでは地域の方々と談笑しながらの制作
や、特別活動日を設けて一緒にお昼ご飯を
食べるなど、より密な交流を図った。海外
からの芸術祭サポーターの方々や、「 宿題 」
と言って紐を持ち帰ってくれたお年寄りの
方など、様々な人との交流ができた。  公開
制作日ではない日ものれんの制作は「かも
や」の土間で行っていたため、通りすがり
の方との朝の挨拶や何気ないおしゃべりな
どまちの人との出会いの場となった。

3 歳～ 87 歳と幅広い年齢層の方、
計 22 名が参加してくださった。

糸染め体験では天然染料を使用。
組紐雑貨は好きな糸とビーズを選び制作した。 完成作品を見る、お手伝いくださった地域の方。
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こめのにわ

八木邸内に元々あった中庭の樹木や庭石、
池などを活かしながら、田園風景を思わせ
る景色を作った。奥能登地域に根付く自然
信仰や人々のいとなみから感じた強くひた
むきに生きる人の姿を、閉ざされていた家
の中で育つ稲の姿に重ねた。
ただ庭で米を作りたかったというわけでは
なく、人がいなくなり荒れてしまった庭を
再び作庭する時に、花を植えるように稲が
植わっていれば面白いのではないかという
発想であった。
会場内に点在する作品の間を移動する際に
ふと目に入る違和感のある景色と、そこで
確かに命が生きているという力強さが合わ
さった作品である。庭の手入れをするとこ
ろから始まり、芸術祭の期間中には稲穂が
実り、収穫までこぎつけることができた。
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こめのにわ I こめのにわ II

こめのにわ IV

蔵を繋ぐ渡り廊下に面した長方形の中庭で、
二つの池には岩山を模したように草木を生
やした木の葉石がある。
その背後にたなびく稲たちが生み出す風景
は、鑑賞としての庭の体を成している。横
長の空間を活かして稲刈り後のはざ干しを
行うことで、芸術祭期間中にも季節の変化
を楽しむ事ができた。

こめのにわ III

四方を家屋に囲まれた中庭で、井戸や物干
場、プランターなど、生活を感じさせるも
のが特に多く残っていた。コンクリート部
分を避けて四角を基本として作った田んぼ
は、日当たりもよく、ふと出てみたくなる
箱庭のような場所となった。

元々花壇として手入れされていた中庭をも
う一度よみがえらせるため、コスモスと稲
を複合した新しい庭づくりを提案、実践し
た庭。1～ 3株ずつを「バケツ田んぼ」の
要領で育て、水やりの必要がなくなる８月
末に庭へと植え替えた。奥には柿の木も見
られ、秋の風物詩が揃う、賑やかな場所と
なった。

入口にも近く、三方にガラス戸があるた
め、邸内から最も鑑賞し易い庭。池のよう
な丸みを帯びた田んぼの中に、元々生えて
いたヒサカキ（姫榊）を活かした中島をつ
くった。山のようにそびえ立つ常緑のヒサ
カキと、それを取り囲む黄金色の稲穂が、
奥能登の象徴的な風景にも見える。
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「庭で米をつくる」という漠然とした当初
の企画案から、実現に向けて動くと同時に
各庭のコンセプトを決定、制作に取り組ん
だ。
各庭の植物の種類、稲や米作りのほか、奥
能登及び珠洲市の郷土史など地域の歴史的
ないきさつを調査し、それらを踏まえ、各
庭の特色を活かす最終案にまとめた。

作品構想
2016

2017

案出し・イメージスケッチ作成

飯田町のフィールドリサーチ
「来た会」（飯田小学校の生徒と米作りをしている団体）
と面会　以降交流を継続

北風八絋さんと面会
田の形状などの構想確定・庭の整備

12 月

3 月 3～7 日

～3 月中旬

田作り作業

「来た会」の田植えのお手伝い

田植え

4 月下旬

5 月 1 日

5 月 4 日

コスモスの植栽 ( こめのにわⅣ)
6 月中旬

稲を移植 ( こめのにわⅣ)
8 月末

はざ制作
9 月末

稲刈り・はざ干し
10 月 8 日

精米
10 月 19 日

おにぎり会の開催
10 月 21 日

各庭の稲育成及び管理・定点観測写真撮影
～10 月中旬

初期案 中期案

最終案

母屋には松や燈籠が配置された鑑賞用の立
派な中庭があるが、その他の家中に点在す
る庭は明かり取りといった生活の場として
の役割が大きいと思われる。
また、増築していった関係で生じてしまっ
た空間が庭になっているとも推測される。

八木邸・庭見取り図

9 月 3 日
奥能登国際芸術祭 2017 開幕

制作の歩み
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珠洲市には上黒丸などのように農業が盛ん
な地域もあるが、飯田町は港や商店街があ
り商業が中心の町である。リサーチによっ
て、飯田町には「来た会」の管理する 1 枚
の田んぼしか存在しないことが分かった。
つまり、家の中で稲作を行うということだ
けでなく飯田町で稲作を行うということ自
体が珍しい試みであった。

中庭はそれほど広い面積ではなく、時間帯
によっては建物の影が落ちてしまうため日
当たりが良好とはいえず、日照時間が重要
な稲作には過酷な条件であった。部分的に
成長が遅れたり成熟しきらない稲が見られ
たりしたものの、最終的にはすべての庭で
実をつけた。収穫は成長が早いもの、遅い
ものとで日をあけて行った。

「こめのにわ」の制作にあたり、地元珠洲市
で稲作を行う、北風八紘さんに技術指導を
お願いし、ご厚意で稲作のノウハウを何か
ら何まで教えていただいた。学生が現地滞
在できないときには庭の世話、管理をして
くださり、特に田植えをしてからは毎日の
ように足を運び、一緒に面倒を見てくださっ
た。

稲の品種はコシヒカリを使用した。収穫時
期が他の多くの品種より遅く、芸術祭期間
中と重ねることができると考えてこの品種
を選んだが、背が高く風で倒れやすいとい
う難点もあった。苗は、北風さんから田植
えの時期に余ったものをご厚意で分けてい
ただき使用した。

土は農業用のものなどを使わず、全てその
庭のものを使用した。育ち具合によっては
肥料等を使用することも検討したが、土に
養分が多く含まれており虫害もほとんど見
られなかったため、 最終的に無肥料、無農
薬で最後まで育てることができた。

水はほぼ庭にある井戸でまかなった。屋内
と庭に合わせて２つの井戸があり、水やり
を開始して 1 か月ほどはその２つの井戸か
ら、それ以降は屋敷内の井戸の不調のため、
庭の井戸のみを使用した（コンセントを差
すと水を汲み上げる電動ポンプを使用）。
井戸の水が枯れた際は水道水を使用するこ
ともあった。

材料 / まちと米作り

材料 01 米

材料 04 光 飯田町と稲作の関係 まちの方の監修

材料 02 土 材料 03 水

まちと米作り 01 まちと米作り 02

おにぎり会 - まちの方にお米をふるまう -
まちと米作り 03

飯田町の方を中心に、スズプロの活動中に
お世話になった方々にお礼をしたいという
思いから、芸術祭閉幕前日の 10 月 21 日、
作品会場内でこめのにわで収穫したお米

（通称スズプロ米、約３㎏）を炊き、来場
者におにぎりを握ってもらって食べるとい
う「おにぎり会」を開催した。
おにぎりの他にお酒やお鍋を用意し、かつ
て我々がもてなしていただいたような、「よ
ばれ」を意識した形で、40 名ほどの方々
に振る舞った。

北風さん
（NPO 法人能登半島おらっ
ちゃの里山里海副理事長）

スズプロ米と地元のお米をそれぞれ別に炊き、
両者の風味を比較できるようにした。
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こめのにわ定点観測

6月：分げつ期

8月：開花～成熟期

7月：穂ばらみ期

こめのにわI
こめのにわII

こめのにわIVこめのにわIII

こめのにわI
こめのにわII

こめのにわIVこめのにわIII

こめのにわI こめのにわII

こめのにわIVこめのにわIII

稲という植物を日常的に観察する機会がこれまでなかったこと、また、各庭で生じる生育の差を比較する資料とするために田植え以降各庭の定
点観測を行った。
稲は成長が早いことから、土曜夕方、日曜朝の 2回、1週間という短いスパンで撮影し、各月で特徴的な写真を選定した。
日当たりが良いこめのにわⅡ及びⅣに移植したバケツ田んぼは成長が早く、おおよその稲を同時期に収穫することができた。
それに対しこめのにわⅠ、Ⅲでは、建物や樹木によって生じた日陰によりその箇所の稲は生育が遅れ、期間中に収穫できなかったものもあった。
場所によって各庭に成長の度合い・収穫量の違いなどが顕著に現れ、小空間で稲を育てることの難しさを実感した。
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奥能登曼荼羅

豊かな奥能登の森羅万象から私たちが体感
した原初的な美しさを、山岳曼荼羅の手法
を用いて、蔵の内側を覆い尽くすように綿
密に描写した。この曼荼羅は、奥能登を訪
れた人が目にする眼前の土地の姿ではな
く、少しずつ社会が変化しながら歴史が積
み重なり、受け継がれた土地の姿を、自ら
が囲まれるようにして見つめることができ
るのである。
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当初、蔵としても大きく、中二階をもつこ
の蔵をどのように絵画空間として成立させ
ようかと模索していた。

そして、一年にわたる様々な調査をもとに、
海流が培ってきたこの地域の歴史、文化を、
キリコ祭りを中心に表現するという方向に
定めた。

奥能登曼荼羅の物語は、キリコ祭りの起源
と言われる「龍灯伝説」から着想を得てい
る。海の彼方に見え、キリコになったと伝
えられるその龍灯 ( 火の玉 ) が、実は環日
本海の沿岸地域で行われる「祭りの灯」で
あり、その祭りが文化として奥能登に伝
わってきたのではないかと私達は考えた。

つまり龍灯は、キリコの「起源」（ルーツ）
ではなく、海流によって隔てられた環日本
海地域の文化の「経路」（ルート）を示し
たものなのである。

さらに鑑賞者は、床に漂う手彫りの海藻に
よって、狭い入口から蔵の奥へと導かれ、
巡り続ける海流を足の裏で感じる事ができ
る。つまり、こうして奥能登曼荼羅を鑑賞
する人もまた、海流がたどる経路（ルート）
の上に立っている。そして海流の行き着く
先に見える壁面には、奥能登の雄大な自然
はもちろん、富山や北海道、大陸の文化と
いったものが、海流が織りなすダイナミッ
クな物語として綿密に描き込まれている。

曼荼羅は蔵の中で完結するわけではない。
海流は常に動き、ここではないどこかへ流
れていく。奥能登曼荼羅も奥能登、それか
ら鑑賞者と共に時を進め、変化していくも
のになるだろう。



制作の歩み

2016

2017

「奥能登曼荼羅」の構想・作品名の決定

12 月 17 日

立山曼荼羅の視察

12 月 28 日

 曼荼羅制作班の結成
 少人数で制作に入る為の構図・技法研究等の土台作りを行う。

奥能登曼荼羅構図初期案の完成 

1 月

 稲垣先生によるレクチャー「アートと社会を考える」聴講
 長期リサーチに向け、社会学的思考を学ぶ。

5 日間に渡る初の長期リサーチ

2 月 10 日

3 月 3 日～

珠洲を拠点とした継続的長期リサーチの開始
曼荼羅の表現技法研究、構図研究を並行して進める。

3 月 16 日

27 日間にわたる長期リサーチ終了 
4 月 11 日

6 分の１スケールでの下絵制作開始
5 月 1 日

放課後の制作を本格的に開始
技法の確立と、 下絵の完成を目指す。

5 月 8 日

4 日間にわたる壁面の面合わせ作業 

5 月 27 日

奥能登曼荼羅構図中期案の完成 
6 月 2 日

蔵の床板はがし

6 月 10 日

6 月 20 日

奥能登曼荼羅構図最終案・6 分の１のスケール下絵の完成
奥能登曼荼羅床班の結成
床面の彫刻開始

原寸大に拡大した下絵の印刷
和紙への本制作の開始
 

7 月 3 日

7 月 10 日

床板を珠洲へ搬入
曼荼羅床班が現地入りし、現場作業を始める。

8 月 9 日

壁面図を描いた和紙を珠洲へ搬入
曼荼羅制作班全員が現地入りし、総出での現場作業が行われる。

壁面への捨て糊塗布・和紙貼り

8 月 11 日

現場壁面への加筆開始
8 月 14 日

最終調整・照明設置
9 月 1 日～ 2 日

奥能登国際芸術祭 2017 開幕
9 月 3 日

蔵の床板を金沢へ搬出

床面構図の決定

5 月 13 日
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描くという行為は私たちにとって創作の原
点であり、重要な表現方法の一つだ。メン
バーの大半が学生であるチームが制作する
上で、その底力を発揮できる作品とはどう
いうものかを考え、思い至ったのは、「この
蔵を覆い尽くすほどの絵画を作る」ことで
あった。
飯田町の中でも象徴的な場所である八木邸
にある作品は、奥能登の象徴でなくてはな

長期リサーチ実施後、曼荼羅を表現するた
めのキーワードとして「歴史の堆積」「漂着
するもの」「積層しているもの」が出た。リ
サーチをする前と意識が変わり、これを表
し、「曼荼羅になる構図とは何か」や、「そ
の積層を表しながらこの空間を感じるには
どうしたらよいか」、と以前より中身が具体
的になり、何をすれば良いかが明確になっ
てきた。
技法研究を重ねる中で、和紙に出会った。
和紙自体は八木邸内の至る所から見つかっ
ており、しかもチリ紙のような極薄の和紙
であった。実際に和紙を水で濡らし、密着

制作においてまず蔵の空間と共存する描画
材料を探す必要があった。チョーク、アク
リル絵具、木炭、色鉛筆、ペン等、描画材
料を用いて直接壁板に描き連ねるだけでは
どうしても落書きのような印象が拭えな
かった。そこから、ただ描くという行為に
加えて、蔵の木材と共存できるような強さ
をもった素材を探す必要性がでてきた。

らないという畏怖の念を感じていた。その
象徴とは、眼前に広がる表層的な奥能登で
はなく、今現在まで残されてきた奥能登の
風土や文化を、丁寧に調査し感じていくこ
とで、得られるものであると考えていた。
私たちの奥能登曼荼羅は、立山曼荼羅に使
われている山岳曼荼羅の手法と平等院鳳凰
堂などの空間全てを仏の世界に見立てるよ
うな仏教美術から着想を得た。そして、手

そこでフレスコ画や油絵、ステンドグラス、
モザイク画、漆など素材自体に強さがある
ものを実際に壁面に当てて検討してみた。
しかし、当時の私たちは、蔵の大きさや存
在感にまだ慣れておらず、ただただ圧倒さ
れていた。素材自体に強さがあってもそれ
は、蔵の相性とは関係なくどこの場所でも
成立することができるものであった。私た

ちが思い描いた曼荼羅はこの場所でなけれ
ば成立しないもので、必然的に壁板や空間
を活かしながら描画を見せることのできる
素材を模索することとなった。

探りながらも、自分たちなりの曼荼羅とい
う概念の定義付けから始めた。
一般的な曼荼羅図と異なり、八木邸の蔵と
いう空間を活かした曼荼羅図を描くために、
全く新しい技法、構図を探す必要があり、
それが大きな難関であった。

させるように蔵の壁面に仮貼りをした。水
で貼り付けられた和紙は、濡れ色となって
透明感を増し、皮膜のように壁面に貼り付
いていた。下地となる木目が透け出し、ほ
のかな繊維の白色が描写された図像と、背
景となる木目を優しく繋ぎ合わせていたの
だ。その表情に私たちは美しさを感じた。
極薄の和紙は下地となる壁板をころさず描
画も簡単に行え、何度も重ねることで物理
的に積層していく様子を表現することがで
きたのだ。
和紙の濡れ色を保ったまま壁面に接着する
ために、古くから接着剤として使用されて

いる膠がそれに適切であることを発見した。
壁面に和紙を貼りつけて描画していくこと
は、日本間の雰囲気とかぶり、不思議とそ
の空間が心地よく感じられた。壁面に紙を
あてることは、従来からあるふすまや障子
などと似て、日本人には落ち着くものであ
るのかもしれない。だとしたら床は畳と同
じように、足の裏で物質を直に感じること
が出来る形が自然なのではないか、という
考えにたどり着き、肌に感じることができ
る彫りという表現を床面にも施すことにし
た。

奥能登曼荼羅の思想

着想 - 奥能登を描く 過程 - 堆積、漂着、積層を知る

過程 - 素材との出会い

山路を登りながら

奥能登曼荼羅の思想
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本来曼荼羅とは、仏の世界を「絵解く」た
めのものである。しかし、奥能登曼荼羅の
着想を得た立山曼荼羅は、立山信仰布教の
ために、日本各地で立山の名所や伝説を絵
巻物的に説明するためのものであった。そ
の伝説や開山の経緯、名所の盛り込まれた
絵を解くことで、目で見るだけの立山を超
えた、鑑賞体験ができるのである。
奥能登曼荼羅が曼荼羅であるためには、何
を絵解きし、何を伝えたいのか、というこ
とを明らかにしなければならなかった。リ
サーチを行って、個人単位での物語は多く
あったが、奥能登曼荼羅を一つ通す大軸と
なる物語がなかった。
奥能登を読み解くのに何を物語の軸におく
かということでまず挙がったのは「祭り」
である。珠洲の人々と話すにつれ、ここに
住んでいる人たちにとっての祭りの重要性

この蔵には奥の壁に一つだけ小窓があり、
それを締め切るだけで真暗闇となる。その
ため小窓の存在は印象的で、暗闇の中の一
点の光に導かれ進んでいく様子が、中国の
洞天思想と重なってきたことで、作品の中
に取り込むことが検討された。
暗闇を抜けて、向こう側に広がる桃源郷の
ような明るい世界を感じることにより、た
だ作品を見るよりも驚きと感動が強く呼び
起こされると考えたのだ。
しかし結果的にはこの小窓は閉じて使用し、
蔵の奥半分に拡散する柔らかな光を当てる
ことに決定した。なぜなら、明暗よりもこ
の蔵の空間を活かすという当初の目的が改
めて上がってきたからである。メンバーの
共通認識として、四方を絵画につつまれな
がら、全身で作品を体感するような鑑賞体
験を目指していた。そのためには、立ち止
まるのでもなく、ただ空間を通り過ぎるの
でもなく、巡るように歩きながら絵画を鑑
賞することが必要であった。
そしてそこから構図の基盤が決まった。西
洋的な一点透視図法を用いた描き方だと、

鑑賞者の視点は一点に定まってしまい、蔵
を空間全体としてではなく、四面の独立し
た絵画として見ることとなる。壁面全体に
描画を施しながら、空間に命を持たせるに
は、西洋的な透視図法に拘らず、東洋の絵
画に見られる鳥瞰図や、絵巻物の手法、末
広がりの逆遠近法が効果的であることに気
がついた。鳥瞰図の全体を俯瞰して見る構
図に、絵巻物のような横長の画面を採用す
ることで、視点が一点に定まることがなく、
図の前を鑑賞者が移動するたびに、新たな
場面と出会うことが可能になった。絵巻物
は水平方向に絵が変化していき、そこに時
間の進行と物語がうまれる。また、モチー
フの大きさが時々現実とは違うものになっ
たり、同じ人や動物が何度も出てきたりす
る。このような現実では破綻しているよう
なことも絵の中ではまるでその一人が命を
もって動いて物語を紡いでいるように感じ
られる。逆遠近法は鑑賞者を起点として奥
能登の山と海を超え、果ては遠く大陸の彼
方までイメージを広げることに有効であっ
た。

また視覚情報に加え、鑑賞者は足の裏に彫
りを感じることで、草の艶やかさ、砂浜、
岩のごつごつなど、実際に奥能登を歩いて
いるような感覚を得られ、空間がより現実
的なものになると考えた。
これらから、奥能登と環日本海沿岸地域と
の交流を鳥瞰図によって示し、壁面全体を
絵巻物のようにとらえて視点を定めず、移
動するごとに物語が色々なところで始まっ
ていく動きのある絵画面を作ろうとした。
その中で、奥能登曼荼羅という物語を絵巻
物的に、絵解く必要性が出てきた。

を感じた。人々の生活は祭りと共にあり、
過去も未来も紡がれているのである。これ
をなくして奥能登を語ることはできず、そ
れを含めた物語を構築する必要があった。
その祭りをどうやって大軸となる物語に当
てはめていくか考えた時、奥能登の伝承、「龍
灯伝説」があった。日本の各地で、海の向
こうに漂って見える火の玉のことを龍灯と
言い、奥能登の特質として、その龍灯がキ
リコに変化したという言い伝えが残ってい
る。
珠洲で私たちが生活していた上戸町に面し
た海の向こうには、富山県の立山連峰を望
むことができた。海の向こうにまた陸地が
あり、山がそびえ立つ光景がなんとも神秘
的で、海の向こうに人智を超えた何かがあ
ると思い込んでしまう程だ。
そして、富山県側から見えるこちら、つま

り奥能登も同様に違いないのだ。私たちは、
龍灯が海の向こうに見える山々とリンクし、
神秘のものであると同時に、身近にある人々
の生活の光や、祭りの灯ではないかと考え
た。
祭りは奥能登には欠かせないものであり、
この地を照らす光として海の向こうにまで
届くのだろう。海の向こうからやってきた
その光は、やがて陸地である奥能登にあが
り、また光となって奥能登の地を照らすの
である。その龍灯の光は始まりも終わりも
なく、ただただ土地や個人と共に循環し続
けていることがこの奥能登曼荼羅の大軸の
物語となった。

過程 - 体感する絵画

過程 - 曼荼羅を定義する

奥能登曼荼羅の思想
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下地として和紙を使用することを前提に、
膠の使い方、筆の使い方、絵具の溶き方な
ど根本的に材料の扱い方や特性を知るとこ
ろから始めた。
使う素材自体は古くからあるものだが、そ
の掛け合わせ方を変えることで、技法や表
現として異なるものを作ろうとした。
膠の濃度によって和紙の透明感を調整しな
がら壁面に接着すること、描画材料は膠と
相性の良い水干絵具と、自由な色数のある
油画用顔料を使用すること、床面に彫りを
施すことで、立体的な要素をとりこみ五感

奥能登曼荼羅の原案となる。この時はまだ、蔵の中を
覆うほどに奥能登曼荼羅を描くということ、それ一点
のみが決まっている状態であり、絵の中では金沢から
奥能登、大陸への道程を中心に描いている。 このとき、
描画技法も素材も検討中であり、リサーチをしながら
原案を改良していくこととなる。壁だけではなく床に
も海を描く予定で、蔵を全面絵画空間にすることを想
定していた。

リサーチを進めていく中で、奥能登を描くことへの必須
条件として内浦と外浦の違いや、陸と海との繋がり方を
表現しなければいけないと感じた。
それと共に、中二階のある造りをした網蔵の特徴をどの
ように使い、絵画と空間とを同時に見せるかを検討した。
床は触覚で体感できる彫りを施すことを決め、彫りのモ
チーフとして何が相応しいかを、空間全体の流れと共に
検討した。

縦軸のみならず、左右への動きや、壁画を
超えた空間全体により奥能登を表現した。
奥能登は海岸線に沿った風景が特に印象的
で、作品の中でも海岸線を歩いて辿るよう
な感覚で、奥能登を一周できる。歩きなが
ら多角的に絵を見ることを考え、視点を一
点に定める透視図法を用いず、東洋的な構
図をとった。
鑑賞者を奥に導くため、そして床下にあっ
た物を見せるために床面には穴を施した。

に感じられるものとして空間を成立させる
こと。これらのことは決定していたが、た
だ素材とやり方が決まっているだけでは技
法として成り立っておらず、表現として美
しく魅せるために研究を重ねる必要があっ
た。そこで実際に蔵の壁板を使用して、細
かな数値を出しながら様々なパターンを試
し、少しずつ技法を確立していった。和紙
を壁にシワなく貼りつける方法は、漆の布
着せの技術を応用した。薄い和紙への描画
方法は石川県文化財保存修復工房に相談し、
膠の性質と種類の選別によって、確実な固

着力をもって描画する技法を確立した。さ
らに、下地となる和紙も膠の濃度によって
和紙の透明度、白さが変わってくるので膠
の濃度実験をし、適切な濃度になる数字を
出した。床板には彫った上に和紙を貼るこ
とができるか、和紙を貼るかどうか、彫っ
てから貼るのか、もしくは貼ってから彫る
のかなど、壁面と調和する彫りの表現を追
求した。
日中は学業と並行していたため、放課後に
制作時間をもうけていたが、その大半はこ
れらの実験に費やすことになった。

床の下にあったおびただしい量の瓦や陶器
類は物質感が強く、壁面の絵画とはギャッ
プが大きいものとなる。しかし、実際に蔵
が使用されていた頃の記憶を持つ品々を見
た後に、奥能登さえ俯瞰する、壮大な曼荼
羅の世界へと一気に誘導される。彫りの仕
方やモチーフを壁面と呼応させることで、
壁と床の空間が立体的につながり、蔵全体
に一つの物語が循環する。

実践実験 - 技法の探求

01 空間全体を使用した絵画インスタレーション

02 天井高を活かした、海と山による具体的な構図

03 完成案

エスキースができるまで奥能登曼荼羅の思想
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珠洲の本質を突き詰めて考えていく中で、
私たちは人の文化がその場所に元々あった、
自然と地形から生まれてくるものではない
かという答えにたどり着いた。曼荼羅を描
く上でも、全ての土台として存在する山と
海を構図の軸として描いた。また、内浦側
の陸はなだらかに穏やかな海へと繋がり、
外浦側の山は切り立った崖を境に荒れた海
と接するという、奥能登の非常に特徴的な
地形も描いている。
山の稜線には水墨画の筆遣いに倣って描か
れた木立が並んでおり、奥能登の実際の植
生をもとに、鮮やかな草花が壁面を彩って
いる。また海には伝統的な波の文様を用い
て海流を描いた。

奥能登と海を隔てた環日本海沿岸地域との繋がりを、行きかう渡り鳥や渤海使船、北前船などの往来によって表現した。

奥能登の自然に身を任せて生活する人々を植物に包まれるように描いた。一見バラバラに暮らしているように見える人々
はキリコの周辺に集まっており、祭りの灯りは曼荼羅の物語の主軸である龍灯と繋がって蔵を一周している。

人 /キリコ / 龍灯伝説

山 /海

鳥 / 船曼荼羅解剖図　壁

植物：山間～平野群 / ツタウルシ、ヤブツバキ、稲、山藤、杉、シャクヤク、ヤブソテツ、キリシマツツジ等　計 129 種
　　　湿地 / ミズバショウ、アシ、半夏生、エゾノレンリソウ等　計 19 種
　　　水辺～海岸 / スイセン、ヒトモトススキ、クロマツ、カワラナデシコ、ハマヒルガオ等　計 46 種

鳥：海上 / ハジロカイツブリ、ユリカモメ、セグロカモメ、オオセグロカモメ、イソヒヨドリ等　計 7 種
　　水場 / ヒシクイ、コハクチョウ、マガン、コガモ、キンクロハジロ、トモエガモ、オカヨシガモ等　計 28 種
　　山地 / アカショウビン、アオバト、ヨタカ、ヤブサメ、オオルリ、キビタキ、サンコウチョウ等  計 21 種  
　　平地・市街地 / アマサギ、ハチクマ、サシバ、アオバズク、ツバメ、コシアカツバメ、コクマルガラス、
　　　　　　　　　ミヤマガラス、カシラダカ、シロハラ等　計 38 種

田植え

あえのこと
珠洲焼をつくる人

見附島

まきを運ぶ人
塩を運ぶ人

トンネル工事の絵

トンネル出口

宝立山

田植えをする人

歩く人
塩田の作業着から
杜氏の作業着に着替えながら
出稼ぎに行く集団 20 名

穴を掘る人

米を運ぶ人
江差追分を
楽しむ人々

岸田三郎右衛門の船
カーフェリー「かもめ」
ホバークラフト「シグナス」

酒をつくる人

渤海国の使者

長手崎

舳倉島のいわしを運ぶ人々

サザエ、アワビをとる人々
世阿弥を乗せた船

岸田家の北前船

海の見張りをする人

海藻をとる人々

伊能忠敬測量隊

寺家で旗をもつ人々

義経一行

（

重油を回収する人々

塩田づくりをする人

曽々木海岸地域で
旧畑を開墾する人々

宝立山

雪山
トンネル工事の絵

馬をつなぎホンダワラを
食べさせる源義経一行

海の彼方を
指差す人々

九十九湾

九里川尻川 福光ダム

小屋ダム

若山ダム

竹中川城ケ崎

若山川

岩坂ダム

猿谷池

紀の川

雁の池

遭崎

寺家ダム
山伏山

金剛崎

禄剛崎

州崎

シャク崎

見平岳

猫ヶ岳

鞍坪岳

鈴屋川

大崎

大谷川

片岩

ツバ崎

町野川

大川浜

船谷峠

天笠山

鰐崎

岳山堂ケ崎

時国家
塩田

富山に向かう
大伴家持

七尾に向かう
渤海国の使者 ( 鳥孝慎）

粟津キリコ 横山の
キリコ祭り

川浦町
キリコ

折戸キリコ

東山中の
キリコ祭り

唐笠の
秋祭り

正院町
岡田キリコ

大屋キリコ

森腰キリコ

内方キリコ

あえのことあえのこと

ツバ崎

内浦 外浦

中国

北海道

青森

舳倉島

七ツ島
赤崎

松波川

弁天島
恋路海岸

尾ノ崎

舟橋川
鵜飼川 般若川

狼煙キリコ

杉山キリコ
引砂キリコ

小泊キリコ

二本松
キリコ

キリコ祭り
早船狂言

正院
竹キリコ

正院町
岡田キリコ

飯塚東
キリコ祭り

熊谷キリコ竹キリコ

飯田町
燈籠山祭り

飯田秋祭賑わう飯田港

郷のキリコ

春日野
キリコ祭り

行灯キリコ
宝立七夕
キリコ祭り

馬渡キリコ

鵜島の
曳山祭り

あばれ祭

高屋キリコ

馬緤の秋祭り
砂取節

大谷キリコ
長橋キリコ

マキを馬で
運ぶ人 若子祭り鞍崎

片岩キリコ

清水キリコ

のと鉄道
（パレードの様子）

青森ねぶた祭

雲津キリコ

須々神社を訪れる
須々神社
寺家大祭

若山地区

三崎地区

狼煙地区

飯田地区

蛸島地区

正院地区

上戸地区

大谷地区

日置地区

輪島市

真浦地区

氷見

宇出津

インド ロシア

韓国

宇治キリコ伏見キリコ

本キリコ

姥神大神宮
渡御祭

拾閣

禄剛崎灯台

鉢ヶ崎海水浴場

珠洲焼資料館

大谷鯉のぼり
フェスティバル

谷崎の桜

寺家キリコ

渤海の
祭り



53奥能登曼荼羅52 静かな海流をめぐって

（内浦）ホンダワラ（長い）、アカモク、アマモ、ツルモ
（外浦）ホンダワラ（短い）、カジメ、ワカメ、クロモ
（壁側）イワノリ、アオサ、テングサ , モズク
（入口付近）ハバノリ、テングサ、モズク

床面に穴を開け、床下にあるものを海底に沈む漂流物に見立てた。
穴の縁は鑿で海底図のように段差を作り、だんだんと深くなる海
の様子を表している。段差の装飾的な渦の模様は、石があってそ
こにぶつかる水の動きをイメージした。

瓦、ガラス瓶、壺、鉢、土台の石などがあり、現代でいう床下収
納のような役割を果たしていたと思われる。来場した方の話によ
れば、瓦は湿度調整のために置かれていた可能性もあるらしい。

海藻の種類

穴の模様 床下にあるもの

奥能登に自生する海藻の分布や特徴を調べ、スケッチを繰り返して彫りによる線のみで表現できるよう抽象化している。生き生きと
群生する様子と装飾性を兼ね備えた、海藻のなびき方や重なり方の表現も研究した。
下描きする際には、壁面の地理に合わせてそこに分布する海藻を配置した。奥能登の海は富山湾に面した内浦と日本海に面した外浦
で大きく環境が異なるため、海藻の種類にも違いが現れてくるのである。
また、同種類の海藻でも、海流が穏やかな内浦は長く、荒れている外浦は短く成長するという特徴も反映した。

潮になびく海藻と穴の配置によって、鑑賞者は薄暗い入口から奥
の明るい壁面へ進み、海流に乗って蔵を一周するように誘導され
る仕組みになっている。

曼荼羅解剖図　床

穴の部分

穴の部分

穴の部分

穴の部分

海藻の彫刻

入り口

動線

ホンダワラ

ツルモ

アカモク

ホンダワラ

アマモ

カジメ

ワカメ

カジメ

外
浦
側

内
浦
側

イワノリ

ホンダワラ

テングサ

モズク

クロモ

アマモ



55奥能登曼荼羅54 静かな海流をめぐって

蔵の壁板と柱の間には元々段差があり、立
体感をなくすため、一度壁板をすべてはが
し、柱と奥行きを合わせて平滑にはめなお
した。

壁面にヤマト糊で下塗りをし、木汁が和紙
につくこと、貼り付け用の膠が木の中に沁
み込むことを防いだ。

ナンバリングした壁板を全てはがし、元々
ついていた垂木を外して釘を抜く。
30mm×40mm×550mm の垂木を釘で打ち
付け、その上に壁板をビスで打ち込む。

簡単に壁を水拭きして汚れを取った後に、
水で希釈したヤマト糊をローラーで壁板と
柱にムラなく塗る。

1 回で壁に張り付ける長さ（今回は２ｍ）
で和紙を切り、左図の要領で播州粒膠

（5％濃度 ) を和刷毛で全面に塗る。膠を塗
る作業は平らなフェルト（または毛氈）の
上で行う。
乾かす時はシワのないシーチングの上に置
いて、できるだけ和紙自体にもシワがよら
ないようにして乾かす。 描画に使用する和
紙は、この膠が塗られた和紙を使用するこ
ととする。
＊膠の塗り方
基本は和紙の中心から外側に刷毛を動かす。
まず上下左右、斜めに米の字を書くように
膠を塗る。そして間を埋めるように放射状
に塗り広げる。ここまで紙の縁は塗らずに
残しておく。塗りきったら、上下左右・四
隅の順にシワができないように塗る。

① 壁面を張りなおす

② 壁面に下塗りを施す

壁に吸い付く皮膚のような絵画、場を活かし絵を活かす

１．絵の下地をととのえる

２．大学での描画作業

２ｍの長さに裂いた石州紙に膠を塗る。こ
の作業によって、絵具の顔料がより強く和
紙に固着するようになる。

③ 和紙に下塗りをする

実際の絵と原寸大の大下図を用意し、③の和
紙を上にひく。

全ての山の輪郭線に沿って木を描く。杉、松、ブナ、ミズナラなど奥能登に自生する樹木を、種類ごとに描き分けた。

大下図の上に各２ｍの和紙をひいて、ある
程度余裕を持たせて固定する。和紙の重な
る部分も残しながら、実際に壁面に張り付
けるときに融通が利くようにしておく。

墨は必ず擦ったものを使い、毎回擦り直す。
市販の墨汁は水に流れる性質を持つため使
用しない。また、擦って数日経った墨も、
固着力が落ちるので使用しない。墨はでき
るだけ濃く擦ることで、薄い和紙の上でも
滲みにくく、また貼り付けた際に、下地の
木目の色にも埋もれずに見えやすくなった。

大下図を取り除いても全体像が把握できる
ところまで、線に従って海岸線や川のアウ
トラインを描いておく。山の輪郭線を今回
は描かず、⑤で描いた木のみで表現した。

水干絵具の草緑、古代緑青、青草、草黄土
を山ごとに使い分け、４色がまばらに散る
ように山の色を塗っていく。輪郭線に近い
ほど濃くはっきり着彩し、離れるにつれ隈
取筆などを使用して薄くぼかしていく。 花
が少ない場所は緑の植物が多いため、その
部分も薄く緑をぼかして塗った。
＊水干絵の具の使い方
水干絵の具を紙などにはさみ、上からすり
つぶして細かくする。完全に粒子が細かく
なったら絵皿に移し、膠を少量ずつ加えて

④ 描画準備

⑤ 墨で木を描く

⑥ 墨でアウトラインを描き出す

⑦ 山の色をつける

いき、指もしくはヘラで練る。絵具全体に
膠がいきわたるまで練ったら、水を加え塗
りやすい濃度に調整する。（水干絵具を溶く
膠は固着力が高い牛皮和膠の 3％の濃度の
ものを使用する。）
膠で溶いた絵具は乾燥前と後で大きく色が
異なることに注意する。また混色は、粉の
状態でした方が乾燥後の色が想像しやすい。
粒子の大きさばらつきがあると膠と顔料が
混ざりきらずに浮いてくることがある。

制作工程 壁に吸い付く皮膚のような絵画、場を生かし絵を生かす
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床板を傷つけないよう合板を敷き、その上
に足場をたて、壁面に和紙を貼りつけてい
く。使用する膠は播州粒膠を 12％の濃度で
溶いたもの。曼荼羅壁面の中央下から始め、
左右・上下に広がるように和紙を貼っていっ
た。直接刷毛塗りすると、絵具が擦れて溶
けてしまうことがあるため、描画された和
紙の上に一回り大きなレーヨン和紙を重ね
て二枚同時に貼り付け、最後にレーヨン和
紙を剥がすことで、描画面をできるだけ養
生する。乾いたところから端の余った和紙
を水で溶かしてとる。

3．現場作業

現場で描写のしにくい高い位置を中心に、植物や人を描いていく。植物は実際の分布に合わせ、その場所に描いていく。

ある程度まで描いたところで、それぞれの和紙にナンバリング
をする。実際に壁面に張り付けるときに、作業が円滑に進むよ
うにするためである。

乾燥後、上から植物、人物などを続けて描画していく 。和紙の貼り方によっては
絵のつなぎ目が合っていないので、それも描画で合わせていく。

⑧ 植物、人の分布を描く

⑩ 和紙を貼る

⑨ ナンバリング

⑪ 植物、人物、キリコ、鳥、波の描画

⑫ 螺鈿貼り ⑬ 照明の設置

ベースとなる大きな和紙を貼った後に、モ
チーフを足すように貼っていく場合、膠の
濃度は約５％～ 20％の幅の濃度のものを使
用した。 天井をわたる鳥や和紙と壁の板が
隣り合ったフチ部分などは、あまり和紙の
白色が目立ってほしくないため 20％の濃度
の膠を使用し、白く浮かび上がってほしい
キリコや人物などは 5％、12％の濃度の膠
で貼り付けを行った。和紙の厚さもものに
よって変え、白く目立ってほしいところは
少し厚めの石州紙、そうでなくても少し白
色をあげたいときは薄い 天狗上紙を使用
し、膠の濃度、和紙の厚さの 2 段階で白色
の上がり方に段階的な幅をもたせた。

描写面を重層化するために生活する人々な
どをリサーチに基づいて描き、貼り重ねて
いった。また、油絵用顔料も固着力の点で
不安はあったが、スムーズな筆運びができ
る利点があったため、重ね貼りを行わない
仕上げの部分で併用した。

中二階下の海の始まり部分に浮かぶ龍灯からキリコの灯り部
分にかけて螺鈿による装飾を行った。

・水干絵具
・油絵用顔料

暗さに目が慣れるにつれて徐々に壁面の絵が浮かび上がること
を意図し、蔵の入口は暗く、奥が明るくなるよう照明を中二階
上に設置した。また、壁面に影が落ちないようシートで光を拡
散させた。照明は灯工舎の藤原工さんと相談の上、決定した。螺鈿シートをカッターで丸やキリコの灯りの形に切り取る。

裏に水干絵の具の青を塗る。こうすることで柔らかな色調で
光沢が増す。膠で貼り付ける。

描画材料 ・和紙（石州紙、天狗上紙）
・膠（播州粒膠、牛皮和膠）

・墨
・筆

制作工程
制作工程
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4．床の作業
壁面の和紙描画の作業とは別に、奥能登曼荼羅床班を作り、同時進行で制作した。金沢では床彫りに
集中し、穴開けなど調整が必要なところは珠洲で、壁面の作業と兼ね合いながら制作を進めた。

床板の海藻を彫る範囲に雲や島のような形の輪郭を描いた。

1. チョークでアタリをつける

１で描いた範囲にチョークで海藻を下描きした。

3. 下描き

硬い海藻は鋭い線の出る三角刀や切り出し刀、柔らかくな
びく海藻は丸刀を使うなど彫刻刀の種類を使い分けて彫り
を進めた。壁際は壁面の描写になじむよう、岩場に固着す
るモズクやテングサなどの小さな海藻をさらに細かく追加
して彫った。

＊彫り方の例
ツルモ→切り出しで輪郭線、小丸刀で内側を彫る
アマモ→切り出しで輪郭線、平刀か丸刀で内側を彫る
ホンダワラ→三角刀で茎の部分、切り出しで葉っぱの輪郭、
　　　　　　丸刀か平刀で葉っぱの中身、切り出しで葉っ
　　　　　　ぱのギザギザ部分、実を小丸刀で彫る
テングサ→三角刀で全て彫る
モズク→小丸刀か三角刀で全て彫る

4. 彫り

床板一枚一枚に番号をふり、床板をはがして金沢へ運んだ。

床下にあった瓦やカラス瓶、鉢などを見せるために穴をあけた。鑿で段差をつける作業が床制作において最も時間、労力を費や
した。床板の木材は厚みがあったため、ジグソーの刃は一本駄目になった。

壁面との繋がりをより見せるため、壁面と同じ波の模様を
描いた和紙を彫りのくぼみに沿わせ、床に貼り付けた。

八割ほど彫りと穴あけが終わった床板を蔵に戻した。一部傷
みのひどい板材があったので切り落とし、他の蔵の床板で補
修した。また、床板の高さがずれていたり、人が乗るとぐら
つく板があったため、床下に角材やベニヤを仕込んだ。

補修部分や穴の周辺、入り口付近に海藻を彫り足し、穴の斫
りを仕上げた。調整後も、ぐらつきのひどい床板をビスで留
めた。バランスを考え床下の瓦や陶器などを配置した。

穴の装飾的な形をチョークで下描きし、大まかにジクソー
で床板を切り落とす。板の側面に下から 1.5 ㎝、2.5 ㎝の高
さに印をつけ、鑿で削って段差をつける。紙やすりで角を
落とし、表面を滑らかになるまでやする。
位置によっては切り落とすと床板がかなり細くなり、運搬
する際折れる可能性があるため、珠洲に運んでから穴をあ
けた。

2. ナンバリングと床板搬出

5. 穴開け

6. 床板搬入、補修 7. 仕上げ

８．和紙貼り

アカモク→三角刀で茎の部分、丸刀で葉っぱ、切り出しで
　　　　　輪郭を補助的に彫る
カジメ→小丸刀で輪郭を彫る
ワカメ、ハバノリ、イワノリ、アオサ→ほぼ小丸刀で輪郭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　だけ彫る
クロモ→丸刀ですべて彫る

制作工程



68スズプロとは何か68 静かな海流をめぐって

家に収められていた膨大な量のモノから、
私たちは遠い時間を辿っていくように様々
なことを想像することができた。しかし、
この大きな家にもう誰も住んでいないとい
う現実を振り返った時、私たちは遠くて長
い時間の途切れを意識せざるを得ない。家
を侵食するかのように生えている大きな木
によって、この土地の豊かさと厳しさをあ
らわしている。

いえの木
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八木邸に初めて入ったとき、印象的だった
のはその場の「暗さ」だった。明るい表通
りに面した小さな玄関をくぐると、そこは
うっすらと光が差しているものの、目が慣
れて屋内の輪郭がはっきりするまで一定の
時間がかかるほど暗い空間だった。１年前
に私たちが掃除に入るまで、ガラス窓のほ
とんどは板材で塞がれていたし、電球も切
れていて点かないものも多かった。家に数
多く残っている土蔵にいたっては、殆ど何
も見えない。その家で作品を展示すること
になったので、明るい表通りと暗い室内に
よって、光のコントラストを特徴とした展
示が面白いかもしれない、私たちはそんな
ことを考えていた。
それから作品展示に使うために、いくつか
の土蔵や部屋に残された物品を運び出し
た。暗いなかで埃まみれの作業が連日続い
た。運び出したのは郷土資料館に展示され
ていても不思議ではない古い農業機具から
漁業関係の道具、布団類、食器類、衣類な
どが中心だった。とにかく量が膨大だった。
その量にこの家の長い繁栄の歴史を想像し
ながら、黙々と作業を進めた。そして、土
蔵の奥に残されていた古い木箱から大量の
帳簿類を見つけたとき、私たちは建物の「暗
さ」とは別の、もうひとつの「暗さ」に気
付くこととなった。

いえの木について
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帳簿の表紙には帳簿名と日付が書かれてあ
り、頁をめくると毛筆の太い文字で品目と
その数量などが記載されている。帳簿の種
類は水産関係、土地関係、酒売買、売掛帳
など多岐にわたっていた。なかでも数が多
かったのは「年貢帳」で、一頁に十数人分
の名前と数量が規則正しく記されている。
年貢の総量は家の繁栄の証である。しかし、
帳簿をめくりながら、その数え切れないほ
どの名前に想いを巡らせてみたとき、私た
ちは繁栄の影に隠れたもうひとつの面に気
が付いた。そこに書かれているのは、まさ
にこの地域で厳しい暮らしを続けて来た
人々の名前である。この家に入ると誰もが、
家の大きさ、梁の太さ、土蔵の数、残され
た物品の多さにばかり感心しがちだが、そ
れはそんな人々が支えていた繁栄の形であ
る。膨大に残された物品にじかに触れなが
ら、私たちが想ったのは、海や山に抱かれ
た豊穣な「明るさ」と、能登半島の先の厳
しい「暗さ」、この両面である。この家に
は奥能登に刻まれた古層がありのままに残
されている。そのありのままを立体的な作
品として現代に表出させることこそ、この
家での作品にふさわしいと考え、この「い
え」に残された物品だけで作品を制作する
ことになったのである。
そして、周辺地域を歩いて散策していると、
崩れかけた空き家がいくつかあった。それ
らは勢いよく草木に覆われ、まるで建物が
自然に還されているかのような光景を作っ
ていた。繁栄を極めた旧家の土蔵もいずれ
はその役目を終える。そんな長い時間を巡
る家の歴史の在り方を考えて、「いえ」と
木が一体化したような作品「いえの木」を
構想したのである。

いえの木について
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作品構想制作の歩み

2016

2017

松田鉄工（石川県金沢市）に作品躯体について打ち合わせ
（躯体設置まで複数回行う）

様々な物品の取り付け作業開始

11 月

12 月

4 月

8 月 5 日～

躯体の設置
7 月

作品躯体設置のための基礎作り
5 月

漁網の巻きつけ作業
8 月 13 日～15 日

仕上げ作業・照明の設置

完成

8 月 31 日～9 月 3 日

 八木邸から、車で 5 分ほどの上戸町にある樹齢 900 年の老木。いえの木の
制作に入る前に制作メンバーで訪れ、倒さになった巨木のイメージを共有し
た。

八木邸から歩いて 10 分ほどのところにある空
き家は、長年放置されていて、木や草に覆わ
れ自然に還る準備をしているようであった。

倒さ杉 飯田町の空き家

９月
八木邸視察　味噌蔵の視察
味噌蔵の掃除（第一回）

八木邸に残された素材を調査
「いえの木」プランニング作業

味噌蔵の掃除（第二回）

ドローイング作成、全体イメージの確定

味噌蔵の詳細な寸法を計測

１月

２月
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当初案から、大きな変更はなかったが、天井から大量の物品をぶら下げる特殊な構造のために、
天井の梁と作品の上部の接点が難しく、色々と変更を重ねながらプランニングを進めた。

制作工程

02. 蔵の掃除

01. プランづくり

05. 足場・躯体設置 「 作業の安全を確保するために 」

06. モルタルでの固定・鋼材を溶接 「 いえの木の土台作り 」03. 作品躯体の打ち合わせ「２トンの重量を吊り下げる構造を考える 」

04. 作品躯体設置の基礎づくり 「300kg の鋼材を支える 」

「 土蔵に巨木をぶら下げる 」

「味噌蔵をよみがえらせる」

この土蔵には味噌樽や醤油樽、麹菌を発酵
させる大量の木箱が残されていた。発酵さ
せる室も二箇所に設置されていた。数ある
土蔵の中でも保存状態が良い方であるが、
大量の木材が残されていた。

土蔵に負担をかけないように作品を吊るす
ために、作品に使用する材料はすべて躯体
に固定することにした。躯体となる鉄骨は
天井から吊り下げる構造とする。総量は２
トンとなり、鉄骨の厚みや太さ、ジョイン
ト部分は専門の鉄工所と相談しながら、躯
体の構造を確定していった。土蔵の入口が
狭いために、鉄骨は解体して持ち込める形
態とした。

味噌蔵はもともとモルタル床で、モルタル
をめくると丸くて大きな砂利が敷き詰めら
れていた。その砂利が崩れてくるのを防ぎ
ながら躯体を支える基礎コンクリートを打
設した。

鉄骨の躯体は専門の鉄工所に依頼して設置
した。また、同時に建築現場に使用するよ
うな足場を設置し、物品の取り付け作業に
備える。

様々なサイズの物品を取り付けるための支
持体となる細い鋼材（L 字アングル）を溶
接していく。

空中に浮き、天井に根をはっている巨木を出現させるために
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制作工程

07. 物品の取り付け開始 「 大量の物品を土蔵に戻す 」

照明は本体を直接照らすことなく、間接光
でうっすらと浮かび上がらせるように設置
した。土蔵の中に入り、徐々に目が慣れて
いくような会場にするためである。

09. 照明設置 「 薄明かりに浮かび上がる巨木 」

いえの木の表面には漁網を巻いて、ダイナ
ミックな動きと統一感を表現し、細かい根
の部分を作成していった。

08. 網を巻く 「 蔵に残された大量の漁網をつかって 」

古い大型テレビや足踏みミシンなどの大型
の物品から支持体に取り付けていく。大型
の物品はそれぞれの形に合わせて鋼材と固
定し、鋼材と支持体を溶接しながら取り付
けていく。比較的小さい物品は番線や針金
などで支持体に固定する。すべての物品は
一点一点支持体に独立して取り付けられて
いる。
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残されたモノからわかる事は、まず漁業関連全般に広く事業を展開されていたことと、多くの人々がこの家に出入りしていたことである。
相当数残されているよばれ用の漆の御膳を見ただけでも、当時の繁栄ぶりがよくわかる。

素材・材料

八木邸の歴史をおさめる

帳簿は少なく見積もっても 250 年分ある。
その長い時代の繁栄を示している。

帳簿

網元であった八木邸に残された漁網。他に
も漁業に関する書物から帳簿、船の道具な
どが多く残されている。

漁網

テレビや扇風機など昭和以降の電化製品の
数は多くはなかった。八木邸に大量に残さ
れていた道具類や衣類の殆どは戦前のもの

電化製品

二升瓶

一昔前の旅行鞄。ベルトから持
ち手まで全て革でできている。

革製のトランクケース

SINGER 製の足踏みミシン。
1950-60 年代に製造された年代
物。鉄の鋳物の部品も多く、重
量 60-70kg もある。

足踏みミシン

餅つきの時など、米を蒸すとき
に使う調理器具で、これは特に
多く残されていた。

角せいろ

青いガラスで出来た二升瓶。地
元酒蔵の銘が入っているので、
お酒を入れたもの。瓶のふたは
ねじ込み式になっている。
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作品会場の掃除

スズプロ会議

作品構想
みんなで、何を作るか？どこで作るか？やみくもに話し合う日々が続きました。
週に 1回は必ず会議室に集まり、大学の食堂やメンバーの自宅、ときには八木邸
でも会議を重ねました。数々のアイデアスケッチからは、蔵にあった大量の網や
蔵の存在そのものに魅力を感じていることや、珠洲での体験を作品化したいなど
の想いが見て取れます。

庫に残されていた大量の漁網用の糸を使っ
て、まちの人達と一緒に大きなテーブルク
ロスを作るというアイデア。

作品を展開するにあたって、どのような導
線がいいかを考えたスケッチ。

蔵の天井から床にかけて網を張り、網目を
マスに見立てて写真や文字をはめていくと
いうアイデア。

珠洲で発見したものを写真や絵に描き収め、それらを寄
せ集めて大きな珠洲の地図を作るというアイデア。

玄関口通路の両側に網を張り、その中に八木邸にあった大
量のモノを詰め込むというアイデア。

金沢で、数え切れないほどの会議をしました。八木邸のどこを使い、どういうもの
を作るか、案を出し始めます。何時間も話し合った末に堂々巡りになることもしば
しばありました。特に各制作班に分かれてからは、全体が同じ意識をもって進める
ように、進捗報告や情報共有を行う重要な時間でした。また、議事録を毎回作成し
SNS にあげることで、会議に出席できなかった人とも情報共有を行っていました。

コ
ラ
ム

コ
ラ
ム

スズプロ会議
コラム

奥能登曼荼羅がある蔵の横には茶室と小さな庭があります。
草が伸び放題でしたが、なにか神聖な場所のように感じました。

総漆塗りの蔵は、雑巾掛けをするときれいな漆の朱色があらわにな
りました。大量の漆塗りの膳も発見しました。

03 05

04

この場所で何が行われるのか訳もわからないまま、埃をかぶったモノで溢れか
えった蔵の掃除から始め、モノの数、培われてきた歴史に圧倒されました。
八木邸の構造は迷路のように入り組んでいて、行く先々で蔵や庭を発見しました。
掃除をすることによってこの場所で何か作りたい、ここの蔵では何か作品が生ま
れそう、という思いが明確になってきました。掃除をするのと同時期から作品構
想も考え始めます。
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芸術祭期間中

石川県珠洲市で現代アート作品を展示した
奥能登国際芸術祭 2017。珠洲市全体を 10 
のエリアに分けて展開され、岬を巡ると同
時に各作品を鑑賞できる。その土地・生活・
人々の魅力を再発見するアーティストが参
加し、珠洲の人、地域外からのサポーター
を含め大勢でつくりあげ、今までにない新
しい芸術祭を目指した。11 の国と地域の
アーティスト計 39 組の 39 作品が展示さ
れ、音楽イベントなど、さまざまな行事を
開催。9 月 3 日から 10 月 22 日までの期間
中、延べ約 71,000 人が訪れた。

期間中はできる限り制作に携わった教員や
学生が会場案内・作品解説を行うように努
めた。 また、会場用の作品説明のリーフレッ
トを用意し、9 月 22 日から配布。それに
加え、奥能登曼荼羅には個別の解説書を作
成、設置した。 芸術祭のサポーターの方と
は別に、地元の方にも受付や作品解説など
を手伝っていただいた。中にはスズプロメ
ンバーよりも作品解説がお上手な方も…。

 ・来場者数…延べ来場者数 19,084 人
　　　　　　芸術祭作品別での延べ来場者
　　　　　　数が 2 番目に多い。
　　　　　　 1 日の最高来場者数 1,421 人      
・個別鑑賞券を購入して何度も見に来てく
ださる方が沢山いた。
 ・保存作品に選ばれ、芸術祭終了後も作品
が残ることが決定した。

「まさかこの家でこんな作品が出来上がっ
ているとは思わなかった」

「見ていて飽きない」
「これが美術か、と納得した」 
「作品 ( 家に潜る ) に参加できて良かった」
「もう一度珠洲を見つめ直す機会になった」 
「ここが一番やわ！」
「作品ずっと残しておいてね」
「作った人の声が聞けて良かった」

・来場した地元の人から知らなかった八木
邸のエピソードもたくさんうかがった。 
・芸術祭や作品を見に来たというより、八
木邸という家を見に来た地元の方も多くい
らっしゃった。
・飯田町にとっての八木邸という存在を改
めて強く感じた。 
・もし八木邸が無かったら、今の飯田町に
はならなかったのではないか。
・作品だけでなく、八木邸そのものにも魅
力を感じている方も多かった。

地元の方にはオードブルや漬物、コロッケやコーヒーなど、さらに土日祝日には必ず岩の
りのおにぎりや松茸の入ったおにぎりの差し入れを頂いた。 

奥能登国際芸術祭 2017

期間中について

芸術祭が終わって 来場者の声
メンバーの声
(来場者との会話の中で )



芸術祭を終えて / 現在の取り組み

スズプロ座談会「スズプロの成果と課題」

コラム 06-07

学生と教員の共同で行うスズプロの成果と課題

珠洲市の方の感想

活動報告誌に寄せて

コラム 08
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スズプロ座談会
今年度のスズプロの活動を終えるにあたり、客観的な意見も交えながら「スズプロの成果と課題」
について振り返るため、4 名のゲストをお呼びして座談会を開いた。

2018.2.11  金沢美術工芸大学にて 【座談会ゲスト】

金沢 21 世紀美術館副館長
黒澤伸さん

*1 奥能登国際芸術祭 2017 作品 No.3 深澤孝史「神話の続き」
*2 リサーチの時に、車で数人をある地点に降ろして、数時間後に迎えに行くということをしていた。

乗光寺
落合誓子さん

NPO法人能登半島おらっちゃの
里山里海副理事長
北風八紘さん

珠洲市企画財政課長兼奥能登国際
芸術祭実行委員会事務局長
金田直之さん

【参加スズプロメンバー】　伊木 , 稲垣 , 桶谷 , 芝山 , 杉山 , 高橋 , 中島 , 中村 , 成子 , 百歩 , 真鍋 , 村岡

スズプロや奥能登国際芸術祭 2017 全体を見て

座談会の前に、スズプロのこれまでの活動について振り返った。

芸術祭期間中も、こめのにわの面倒を
みてくださっていた北風さん。半島の先端であるということを感じさせる風景。

水がダッと抜けるんですよ。あれがひどく
て、何回もあった。上から 1 メートルくら
いスッと ( 棒が ) 入るんですよ。それだけ
下ががらんどうだっていうことですよね。
で、土ねじ込んでまた…二日後とかにおん
なじこと繰り返しましたけどね。
( 作品が ) できてそれで、嬉しかったのは
お客さんが来てくれたこと。話をよく聞い
てくれるお客さんが多かった。
スズプロ ( 真鍋 )：もう一つ、地元の方の
中で、ずっと ( スズプロを ) 一番よく見て
いただいていたと思うんですけど。例えば
教員と学生を見ていてどんな風に見えまし
たか。
北風：あの、ひとかたまりですね。普通は
大勢集まるとだいたいポツンとなったり、
グループになったりするんだけど、グルー
プもなかったし、だいたいみんな仲良く喧
嘩しとったみたいやし。
( 一同笑い )
まあ、喧嘩というか意見交換ですね。なん
かやってたみたいやし。それもちゃんと見
える。聞こえるんじゃなくて、見えるとい
うことですよね。
スズプロ(真鍋)：ありがとうございました。
それでは落合さんにお伺いします。私達は
外から来た人間ですよね。そういう私達と
地域の方々との関わりについて、どういう
風にご覧になっていましたか、何か感じら
れたことはありましたか。その辺りのご意
見をいただけたらと思います。
落合：そうですね。珠洲っていうのは歴史
のあるところです。だから、例に漏れず、
非常に保守的な土地で、基本的には非常に
排他的な部分があります。従って皆さんに
見せてる顔と排他的な顔と両方を、自分の
中でも半分ずつ併せ持ってるっていうのが
正直なところだと思うんです。「良いか悪
いか」じゃなくて、やっぱりそれは、歴史

スズプロ ( 真鍋 ) ： 黒澤さんのお立場から、 
スズプロの取り組みの全体の印象とか、見
ていただいた珠洲での活動についてのご意
見やご感想をお聞きしたいです。
黒澤： 今回の芸術祭の全体感ですけれど
も、非常に特徴的な芸術祭になったと思っ
ているんです。こういう特徴を持つ芸術祭
は他にないとまでは言い切れないですけれ
どもね。環境とか地域の歴史とか、その場
所の持つ意味合いとか場の力とかを、ここ
まで反映させた作品群になっているのが凄
く特徴的だと。これはまさしくオリジナリ
ティだし可能性だと思ったんです。そう
言ってみるとスズプロもまさに全くその通
りですよね。外から何かがやって来た、持っ
て来たっていう感じがしない。自分は何を
見たのかと思い返したときに、芸術作品を
見たという以上に「珠洲を見た」って感じ
がしてくるわけです。あ、これが珠洲だっ
たんだ、と。作品がそれぞれに「ここはこ
ういうところなんだ」っていうのを紡ぎだ
して、あばき出して、掘り起こした…そう
したことに芸術祭全体として成功していた
なと。 
例えば、海岸に白い鳥居の作品＊1 があり
ました。僕らはあの場所に行って何を経験
して何を見ているのかというと、海岸のと
ころに歩いていって繁々と魚を眺めていた
りとか、岩場を歩いて、振り返って海を見
ていたりとかしている。鳥居が作られてい
なかったら誰も降りないで通り過ぎる場所
…通り過ぎるはず…でもその見たこともな
い奇妙な鳥居があるので降りていくと、結
局はそれが置かれた場所をもっとよく見ざ
るを得ない。つまり、 それまでなかった違
和感のあるものを見ようとすることで、逆
に元々あったものがよく見えるようにな
る。そういう意味で、皆さんが見せてくれ
たのは、あの家とか町とか環境なり歴史な
りが持っていたものそのもので、それを見
事に形にして見せてくたって感じがするん

んのお寺さんもそうだけど ( 飯田は ) 若山
と結構、色んな関わりあるんですよね。若
山は、若山の荘っていう奥能登で最大の荘
園がそこに広がっていた。その文化が、色
んな、珠洲のところに根をおろしたり、関
係しとるんですよ。その象徴がある意味八
木邸でもあった。そこで、色んなものが見
えたと思うんですが、何れにしても若山と
飯田の関係ていうのは、かなり色々掘り出
すと色んなものがまた見えるはずだし、そ
ういうことでぜひ、継続的に ( 調べ、探る
ことを ) やってってもらえばいいなと。
スズプロ ( 真鍋 )：今の話も含めて、さら
に米づくりですね。ほとんど毎日 ( 田んぼ
の ) 水の具合を見てもらって。北風さんが
おられなかったら本当にできなかったで
す。
北風：とにかく大変だったですね。正直大
変だったですよね。地面自体が痩せとるっ
てのがあって。米にはなるってのはわかっ
てたので、あとは水管理をどうするかって
ので。一番最初は良かったですよ、水持ち
が良くて。ちょっとそのうちにゴボッと抜
けちゃった。多分ね、下の方にモグラの巣
がある。巣穴があって、ある程度してると

です。でもって、お米(こめのにわ)…あの、
訳のわからない…でも、格闘している感じ
がするんですよ。何かっていうと、皆さん
が家と、空間と格闘している感じがする。
ここで一番大事なことは、場と人の関わる
生々しさで、その格闘の生々しさが伝わっ
てくる。奥能登曼荼羅の絵の方もね、一つ
一つこう…見ていくと…さっき言われてい
たけど、どこかで車から降ろされて、とい
う話を聞きましたけど＊2、そういう色んな
経験が凝縮されてあそこに入り込んでいる
わけでしょ？それもね、感じられるんです
よね、見ていてね、つまりは時間の使い方
が。藍で染められて編まれた網も。全部あ
そこの家の中から出てきたものが再び姿を
変えて現れてきていて。まあこれは、一昔
前の言葉で言えば妖怪かもしれないね、そ
の家から出てきた。そういう何か…その場
所の得体の知れない正体を見せてくれるも
のだったという風に思っています。さらに
発展させるにしても、方向性としてはそう
いうことになるのではないか…と、これが
とりあえずの感想です。
スズプロ一同：ありがとうございます。
金田：飯田の八木さんもそうだし、落合さ

預かる自分らとしては、それを切らさずど
うやってなるべく今年、色んなものに手を
打って行くかっていうのは、このスズプロ
さんについても、まさしくそういうことに
なっていくので。ぜひ、次のステップを確
実に踏んでいただきたいなと思ってますけ
ど。
スズプロ ( 村岡 )：私たちも芸術祭だけで
終わるつもりは全然なくて、4 月から新し
いスタートを切って、芸術祭を超えた、体
験したからこそできることをしていきたい
ですね。それをしかも一緒に関係を持って
くれる珠洲でやりたいと思っていて。具体
的に全くまだ決めきれてないんですけど
も。何も決まってないからこそなんでもで
きるので、それを今からみんなで考えてス
タートを切りたいっていう、そういう意思
はあります。
黒澤：「可能性に転じた」ってことは明確
だと思うんです。やはり圧倒的な可能性を
感じてしまったんですよ。開会式の時に馳
さん＊5 が「海のものとも山のものとも分
からなかったけれども、これは大化けする
かもしれない」って素直に仰ってましたよ
ね。本当の未来の姿は見えないわけだけれ
ども、可能性が感じられる以上、絶対それ
は起こるはずだ、というのが僕の思うとこ
ろです。さっき場所と格闘って言ったけど、
本来、どこの家の中庭でもお米、育てない
ですよ、普通。だけど、あの場所をどうし
よう？ってことから展開して、なんとお米
になっちゃった…というような格闘の仕方
で構わないし、アイデアぶつけ合いながら、
ものは試しだやってみよう！みたいなこ
と、今後ともありますよね、きっと。あと
それから思うんだけれども、今回やった事
の成果… ( 奥能登曼荼羅とか ) 色んな人か
ら話聞いたりして、最終的には絵に集約し
て現れているけれども、「話」はもっと色々

もいっぱいあるから、どう距離感を取って
やるかということだよね。その辺のどう
いった形態がいいかっていうのをしっかり
と読み解かなきゃやっぱりダメっていうの
が一つと。落合さんが言われていた、変身
できたのかと。だから、まずそのためのス
ズプロはどのようにしたらいいのかってい
う大学のスタンス、フラットな関係。あと
は色々あるかもしれない。それを読み解い
た上で、どのような魅力を珠洲に、フィー
ルドが作れるのかっていうところを一生懸
命検討してみようかなと思います。
黒澤：これから先どうしよう、ということ
だけれど、町中含めた、半島含めたあの世
界をもう一回思い出して、そこでこんなこ
とが出来たら、起こったら、自分は絶対ワ
クワクするっていう想いを、まずは持ち寄
るんじゃないかな。そこで初めて、システ
ムがどうなのか組織はどうなのか、とか、
お金はどうなのかっていう問題が立ち現れ
る…そういう順番だと思いますね。
スズプロ ( 中島 )：芸術祭終わってからす
ごい真剣に、来年からスズプロはどうなる
んだろうっていうことを考えていて。その
時に思い浮かんだのは、土地もしくはお家
を買って、住むところからまず作ってみよ
うっていう一年をまずしなければならない
んじゃないかというようなことを考えてい
るんですね。まあどっちが先でもいいんで
すけど、その先のビジョンがあったら結局、
宿泊であったりとか活動の拠点の問題が出
てきて。で、例えば先にその活動の拠点を
作るとしても、その時には奥に見えるビ

ジョンをしっかり見据えてないと、なんで
もない、もしかしたら白い箱みたいな家を
作ってしまうかもしれないし。
落合：大学がある程度こう、後押ししてく
れるとかはないわけ？可能性は。企業が後
押しできるか、大学が後押しできるか、珠
洲市がどの程度後押しできるか。そこが
はっきりすれば、作品作ったりなんだり、
あの広いところ ( 八木邸 ) でなんでもある
程度できるんじゃありません ? そこに寝泊
まりして、まず、それをどうするか。うま
くいけば、余分な家を借りなくても済むわ
けだしね。飯田町にしてもね、あそこが八
木として存在することはとても大事です。
やっぱりいろいろな意味での飯田町の歴史
があるからね。そこに住むこと自体が否応
無く存在する歴史をつなぐことになる。あ
れが更地になったら、飯田の町がまた一つ、
なんか、大切な時間の集積が消えて無くな
る。
黒澤：学生は学生なりに、無茶無鉄砲でも
思うことを進めていけば良い。一方で、大
学も大学としてやはりバックアップしてい
いと思います。スズプロで今回起こったこ
とを大学として総括・評価して、今後に活
かしてゆくべきではないでしょうか。一教
員の研究に落とし込む必要もないし、一事
業に落とし込むでもなく。金沢美術工芸大
学の名前は、結果的にですが国際芸術祭を
通して相当発信されることになりますし、
そのプレゼンスは侮れないこともはっきり
しましたし。大学がサテライトとして創造
的・具体的・実践的な実験場を持つこと、

と解釈できると思います。
スズプロ ( 高橋 )：それには少なくとも、
スズプロに参加したいという教員がもっと
増えていかなきゃいけないんです。
黒澤：もう一つは、金沢市のスタンス、考
え方でしょうね。可能性はゼロじゃない。
現市長は将来を見据えた上で今回の奥能登
国際芸術祭のことを大変評価しています。
金沢という街にとっても能登に文化・芸術
に関わる人たちが出入りするようになるこ
とは大歓迎のはず。そうした人々は金沢を
通るし、あるいは関係が作られるし、地域
としても面的に文化力が上がることにな
る。直接に珠洲に金沢市の税金を使うこと
はなくても、金沢美術工芸大学の設置者で
すからね、金沢市は。珠洲で学生達が新し
い発見・創造・発信をしながら確実に成長
できる、加えて大学も存在感を増す、とな
ればそれだけでもサポートする充分な理由
になる。
スズプロ ( 高橋 ) ： そうだともう少し話が
見えてくるんですが。やっぱり学生、教員っ
ていう現場だけの人間じゃ…。
黒澤：現場からだけだと難しいのはわかり

なはずで、実は持っているんですよね、多
分、まだまだ隠れた何かしら材料やネタを。
それが、花咲かせられるというか、もう一
回そこに立ち戻って描き直す、膨らませ
る、っていうか芽が出てくる部分が、さら
にもう一段階あるような気もしています。
スズプロ ( 中島 )：それは大いにあると思
いますね。奥能登曼荼羅っていうのは、そ
ういう目的のためにやったものであって、
まず、俯瞰してその全容を掴むっていうこ
とを徹底的にやるっていうことで作品が出
て来たので。これは今回、これを経たから
できる新しいゼロというか、スタートがま
た切れる。

てすごく変わったし、それはフラムさん＊3

も最初から仰ってました。地域にどうやっ
て光を当てるのか、この切り口のしかたが、
芸術祭なんだっていう。でもまあ、まだま
だ(芸術祭は)いらんという人はいます。(珠
洲の ) 中側はピンと来てないっていう意見
もまだ聞こえてはきます。
落合 ： ああ～その市民の声なんですけど、
スズプロの人たちの ( 自分の制作活動につ
ながる学びがあったかという内部のアン
ケートに対して ) 17 % の人が「なかっ
た」って言ってたって聞いてね、私は、で
もね、あれ大事やと思うんですよ。あの 
17 % 意味のなかったって言った人がいた
ために、残りの「意味がある」っていう人
達の意味が、非常に意味があったんですよ。
2 % とかあるいはほぼ全員が「良かった」
と言ったらその「良かった」はやっぱり違
うかなっていう…。珠洲市でもそうだけど、
多分半数強の人が「意味があった」って言っ
て、残りの人が ( 芸術祭は )「要らなかっ
た」って言ってるね。だから私ね、本物と
いうのはやっぱりそういう割りを持ってる
ものだと思うんです。だからこそ、残りが
あるってことがすっごく大事なことだとい
う風に。 だからこそやっぱりやり続けてい
かなきゃならないね。
金田：今日新聞に出てたけれども、ひびの
こづえさん＊4、昨日ワークショップがあっ
たんですよ。
落合：すごいたくさん来たって！参加した
娘が言っていました。
金田：( 芸術祭 ) 会期の前はもうちょっと
お願いして、参加してもらえんかなってい
うのを結構やってきたんですが今回は一切
なし。それでもワッとくる。なんか期待感
というか、( 芸術祭から ) 結構時間経った
けど、いつもの年に比べると表情がちょっ
と違う。だから、今としては実行委員会を

ないことになるんで。
スズプロ(中島) ： 抜けろって言われてる？
今。( 笑 )
スズプロ ( 村岡 ) ： 一緒にやりたいんです。
やっぱり。スズプロの方針理念があって、
そこに共感した人がスズプロメンバーだと
します。そしたら、そのメンバーは卒業生
とか、現役生とか関係なく、メンバーで私
は進めて行きたいと思うんですけど。だか
ら、ここだけで進めるのじゃなくて。
スズプロ ( 中村 )：卒業生もずっと関わっ
ていけるような仕組み作りがしたい。
落合：でも、今度これ、スズプロに関わっ
てる大学生がね。自分の中の、蛹が蝶にか
えりそうだとか、かえったみたいな。そう
いう部分て一人ずつやっぱり確認できて
る ? ほんとはそこが一番大事だと私は思う
よ。できた成果は別として。どっちかって
いうとその成果は関わった私たちが決める
ことだよね。で、皆さん自身がそこで作家
活動する上で、なんか一皮むけたのかどう
かっていう。そこの部分がやっぱり一番私、
皆さんの立場で大事じゃないかと思う。そ
れがあったら、なんでもできるっていう方
向性が開かれていくもんじゃないか、まず。
その上で、あとは私らていうか大人の側が
何ができるかっていう皆さんのその熱いエ
ネルギーを受けて、何ができるか。で、私
らの仕事が始まる気がする。
スズプロ(高橋)：今の話すごく共感できて。
大学と珠洲市との協定とか、大学の力とか
珠洲市の力を借りてるっていうのも、ス
タートとして始まったことだし、いいこと

スズプロ ( 中島 )：最初ちょっと前提とし
てお話していくんですけど。こういうプロ
ジェクトをやる時に金沢と珠洲の間で交通
の問題であったり、宿泊の問題っていうの
が自分達の今後を見据えて行く中でも、考
えなければいけない。今年特別にこれだけ
の予算が降りてこういうことが可能には
なったけれども、来年、じゃあおんなじこ
とが許されるのかといったら、そうではな
い。基本的な活動の幅を広げる時に、そこ
を考えざるをえないっていうのが、まずあ
ります。
スズプロ ( 高橋 )：部活動だと学生の車で
行ってるんだよね？＊6

スズプロ (中島 ) ： そうですね、部活は。 ( 部
活とちがって ) こういうプロジェクトに
なってしまうと、学校側に責任があるから。
スズプロ ( 高橋 )：学校側が珠洲市と連携
協定でやってるとなると、そういった関わ
る部分が出てくるので。
じゃあ、それはやっぱり、その時は部活の、
その時は連携協定のとか顔を使い分けられ
たらいいんだけどね。
黒澤：そう、顔は使い分けられたらいいで
しょうね。
スズプロ ( 中島 )：まあ、ちょっと前まで
話に出てたのは、スズプロっていう大学の
団体はありながら、もう一つ、なんていう
か外部の団体として作っていかないと、フ
レキシブルに活動できない。今後もしかし
たらお金が循環するようなものの中に入る
となったら、学校の予算というのは使えな
い。そうなったりするときに、外部に籍を
置いておくっていうことの可能性っていう
のは、話し合ってはいたんですけど。それ
でも実際にどういう形になって立ち現れて
くるかっていうのが、全然みんな知識も経
験もなくて。組織形態としてどういうもの
が望ましいかって言っても、自分達全くそ
ういう経験もなくいまいちイメージが湧か
ない。
スズプロ ( 村岡 )：気持ちはあるんです。
動き出さないといけない。もちろん大人の
意見とか、先にやられてる方のアドバイス
がないとちょっと進むにもわからなくて。
今、そういう期間ですよね。
スズプロ ( 中島 ) ： おらっちゃ＊7 のケース
というか、そういうのは…

うすると、そこに特派員がいるので、金沢
までちょっと面白い変わったアーティスト
が来てるんだけど是非珠洲見せてあげよ
うってなった時に、送り込みさえすれば受
け皿があることになる。かくして色んな場
所を見せてあげられる。芸術祭が定期的に
続くのであれば、( アーティストは ) 自分
だったらどこでどういうことをするかって
考え始めるじゃないですか。せっかくだっ
たら、一足伸ばして珠洲に行ってみたら
…って言いたいですね、本当は。そういう
ことができないといけない。やはり興味を
持ってその土地にやってくる人達がたくさ
ん現れてくることは大切でしょう。今回、
珠洲にはこれだけの魅力があるってことが
わかったわけです。であれば、今後も様々
な人達が珠洲に出かけられる環境を作りた
い。もしかしたらスズプロがその何かしら
の窓口になるのかもしれない。 
スズプロ ( 中島 )：自分も結局、来年珠洲
に住んで珠洲焼を勉強するんですけど、そ
れをしながらスズプロを続けようと思って
るんですね。で、それは要するに、自分は
珠洲に行くんだけどみんなはどう？ってい
う。学生のみんなはっていう。
スズプロ ( 百歩 )：珠洲のことを知って、
なんか、他の土地に行く前にちゃんと関わ
りたいっていう思いがあって。私自身もス
ズプロを継続してそういう形で珠洲と関
わっていけたらいいなって。
スズプロ ( 中島 )：自分達 ( 卒業生 ) は二足
のわらじだと思って、取り組んでいく。で
も、物事は金沢で起こっていかないといけ
ないんだよね。だから、どっちかっていう
と来年も ( 大学に ) いるような子たちに聞
きたい。
スズプロ(村岡) ： 学生、学校だけだと、じゃ
あ卒業生はスズプロなのにスズプロの普段
の活動には来れなくて。なんかよくわかん

金田：N POおらっちゃがなんでできたか
というと、そういう受け皿になりたかった
というか。市民との間を埋めるのはじゃあ、
誰なのっていう。( 間を埋めることは ) そ
んな簡単にはいかないんです。でもその間
を埋めることで、ガチッと噛み合えたり、
物事が進んでったりするので、NPOがで
きたんです。
落合：その気になって探せば、そういうと
ころでお金出してくれる企業って結構今あ
ると思う。出せそうなところにそれなりに
ぴったりはまる企画をパッと作って、組織
作って。これだけの中身を持ってたら、ま
とめ上げる力さえあればすぐできると思
う。
金田：色んな、全国の大手の企業が公募型
でファンド出しとるし。アートの世界も、
結構あるんじゃないかと思うけど。
落合：そうすればね、誰か一人や二人は専
属で雇えるし。調べた方がいいと思う。
スズプロ ( 中島 )：スズプロで雇用が生ま
れるってことが、自分はすごい大事なこと
だと思っていて。ここ一年二年で一人もし
くは二人くらいを専属として雇って、お給
料を出すような仕組みっていうものは考え
ていました。
落合：でもやっぱり、そのキャリアが自分
の財産になるとは思うけど、そんな雇用に
は関係なくそこをぶち切っていけるほどの
実力をそこで身につけて、それをバックに
やっぱり打って出なければならないという
面も同時にある。今言ったような「そうい
う便宜的なものもあるよ」っていう。そこ
で雇用されて安心する、安心してしまった
従業員ができても…ちょっとね。ちょっと
違うかなっていう。
黒澤：別に二足のわらじ、三足のわらじで
も全然構わないはずだよね。スズプロのこ
と “も” やっている支局員っていうか。そ

の古さでもあるし、半島ですから、先っちょ
が海に切られてしまってもう逃げ場がな
い。だからそんな文化をある意味、否応無
く、温存して持って来たのかもしれない。
それに加えて、 進行中の過疎ですから…。 
あと何年か先には飛び込みで訪ねても果た
して「( 話を ) 聞ける家」があるかどうかね。
そういうものを裏に抱えているのが今の珠
洲市の現状です。 だから、そういう中の芸
術祭っていうことはどういうことなのか。
私らも色んな意味で、芸術祭のことを考え
ました。先ほど黒澤さんもおっしゃったけ
れども、私達、普段は絶対降りて見ない海
岸。道路から見て全く見えない。さっと通
り過ぎるだけの場所ですよ。でもあそこに
例えば作品として鳥居が作られた為に下に
降りてみることになった。つまり、芸術家
が切り取った景色を私たちは作品として見
ることになった。それがとても素敵だった。

「こんな素晴らしいところがあったんだ
ね」っていうような場所がいくつもありま

した。私らが作ったものではないんですけ
ど、無意識に守ってきたものが実はすごい
ものだったんだなっていうことをね、発見
させていただいて私らすごく嬉しかったで
すよね。それと、排他的な人たちもいっぱ
いいましたけど、あれだけの人が来て、
ひょっとして自分達は大変なことに関わっ
たんじゃないかなって言う実感がやっぱ
り、終わりの頃みんなあったと思うんです
よね。そういうことが、珠洲市の人達を根
本的に変えるというか・・・もっと言えば、
一つ突っついたら、パッて変わってしまう
ような要素をグッと刺激してもらったか
なっていう。だから、ここで開かれた人達
が、今後どういう市民になっていくのか。
どういう故郷になっていくのかっていうの
が、私はそこが一番興味があって、素敵な
ところじゃないかなという風に思ってるん
です。
金田 ： 今までたくさん話があるような、( 芸
術祭によって)地域が変わるとか。市民だっ

ます。これまで起こってなかったことがこ
れからの未来、将来に起ころうとする時に
今のシステムのままでは無理があるってこ
とはよくあるし。それを内側からだけで変
えてゆくのも難しい。ただ外側にも期待す
るエネルギーはあって、そうした外部や鳥
瞰的な立場からの見解やサポートも交えて
コンセンサスを作ってゆくことは大事か
な。金沢のアート関係者や美術館の責任に
も繋がってくる。
スズプロ ( 高橋 )：仕組みを変えないと、
ちょっと難しいと思います。
スズプロ ( 村岡 )：奥能登国際芸術祭が珠
洲で行われたことで、町が、地域アートに
興味がある人が実践できる場所みたいな。
珠洲がそういう場所になったらいいなって
思います。そのために、スズプロがもし拠
点を作って、スズプロが作った家から拡散
していくってなったら、すごい素敵だなっ
て思います。
落合： うん、本当に。珠洲みたいな場所っ
て、私やっぱり石川県では唯一無二の場所
だと思うのね。先端というのは、ある意味
やっぱり面白いし、離島と同じような要素

もあるわけだから、先がないからどうしよ
うもなく中に溜め込んでしまった、一触即
発の危険な要素もいっぱい孕んだ文化を、
いっぱい持ってるわけで、やっぱりそうい
うところって貴重じゃないかと。先生、思
いません ? なんとか一緒にやっていきま
しょうよ。
北風：珠洲でスズプロが動けば、それを応
援する人たちが、私を含めているってこと
は間違いないよね。ぜひ。孤軍奮闘じゃな
いさかいね。ちゃんと後ろから後押しする
人がいるってことやから。
スズプロ ( 真鍋 )：今回みなさんからいた
だいたご意見、ご感想は貴重なアドバイス
となりましたので、これらをできる限りい
い形で報告書にまとめさせていただきま
す。ここまでやらせていただいた以上、私
たちに課せられた責任として次にぜひ繋げ
たいと思います。今後ともよろしくお願い
します。今日は誠にありがとうございまし
た。

一同：ありがとうございました。

スズプロ ( 村岡 )：まだスズプロ内だけで
情報が留まっていて外に出てないものが
いっぱいあって。知識とか。そういうのも
もっと出して、アピールしながらやりたい
ことを周りに伝えてきっかけにしていきた
いです。
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*3 フラムさん…奥能登国際芸術祭 2017 総合ディレクター北川フラム氏のこと。
*4 ひびのこづえさん…奥能登国際芸術祭 2017 参加アーティスト。作品 No.18「スズズカ」
*5 馳さん…衆議院議員馳浩氏のこと。

*6 スズプロは、学生にとっては厳しい条件を満たさなければ、学生の車を活動に使用してはいけないという決まりがあった。
*7 おらっちゃ…NPO法人能登半島おらっちゃの里山里海。

スズプロの今後について

スズプロ学生メンバーを対象にとったアンケート結果の一部。 珠洲市のリサーチによって膨大な量の情報を集めた。

水がダッと抜けるんですよ。あれがひどく
て、何回もあった。上から 1 メートルくら
いスッと ( 棒が ) 入るんですよ。それだけ
下ががらんどうだっていうことですよね。
で、土ねじ込んでまた…二日後とかにおん
なじこと繰り返しましたけどね。
( 作品が ) できてそれで、嬉しかったのは
お客さんが来てくれたこと。話をよく聞い
てくれるお客さんが多かった。
スズプロ ( 真鍋 )：もう一つ、地元の方の
中で、ずっと ( スズプロを ) 一番よく見て
いただいていたと思うんですけど。例えば
教員と学生を見ていてどんな風に見えまし
たか。
北風：あの、ひとかたまりですね。普通は
大勢集まるとだいたいポツンとなったり、
グループになったりするんだけど、グルー
プもなかったし、だいたいみんな仲良く喧
嘩しとったみたいやし。
( 一同笑い )
まあ、喧嘩というか意見交換ですね。なん
かやってたみたいやし。それもちゃんと見
える。聞こえるんじゃなくて、見えるとい
うことですよね。
スズプロ(真鍋)：ありがとうございました。
それでは落合さんにお伺いします。私達は
外から来た人間ですよね。そういう私達と
地域の方々との関わりについて、どういう
風にご覧になっていましたか、何か感じら
れたことはありましたか。その辺りのご意
見をいただけたらと思います。
落合：そうですね。珠洲っていうのは歴史
のあるところです。だから、例に漏れず、
非常に保守的な土地で、基本的には非常に
排他的な部分があります。従って皆さんに
見せてる顔と排他的な顔と両方を、自分の
中でも半分ずつ併せ持ってるっていうのが
正直なところだと思うんです。「良いか悪
いか」じゃなくて、やっぱりそれは、歴史

スズプロ ( 真鍋 ) ： 黒澤さんのお立場から、 
スズプロの取り組みの全体の印象とか、見
ていただいた珠洲での活動についてのご意
見やご感想をお聞きしたいです。
黒澤： 今回の芸術祭の全体感ですけれど
も、非常に特徴的な芸術祭になったと思っ
ているんです。こういう特徴を持つ芸術祭
は他にないとまでは言い切れないですけれ
どもね。環境とか地域の歴史とか、その場
所の持つ意味合いとか場の力とかを、ここ
まで反映させた作品群になっているのが凄
く特徴的だと。これはまさしくオリジナリ
ティだし可能性だと思ったんです。そう
言ってみるとスズプロもまさに全くその通
りですよね。外から何かがやって来た、持っ
て来たっていう感じがしない。自分は何を
見たのかと思い返したときに、芸術作品を
見たという以上に「珠洲を見た」って感じ
がしてくるわけです。あ、これが珠洲だっ
たんだ、と。作品がそれぞれに「ここはこ
ういうところなんだ」っていうのを紡ぎだ
して、あばき出して、掘り起こした…そう
したことに芸術祭全体として成功していた
なと。 
例えば、海岸に白い鳥居の作品＊1 があり
ました。僕らはあの場所に行って何を経験
して何を見ているのかというと、海岸のと
ころに歩いていって繁々と魚を眺めていた
りとか、岩場を歩いて、振り返って海を見
ていたりとかしている。鳥居が作られてい
なかったら誰も降りないで通り過ぎる場所
…通り過ぎるはず…でもその見たこともな
い奇妙な鳥居があるので降りていくと、結
局はそれが置かれた場所をもっとよく見ざ
るを得ない。つまり、 それまでなかった違
和感のあるものを見ようとすることで、逆
に元々あったものがよく見えるようにな
る。そういう意味で、皆さんが見せてくれ
たのは、あの家とか町とか環境なり歴史な
りが持っていたものそのもので、それを見
事に形にして見せてくたって感じがするん

んのお寺さんもそうだけど ( 飯田は ) 若山
と結構、色んな関わりあるんですよね。若
山は、若山の荘っていう奥能登で最大の荘
園がそこに広がっていた。その文化が、色
んな、珠洲のところに根をおろしたり、関
係しとるんですよ。その象徴がある意味八
木邸でもあった。そこで、色んなものが見
えたと思うんですが、何れにしても若山と
飯田の関係ていうのは、かなり色々掘り出
すと色んなものがまた見えるはずだし、そ
ういうことでぜひ、継続的に ( 調べ、探る
ことを ) やってってもらえばいいなと。
スズプロ ( 真鍋 )：今の話も含めて、さら
に米づくりですね。ほとんど毎日 ( 田んぼ
の ) 水の具合を見てもらって。北風さんが
おられなかったら本当にできなかったで
す。
北風：とにかく大変だったですね。正直大
変だったですよね。地面自体が痩せとるっ
てのがあって。米にはなるってのはわかっ
てたので、あとは水管理をどうするかって
ので。一番最初は良かったですよ、水持ち
が良くて。ちょっとそのうちにゴボッと抜
けちゃった。多分ね、下の方にモグラの巣
がある。巣穴があって、ある程度してると

です。でもって、お米(こめのにわ)…あの、
訳のわからない…でも、格闘している感じ
がするんですよ。何かっていうと、皆さん
が家と、空間と格闘している感じがする。
ここで一番大事なことは、場と人の関わる
生々しさで、その格闘の生々しさが伝わっ
てくる。奥能登曼荼羅の絵の方もね、一つ
一つこう…見ていくと…さっき言われてい
たけど、どこかで車から降ろされて、とい
う話を聞きましたけど＊2、そういう色んな
経験が凝縮されてあそこに入り込んでいる
わけでしょ？それもね、感じられるんです
よね、見ていてね、つまりは時間の使い方
が。藍で染められて編まれた網も。全部あ
そこの家の中から出てきたものが再び姿を
変えて現れてきていて。まあこれは、一昔
前の言葉で言えば妖怪かもしれないね、そ
の家から出てきた。そういう何か…その場
所の得体の知れない正体を見せてくれるも
のだったという風に思っています。さらに
発展させるにしても、方向性としてはそう
いうことになるのではないか…と、これが
とりあえずの感想です。
スズプロ一同：ありがとうございます。
金田：飯田の八木さんもそうだし、落合さ

預かる自分らとしては、それを切らさずど
うやってなるべく今年、色んなものに手を
打って行くかっていうのは、このスズプロ
さんについても、まさしくそういうことに
なっていくので。ぜひ、次のステップを確
実に踏んでいただきたいなと思ってますけ
ど。
スズプロ ( 村岡 )：私たちも芸術祭だけで
終わるつもりは全然なくて、4 月から新し
いスタートを切って、芸術祭を超えた、体
験したからこそできることをしていきたい
ですね。それをしかも一緒に関係を持って
くれる珠洲でやりたいと思っていて。具体
的に全くまだ決めきれてないんですけど
も。何も決まってないからこそなんでもで
きるので、それを今からみんなで考えてス
タートを切りたいっていう、そういう意思
はあります。
黒澤：「可能性に転じた」ってことは明確
だと思うんです。やはり圧倒的な可能性を
感じてしまったんですよ。開会式の時に馳
さん＊5 が「海のものとも山のものとも分
からなかったけれども、これは大化けする
かもしれない」って素直に仰ってましたよ
ね。本当の未来の姿は見えないわけだけれ
ども、可能性が感じられる以上、絶対それ
は起こるはずだ、というのが僕の思うとこ
ろです。さっき場所と格闘って言ったけど、
本来、どこの家の中庭でもお米、育てない
ですよ、普通。だけど、あの場所をどうし
よう？ってことから展開して、なんとお米
になっちゃった…というような格闘の仕方
で構わないし、アイデアぶつけ合いながら、
ものは試しだやってみよう！みたいなこ
と、今後ともありますよね、きっと。あと
それから思うんだけれども、今回やった事
の成果… ( 奥能登曼荼羅とか ) 色んな人か
ら話聞いたりして、最終的には絵に集約し
て現れているけれども、「話」はもっと色々

もいっぱいあるから、どう距離感を取って
やるかということだよね。その辺のどう
いった形態がいいかっていうのをしっかり
と読み解かなきゃやっぱりダメっていうの
が一つと。落合さんが言われていた、変身
できたのかと。だから、まずそのためのス
ズプロはどのようにしたらいいのかってい
う大学のスタンス、フラットな関係。あと
は色々あるかもしれない。それを読み解い
た上で、どのような魅力を珠洲に、フィー
ルドが作れるのかっていうところを一生懸
命検討してみようかなと思います。
黒澤：これから先どうしよう、ということ
だけれど、町中含めた、半島含めたあの世
界をもう一回思い出して、そこでこんなこ
とが出来たら、起こったら、自分は絶対ワ
クワクするっていう想いを、まずは持ち寄
るんじゃないかな。そこで初めて、システ
ムがどうなのか組織はどうなのか、とか、
お金はどうなのかっていう問題が立ち現れ
る…そういう順番だと思いますね。
スズプロ ( 中島 )：芸術祭終わってからす
ごい真剣に、来年からスズプロはどうなる
んだろうっていうことを考えていて。その
時に思い浮かんだのは、土地もしくはお家
を買って、住むところからまず作ってみよ
うっていう一年をまずしなければならない
んじゃないかというようなことを考えてい
るんですね。まあどっちが先でもいいんで
すけど、その先のビジョンがあったら結局、
宿泊であったりとか活動の拠点の問題が出
てきて。で、例えば先にその活動の拠点を
作るとしても、その時には奥に見えるビ

ジョンをしっかり見据えてないと、なんで
もない、もしかしたら白い箱みたいな家を
作ってしまうかもしれないし。
落合：大学がある程度こう、後押ししてく
れるとかはないわけ？可能性は。企業が後
押しできるか、大学が後押しできるか、珠
洲市がどの程度後押しできるか。そこが
はっきりすれば、作品作ったりなんだり、
あの広いところ ( 八木邸 ) でなんでもある
程度できるんじゃありません ? そこに寝泊
まりして、まず、それをどうするか。うま
くいけば、余分な家を借りなくても済むわ
けだしね。飯田町にしてもね、あそこが八
木として存在することはとても大事です。
やっぱりいろいろな意味での飯田町の歴史
があるからね。そこに住むこと自体が否応
無く存在する歴史をつなぐことになる。あ
れが更地になったら、飯田の町がまた一つ、
なんか、大切な時間の集積が消えて無くな
る。
黒澤：学生は学生なりに、無茶無鉄砲でも
思うことを進めていけば良い。一方で、大
学も大学としてやはりバックアップしてい
いと思います。スズプロで今回起こったこ
とを大学として総括・評価して、今後に活
かしてゆくべきではないでしょうか。一教
員の研究に落とし込む必要もないし、一事
業に落とし込むでもなく。金沢美術工芸大
学の名前は、結果的にですが国際芸術祭を
通して相当発信されることになりますし、
そのプレゼンスは侮れないこともはっきり
しましたし。大学がサテライトとして創造
的・具体的・実践的な実験場を持つこと、

と解釈できると思います。
スズプロ ( 高橋 )：それには少なくとも、
スズプロに参加したいという教員がもっと
増えていかなきゃいけないんです。
黒澤：もう一つは、金沢市のスタンス、考
え方でしょうね。可能性はゼロじゃない。
現市長は将来を見据えた上で今回の奥能登
国際芸術祭のことを大変評価しています。
金沢という街にとっても能登に文化・芸術
に関わる人たちが出入りするようになるこ
とは大歓迎のはず。そうした人々は金沢を
通るし、あるいは関係が作られるし、地域
としても面的に文化力が上がることにな
る。直接に珠洲に金沢市の税金を使うこと
はなくても、金沢美術工芸大学の設置者で
すからね、金沢市は。珠洲で学生達が新し
い発見・創造・発信をしながら確実に成長
できる、加えて大学も存在感を増す、とな
ればそれだけでもサポートする充分な理由
になる。
スズプロ ( 高橋 ) ： そうだともう少し話が
見えてくるんですが。やっぱり学生、教員っ
ていう現場だけの人間じゃ…。
黒澤：現場からだけだと難しいのはわかり

なはずで、実は持っているんですよね、多
分、まだまだ隠れた何かしら材料やネタを。
それが、花咲かせられるというか、もう一
回そこに立ち戻って描き直す、膨らませ
る、っていうか芽が出てくる部分が、さら
にもう一段階あるような気もしています。
スズプロ ( 中島 )：それは大いにあると思
いますね。奥能登曼荼羅っていうのは、そ
ういう目的のためにやったものであって、
まず、俯瞰してその全容を掴むっていうこ
とを徹底的にやるっていうことで作品が出
て来たので。これは今回、これを経たから
できる新しいゼロというか、スタートがま
た切れる。

てすごく変わったし、それはフラムさん＊3

も最初から仰ってました。地域にどうやっ
て光を当てるのか、この切り口のしかたが、
芸術祭なんだっていう。でもまあ、まだま
だ(芸術祭は)いらんという人はいます。(珠
洲の ) 中側はピンと来てないっていう意見
もまだ聞こえてはきます。
落合 ： ああ～その市民の声なんですけど、
スズプロの人たちの ( 自分の制作活動につ
ながる学びがあったかという内部のアン
ケートに対して ) 17 % の人が「なかっ
た」って言ってたって聞いてね、私は、で
もね、あれ大事やと思うんですよ。あの 
17 % 意味のなかったって言った人がいた
ために、残りの「意味がある」っていう人
達の意味が、非常に意味があったんですよ。
2 % とかあるいはほぼ全員が「良かった」
と言ったらその「良かった」はやっぱり違
うかなっていう…。珠洲市でもそうだけど、
多分半数強の人が「意味があった」って言っ
て、残りの人が ( 芸術祭は )「要らなかっ
た」って言ってるね。だから私ね、本物と
いうのはやっぱりそういう割りを持ってる
ものだと思うんです。だからこそ、残りが
あるってことがすっごく大事なことだとい
う風に。 だからこそやっぱりやり続けてい
かなきゃならないね。
金田：今日新聞に出てたけれども、ひびの
こづえさん＊4、昨日ワークショップがあっ
たんですよ。
落合：すごいたくさん来たって！参加した
娘が言っていました。
金田：( 芸術祭 ) 会期の前はもうちょっと
お願いして、参加してもらえんかなってい
うのを結構やってきたんですが今回は一切
なし。それでもワッとくる。なんか期待感
というか、( 芸術祭から ) 結構時間経った
けど、いつもの年に比べると表情がちょっ
と違う。だから、今としては実行委員会を

ないことになるんで。
スズプロ(中島) ： 抜けろって言われてる？
今。( 笑 )
スズプロ ( 村岡 ) ： 一緒にやりたいんです。
やっぱり。スズプロの方針理念があって、
そこに共感した人がスズプロメンバーだと
します。そしたら、そのメンバーは卒業生
とか、現役生とか関係なく、メンバーで私
は進めて行きたいと思うんですけど。だか
ら、ここだけで進めるのじゃなくて。
スズプロ ( 中村 )：卒業生もずっと関わっ
ていけるような仕組み作りがしたい。
落合：でも、今度これ、スズプロに関わっ
てる大学生がね。自分の中の、蛹が蝶にか
えりそうだとか、かえったみたいな。そう
いう部分て一人ずつやっぱり確認できて
る ? ほんとはそこが一番大事だと私は思う
よ。できた成果は別として。どっちかって
いうとその成果は関わった私たちが決める
ことだよね。で、皆さん自身がそこで作家
活動する上で、なんか一皮むけたのかどう
かっていう。そこの部分がやっぱり一番私、
皆さんの立場で大事じゃないかと思う。そ
れがあったら、なんでもできるっていう方
向性が開かれていくもんじゃないか、まず。
その上で、あとは私らていうか大人の側が
何ができるかっていう皆さんのその熱いエ
ネルギーを受けて、何ができるか。で、私
らの仕事が始まる気がする。
スズプロ(高橋)：今の話すごく共感できて。
大学と珠洲市との協定とか、大学の力とか
珠洲市の力を借りてるっていうのも、ス
タートとして始まったことだし、いいこと

スズプロ ( 中島 )：最初ちょっと前提とし
てお話していくんですけど。こういうプロ
ジェクトをやる時に金沢と珠洲の間で交通
の問題であったり、宿泊の問題っていうの
が自分達の今後を見据えて行く中でも、考
えなければいけない。今年特別にこれだけ
の予算が降りてこういうことが可能には
なったけれども、来年、じゃあおんなじこ
とが許されるのかといったら、そうではな
い。基本的な活動の幅を広げる時に、そこ
を考えざるをえないっていうのが、まずあ
ります。
スズプロ ( 高橋 )：部活動だと学生の車で
行ってるんだよね？＊6

スズプロ (中島 ) ： そうですね、部活は。 ( 部
活とちがって ) こういうプロジェクトに
なってしまうと、学校側に責任があるから。
スズプロ ( 高橋 )：学校側が珠洲市と連携
協定でやってるとなると、そういった関わ
る部分が出てくるので。
じゃあ、それはやっぱり、その時は部活の、
その時は連携協定のとか顔を使い分けられ
たらいいんだけどね。
黒澤：そう、顔は使い分けられたらいいで
しょうね。
スズプロ ( 中島 )：まあ、ちょっと前まで
話に出てたのは、スズプロっていう大学の
団体はありながら、もう一つ、なんていう
か外部の団体として作っていかないと、フ
レキシブルに活動できない。今後もしかし
たらお金が循環するようなものの中に入る
となったら、学校の予算というのは使えな
い。そうなったりするときに、外部に籍を
置いておくっていうことの可能性っていう
のは、話し合ってはいたんですけど。それ
でも実際にどういう形になって立ち現れて
くるかっていうのが、全然みんな知識も経
験もなくて。組織形態としてどういうもの
が望ましいかって言っても、自分達全くそ
ういう経験もなくいまいちイメージが湧か
ない。
スズプロ ( 村岡 )：気持ちはあるんです。
動き出さないといけない。もちろん大人の
意見とか、先にやられてる方のアドバイス
がないとちょっと進むにもわからなくて。
今、そういう期間ですよね。
スズプロ ( 中島 ) ： おらっちゃ＊7 のケース
というか、そういうのは…

うすると、そこに特派員がいるので、金沢
までちょっと面白い変わったアーティスト
が来てるんだけど是非珠洲見せてあげよ
うってなった時に、送り込みさえすれば受
け皿があることになる。かくして色んな場
所を見せてあげられる。芸術祭が定期的に
続くのであれば、( アーティストは ) 自分
だったらどこでどういうことをするかって
考え始めるじゃないですか。せっかくだっ
たら、一足伸ばして珠洲に行ってみたら
…って言いたいですね、本当は。そういう
ことができないといけない。やはり興味を
持ってその土地にやってくる人達がたくさ
ん現れてくることは大切でしょう。今回、
珠洲にはこれだけの魅力があるってことが
わかったわけです。であれば、今後も様々
な人達が珠洲に出かけられる環境を作りた
い。もしかしたらスズプロがその何かしら
の窓口になるのかもしれない。 
スズプロ ( 中島 )：自分も結局、来年珠洲
に住んで珠洲焼を勉強するんですけど、そ
れをしながらスズプロを続けようと思って
るんですね。で、それは要するに、自分は
珠洲に行くんだけどみんなはどう？ってい
う。学生のみんなはっていう。
スズプロ ( 百歩 )：珠洲のことを知って、
なんか、他の土地に行く前にちゃんと関わ
りたいっていう思いがあって。私自身もス
ズプロを継続してそういう形で珠洲と関
わっていけたらいいなって。
スズプロ ( 中島 )：自分達 ( 卒業生 ) は二足
のわらじだと思って、取り組んでいく。で
も、物事は金沢で起こっていかないといけ
ないんだよね。だから、どっちかっていう
と来年も ( 大学に ) いるような子たちに聞
きたい。
スズプロ(村岡) ： 学生、学校だけだと、じゃ
あ卒業生はスズプロなのにスズプロの普段
の活動には来れなくて。なんかよくわかん

金田：N POおらっちゃがなんでできたか
というと、そういう受け皿になりたかった
というか。市民との間を埋めるのはじゃあ、
誰なのっていう。( 間を埋めることは ) そ
んな簡単にはいかないんです。でもその間
を埋めることで、ガチッと噛み合えたり、
物事が進んでったりするので、NPOがで
きたんです。
落合：その気になって探せば、そういうと
ころでお金出してくれる企業って結構今あ
ると思う。出せそうなところにそれなりに
ぴったりはまる企画をパッと作って、組織
作って。これだけの中身を持ってたら、ま
とめ上げる力さえあればすぐできると思
う。
金田：色んな、全国の大手の企業が公募型
でファンド出しとるし。アートの世界も、
結構あるんじゃないかと思うけど。
落合：そうすればね、誰か一人や二人は専
属で雇えるし。調べた方がいいと思う。
スズプロ ( 中島 )：スズプロで雇用が生ま
れるってことが、自分はすごい大事なこと
だと思っていて。ここ一年二年で一人もし
くは二人くらいを専属として雇って、お給
料を出すような仕組みっていうものは考え
ていました。
落合：でもやっぱり、そのキャリアが自分
の財産になるとは思うけど、そんな雇用に
は関係なくそこをぶち切っていけるほどの
実力をそこで身につけて、それをバックに
やっぱり打って出なければならないという
面も同時にある。今言ったような「そうい
う便宜的なものもあるよ」っていう。そこ
で雇用されて安心する、安心してしまった
従業員ができても…ちょっとね。ちょっと
違うかなっていう。
黒澤：別に二足のわらじ、三足のわらじで
も全然構わないはずだよね。スズプロのこ
と “も” やっている支局員っていうか。そ

の古さでもあるし、半島ですから、先っちょ
が海に切られてしまってもう逃げ場がな
い。だからそんな文化をある意味、否応無
く、温存して持って来たのかもしれない。
それに加えて、 進行中の過疎ですから…。 
あと何年か先には飛び込みで訪ねても果た
して「( 話を ) 聞ける家」があるかどうかね。
そういうものを裏に抱えているのが今の珠
洲市の現状です。 だから、そういう中の芸
術祭っていうことはどういうことなのか。
私らも色んな意味で、芸術祭のことを考え
ました。先ほど黒澤さんもおっしゃったけ
れども、私達、普段は絶対降りて見ない海
岸。道路から見て全く見えない。さっと通
り過ぎるだけの場所ですよ。でもあそこに
例えば作品として鳥居が作られた為に下に
降りてみることになった。つまり、芸術家
が切り取った景色を私たちは作品として見
ることになった。それがとても素敵だった。

「こんな素晴らしいところがあったんだ
ね」っていうような場所がいくつもありま

した。私らが作ったものではないんですけ
ど、無意識に守ってきたものが実はすごい
ものだったんだなっていうことをね、発見
させていただいて私らすごく嬉しかったで
すよね。それと、排他的な人たちもいっぱ
いいましたけど、あれだけの人が来て、
ひょっとして自分達は大変なことに関わっ
たんじゃないかなって言う実感がやっぱ
り、終わりの頃みんなあったと思うんです
よね。そういうことが、珠洲市の人達を根
本的に変えるというか・・・もっと言えば、
一つ突っついたら、パッて変わってしまう
ような要素をグッと刺激してもらったか
なっていう。だから、ここで開かれた人達
が、今後どういう市民になっていくのか。
どういう故郷になっていくのかっていうの
が、私はそこが一番興味があって、素敵な
ところじゃないかなという風に思ってるん
です。
金田 ： 今までたくさん話があるような、( 芸
術祭によって)地域が変わるとか。市民だっ

ます。これまで起こってなかったことがこ
れからの未来、将来に起ころうとする時に
今のシステムのままでは無理があるってこ
とはよくあるし。それを内側からだけで変
えてゆくのも難しい。ただ外側にも期待す
るエネルギーはあって、そうした外部や鳥
瞰的な立場からの見解やサポートも交えて
コンセンサスを作ってゆくことは大事か
な。金沢のアート関係者や美術館の責任に
も繋がってくる。
スズプロ ( 高橋 )：仕組みを変えないと、
ちょっと難しいと思います。
スズプロ ( 村岡 )：奥能登国際芸術祭が珠
洲で行われたことで、町が、地域アートに
興味がある人が実践できる場所みたいな。
珠洲がそういう場所になったらいいなって
思います。そのために、スズプロがもし拠
点を作って、スズプロが作った家から拡散
していくってなったら、すごい素敵だなっ
て思います。
落合： うん、本当に。珠洲みたいな場所っ
て、私やっぱり石川県では唯一無二の場所
だと思うのね。先端というのは、ある意味
やっぱり面白いし、離島と同じような要素

もあるわけだから、先がないからどうしよ
うもなく中に溜め込んでしまった、一触即
発の危険な要素もいっぱい孕んだ文化を、
いっぱい持ってるわけで、やっぱりそうい
うところって貴重じゃないかと。先生、思
いません ? なんとか一緒にやっていきま
しょうよ。
北風：珠洲でスズプロが動けば、それを応
援する人たちが、私を含めているってこと
は間違いないよね。ぜひ。孤軍奮闘じゃな
いさかいね。ちゃんと後ろから後押しする
人がいるってことやから。
スズプロ ( 真鍋 )：今回みなさんからいた
だいたご意見、ご感想は貴重なアドバイス
となりましたので、これらをできる限りい
い形で報告書にまとめさせていただきま
す。ここまでやらせていただいた以上、私
たちに課せられた責任として次にぜひ繋げ
たいと思います。今後ともよろしくお願い
します。今日は誠にありがとうございまし
た。

一同：ありがとうございました。

スズプロ ( 村岡 )：まだスズプロ内だけで
情報が留まっていて外に出てないものが
いっぱいあって。知識とか。そういうのも
もっと出して、アピールしながらやりたい
ことを周りに伝えてきっかけにしていきた
いです。
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編集後記

今回の芸術祭の特徴的なところはスズプロの作品
がそうであったように、その環境と地域の歴史、
その場所の持つ意味と力が反映された作品が多く、
違和感のある芸術作品を見ることで元々あった豊
かな自然と珠洲の奥深い魅力が掘り起こされ、市
民自らが珠洲を再発見する機会となり、地域が大
きく変わるきっかけになったと報告された。
またスズプロの活動範囲を広げた調査・研究と作
品制作を期待する声があり、スズプロのメンバー
からも芸術祭だけで終わるのではなく地域の皆さ
んと新たなスタートを切りたいと表明された。そ
して学生が成長する多大な成果が見られた本事業
を今後も継続推進するためには、スズプロの組織
形態のあり方やそれを維持するための予算と人材
の確保が課題であると指摘された。
さらに金沢と珠洲をつなぎ学生が将来も珠洲でワ
クワクするビジョンを実現できる環境づくりの場
としてスズプロの展示会場となった八木邸につい

ての議論が展開され、一つの実験場を持てたことが
重要であり、珠洲市飯田町においても歴史的価値が
あり地域の歴史的資産として存続させる理由がある
と確認された。
この八木邸を維持し管理・運営していく体制を具体
化させるためには、これまでの縦割りの組織では不
可能であり、新たな仕組みとして大学のみでなく、
金沢在住の作家や美術館、珠洲市や金沢市を包含し
た連携体制の構築を探るべきであると提言された。
最後に学生から奥能登国際芸術祭 2017 が珠洲で行
われたことで、これからも珠洲が地域アートの発信
と拡散の拠点になればと期待する発言があり、珠洲
の皆さんからは、スズプロが動けば応援する人々は
いる、孤軍奮闘ではない、ちゃんと後ろから後押し
する人々がいると力強いメッセージが送られ座談会
が締めくくられた。

( スズプロ　真鍋淳朗 )

水がダッと抜けるんですよ。あれがひどく
て、何回もあった。上から 1 メートルくら
いスッと ( 棒が ) 入るんですよ。それだけ
下ががらんどうだっていうことですよね。
で、土ねじ込んでまた…二日後とかにおん
なじこと繰り返しましたけどね。
( 作品が ) できてそれで、嬉しかったのは
お客さんが来てくれたこと。話をよく聞い
てくれるお客さんが多かった。
スズプロ ( 真鍋 )：もう一つ、地元の方の
中で、ずっと ( スズプロを ) 一番よく見て
いただいていたと思うんですけど。例えば
教員と学生を見ていてどんな風に見えまし
たか。
北風：あの、ひとかたまりですね。普通は
大勢集まるとだいたいポツンとなったり、
グループになったりするんだけど、グルー
プもなかったし、だいたいみんな仲良く喧
嘩しとったみたいやし。
( 一同笑い )
まあ、喧嘩というか意見交換ですね。なん
かやってたみたいやし。それもちゃんと見
える。聞こえるんじゃなくて、見えるとい
うことですよね。
スズプロ(真鍋)：ありがとうございました。
それでは落合さんにお伺いします。私達は
外から来た人間ですよね。そういう私達と
地域の方々との関わりについて、どういう
風にご覧になっていましたか、何か感じら
れたことはありましたか。その辺りのご意
見をいただけたらと思います。
落合：そうですね。珠洲っていうのは歴史
のあるところです。だから、例に漏れず、
非常に保守的な土地で、基本的には非常に
排他的な部分があります。従って皆さんに
見せてる顔と排他的な顔と両方を、自分の
中でも半分ずつ併せ持ってるっていうのが
正直なところだと思うんです。「良いか悪
いか」じゃなくて、やっぱりそれは、歴史

スズプロ ( 真鍋 ) ： 黒澤さんのお立場から、 
スズプロの取り組みの全体の印象とか、見
ていただいた珠洲での活動についてのご意
見やご感想をお聞きしたいです。
黒澤： 今回の芸術祭の全体感ですけれど
も、非常に特徴的な芸術祭になったと思っ
ているんです。こういう特徴を持つ芸術祭
は他にないとまでは言い切れないですけれ
どもね。環境とか地域の歴史とか、その場
所の持つ意味合いとか場の力とかを、ここ
まで反映させた作品群になっているのが凄
く特徴的だと。これはまさしくオリジナリ
ティだし可能性だと思ったんです。そう
言ってみるとスズプロもまさに全くその通
りですよね。外から何かがやって来た、持っ
て来たっていう感じがしない。自分は何を
見たのかと思い返したときに、芸術作品を
見たという以上に「珠洲を見た」って感じ
がしてくるわけです。あ、これが珠洲だっ
たんだ、と。作品がそれぞれに「ここはこ
ういうところなんだ」っていうのを紡ぎだ
して、あばき出して、掘り起こした…そう
したことに芸術祭全体として成功していた
なと。 
例えば、海岸に白い鳥居の作品＊1 があり
ました。僕らはあの場所に行って何を経験
して何を見ているのかというと、海岸のと
ころに歩いていって繁々と魚を眺めていた
りとか、岩場を歩いて、振り返って海を見
ていたりとかしている。鳥居が作られてい
なかったら誰も降りないで通り過ぎる場所
…通り過ぎるはず…でもその見たこともな
い奇妙な鳥居があるので降りていくと、結
局はそれが置かれた場所をもっとよく見ざ
るを得ない。つまり、 それまでなかった違
和感のあるものを見ようとすることで、逆
に元々あったものがよく見えるようにな
る。そういう意味で、皆さんが見せてくれ
たのは、あの家とか町とか環境なり歴史な
りが持っていたものそのもので、それを見
事に形にして見せてくたって感じがするん

んのお寺さんもそうだけど ( 飯田は ) 若山
と結構、色んな関わりあるんですよね。若
山は、若山の荘っていう奥能登で最大の荘
園がそこに広がっていた。その文化が、色
んな、珠洲のところに根をおろしたり、関
係しとるんですよ。その象徴がある意味八
木邸でもあった。そこで、色んなものが見
えたと思うんですが、何れにしても若山と
飯田の関係ていうのは、かなり色々掘り出
すと色んなものがまた見えるはずだし、そ
ういうことでぜひ、継続的に ( 調べ、探る
ことを ) やってってもらえばいいなと。
スズプロ ( 真鍋 )：今の話も含めて、さら
に米づくりですね。ほとんど毎日 ( 田んぼ
の ) 水の具合を見てもらって。北風さんが
おられなかったら本当にできなかったで
す。
北風：とにかく大変だったですね。正直大
変だったですよね。地面自体が痩せとるっ
てのがあって。米にはなるってのはわかっ
てたので、あとは水管理をどうするかって
ので。一番最初は良かったですよ、水持ち
が良くて。ちょっとそのうちにゴボッと抜
けちゃった。多分ね、下の方にモグラの巣
がある。巣穴があって、ある程度してると

です。でもって、お米(こめのにわ)…あの、
訳のわからない…でも、格闘している感じ
がするんですよ。何かっていうと、皆さん
が家と、空間と格闘している感じがする。
ここで一番大事なことは、場と人の関わる
生々しさで、その格闘の生々しさが伝わっ
てくる。奥能登曼荼羅の絵の方もね、一つ
一つこう…見ていくと…さっき言われてい
たけど、どこかで車から降ろされて、とい
う話を聞きましたけど＊2、そういう色んな
経験が凝縮されてあそこに入り込んでいる
わけでしょ？それもね、感じられるんです
よね、見ていてね、つまりは時間の使い方
が。藍で染められて編まれた網も。全部あ
そこの家の中から出てきたものが再び姿を
変えて現れてきていて。まあこれは、一昔
前の言葉で言えば妖怪かもしれないね、そ
の家から出てきた。そういう何か…その場
所の得体の知れない正体を見せてくれるも
のだったという風に思っています。さらに
発展させるにしても、方向性としてはそう
いうことになるのではないか…と、これが
とりあえずの感想です。
スズプロ一同：ありがとうございます。
金田：飯田の八木さんもそうだし、落合さ

預かる自分らとしては、それを切らさずど
うやってなるべく今年、色んなものに手を
打って行くかっていうのは、このスズプロ
さんについても、まさしくそういうことに
なっていくので。ぜひ、次のステップを確
実に踏んでいただきたいなと思ってますけ
ど。
スズプロ ( 村岡 )：私たちも芸術祭だけで
終わるつもりは全然なくて、4 月から新し
いスタートを切って、芸術祭を超えた、体
験したからこそできることをしていきたい
ですね。それをしかも一緒に関係を持って
くれる珠洲でやりたいと思っていて。具体
的に全くまだ決めきれてないんですけど
も。何も決まってないからこそなんでもで
きるので、それを今からみんなで考えてス
タートを切りたいっていう、そういう意思
はあります。
黒澤：「可能性に転じた」ってことは明確
だと思うんです。やはり圧倒的な可能性を
感じてしまったんですよ。開会式の時に馳
さん＊5 が「海のものとも山のものとも分
からなかったけれども、これは大化けする
かもしれない」って素直に仰ってましたよ
ね。本当の未来の姿は見えないわけだけれ
ども、可能性が感じられる以上、絶対それ
は起こるはずだ、というのが僕の思うとこ
ろです。さっき場所と格闘って言ったけど、
本来、どこの家の中庭でもお米、育てない
ですよ、普通。だけど、あの場所をどうし
よう？ってことから展開して、なんとお米
になっちゃった…というような格闘の仕方
で構わないし、アイデアぶつけ合いながら、
ものは試しだやってみよう！みたいなこ
と、今後ともありますよね、きっと。あと
それから思うんだけれども、今回やった事
の成果… ( 奥能登曼荼羅とか ) 色んな人か
ら話聞いたりして、最終的には絵に集約し
て現れているけれども、「話」はもっと色々

もいっぱいあるから、どう距離感を取って
やるかということだよね。その辺のどう
いった形態がいいかっていうのをしっかり
と読み解かなきゃやっぱりダメっていうの
が一つと。落合さんが言われていた、変身
できたのかと。だから、まずそのためのス
ズプロはどのようにしたらいいのかってい
う大学のスタンス、フラットな関係。あと
は色々あるかもしれない。それを読み解い
た上で、どのような魅力を珠洲に、フィー
ルドが作れるのかっていうところを一生懸
命検討してみようかなと思います。
黒澤：これから先どうしよう、ということ
だけれど、町中含めた、半島含めたあの世
界をもう一回思い出して、そこでこんなこ
とが出来たら、起こったら、自分は絶対ワ
クワクするっていう想いを、まずは持ち寄
るんじゃないかな。そこで初めて、システ
ムがどうなのか組織はどうなのか、とか、
お金はどうなのかっていう問題が立ち現れ
る…そういう順番だと思いますね。
スズプロ ( 中島 )：芸術祭終わってからす
ごい真剣に、来年からスズプロはどうなる
んだろうっていうことを考えていて。その
時に思い浮かんだのは、土地もしくはお家
を買って、住むところからまず作ってみよ
うっていう一年をまずしなければならない
んじゃないかというようなことを考えてい
るんですね。まあどっちが先でもいいんで
すけど、その先のビジョンがあったら結局、
宿泊であったりとか活動の拠点の問題が出
てきて。で、例えば先にその活動の拠点を
作るとしても、その時には奥に見えるビ

ジョンをしっかり見据えてないと、なんで
もない、もしかしたら白い箱みたいな家を
作ってしまうかもしれないし。
落合：大学がある程度こう、後押ししてく
れるとかはないわけ？可能性は。企業が後
押しできるか、大学が後押しできるか、珠
洲市がどの程度後押しできるか。そこが
はっきりすれば、作品作ったりなんだり、
あの広いところ ( 八木邸 ) でなんでもある
程度できるんじゃありません ? そこに寝泊
まりして、まず、それをどうするか。うま
くいけば、余分な家を借りなくても済むわ
けだしね。飯田町にしてもね、あそこが八
木として存在することはとても大事です。
やっぱりいろいろな意味での飯田町の歴史
があるからね。そこに住むこと自体が否応
無く存在する歴史をつなぐことになる。あ
れが更地になったら、飯田の町がまた一つ、
なんか、大切な時間の集積が消えて無くな
る。
黒澤：学生は学生なりに、無茶無鉄砲でも
思うことを進めていけば良い。一方で、大
学も大学としてやはりバックアップしてい
いと思います。スズプロで今回起こったこ
とを大学として総括・評価して、今後に活
かしてゆくべきではないでしょうか。一教
員の研究に落とし込む必要もないし、一事
業に落とし込むでもなく。金沢美術工芸大
学の名前は、結果的にですが国際芸術祭を
通して相当発信されることになりますし、
そのプレゼンスは侮れないこともはっきり
しましたし。大学がサテライトとして創造
的・具体的・実践的な実験場を持つこと、

と解釈できると思います。
スズプロ ( 高橋 )：それには少なくとも、
スズプロに参加したいという教員がもっと
増えていかなきゃいけないんです。
黒澤：もう一つは、金沢市のスタンス、考
え方でしょうね。可能性はゼロじゃない。
現市長は将来を見据えた上で今回の奥能登
国際芸術祭のことを大変評価しています。
金沢という街にとっても能登に文化・芸術
に関わる人たちが出入りするようになるこ
とは大歓迎のはず。そうした人々は金沢を
通るし、あるいは関係が作られるし、地域
としても面的に文化力が上がることにな
る。直接に珠洲に金沢市の税金を使うこと
はなくても、金沢美術工芸大学の設置者で
すからね、金沢市は。珠洲で学生達が新し
い発見・創造・発信をしながら確実に成長
できる、加えて大学も存在感を増す、とな
ればそれだけでもサポートする充分な理由
になる。
スズプロ ( 高橋 ) ： そうだともう少し話が
見えてくるんですが。やっぱり学生、教員っ
ていう現場だけの人間じゃ…。
黒澤：現場からだけだと難しいのはわかり

なはずで、実は持っているんですよね、多
分、まだまだ隠れた何かしら材料やネタを。
それが、花咲かせられるというか、もう一
回そこに立ち戻って描き直す、膨らませ
る、っていうか芽が出てくる部分が、さら
にもう一段階あるような気もしています。
スズプロ ( 中島 )：それは大いにあると思
いますね。奥能登曼荼羅っていうのは、そ
ういう目的のためにやったものであって、
まず、俯瞰してその全容を掴むっていうこ
とを徹底的にやるっていうことで作品が出
て来たので。これは今回、これを経たから
できる新しいゼロというか、スタートがま
た切れる。

てすごく変わったし、それはフラムさん＊3

も最初から仰ってました。地域にどうやっ
て光を当てるのか、この切り口のしかたが、
芸術祭なんだっていう。でもまあ、まだま
だ(芸術祭は)いらんという人はいます。(珠
洲の ) 中側はピンと来てないっていう意見
もまだ聞こえてはきます。
落合 ： ああ～その市民の声なんですけど、
スズプロの人たちの ( 自分の制作活動につ
ながる学びがあったかという内部のアン
ケートに対して ) 17 % の人が「なかっ
た」って言ってたって聞いてね、私は、で
もね、あれ大事やと思うんですよ。あの 
17 % 意味のなかったって言った人がいた
ために、残りの「意味がある」っていう人
達の意味が、非常に意味があったんですよ。
2 % とかあるいはほぼ全員が「良かった」
と言ったらその「良かった」はやっぱり違
うかなっていう…。珠洲市でもそうだけど、
多分半数強の人が「意味があった」って言っ
て、残りの人が ( 芸術祭は )「要らなかっ
た」って言ってるね。だから私ね、本物と
いうのはやっぱりそういう割りを持ってる
ものだと思うんです。だからこそ、残りが
あるってことがすっごく大事なことだとい
う風に。 だからこそやっぱりやり続けてい
かなきゃならないね。
金田：今日新聞に出てたけれども、ひびの
こづえさん＊4、昨日ワークショップがあっ
たんですよ。
落合：すごいたくさん来たって！参加した
娘が言っていました。
金田：( 芸術祭 ) 会期の前はもうちょっと
お願いして、参加してもらえんかなってい
うのを結構やってきたんですが今回は一切
なし。それでもワッとくる。なんか期待感
というか、( 芸術祭から ) 結構時間経った
けど、いつもの年に比べると表情がちょっ
と違う。だから、今としては実行委員会を

ないことになるんで。
スズプロ(中島) ： 抜けろって言われてる？
今。( 笑 )
スズプロ ( 村岡 ) ： 一緒にやりたいんです。
やっぱり。スズプロの方針理念があって、
そこに共感した人がスズプロメンバーだと
します。そしたら、そのメンバーは卒業生
とか、現役生とか関係なく、メンバーで私
は進めて行きたいと思うんですけど。だか
ら、ここだけで進めるのじゃなくて。
スズプロ ( 中村 )：卒業生もずっと関わっ
ていけるような仕組み作りがしたい。
落合：でも、今度これ、スズプロに関わっ
てる大学生がね。自分の中の、蛹が蝶にか
えりそうだとか、かえったみたいな。そう
いう部分て一人ずつやっぱり確認できて
る ? ほんとはそこが一番大事だと私は思う
よ。できた成果は別として。どっちかって
いうとその成果は関わった私たちが決める
ことだよね。で、皆さん自身がそこで作家
活動する上で、なんか一皮むけたのかどう
かっていう。そこの部分がやっぱり一番私、
皆さんの立場で大事じゃないかと思う。そ
れがあったら、なんでもできるっていう方
向性が開かれていくもんじゃないか、まず。
その上で、あとは私らていうか大人の側が
何ができるかっていう皆さんのその熱いエ
ネルギーを受けて、何ができるか。で、私
らの仕事が始まる気がする。
スズプロ(高橋)：今の話すごく共感できて。
大学と珠洲市との協定とか、大学の力とか
珠洲市の力を借りてるっていうのも、ス
タートとして始まったことだし、いいこと

スズプロ ( 中島 )：最初ちょっと前提とし
てお話していくんですけど。こういうプロ
ジェクトをやる時に金沢と珠洲の間で交通
の問題であったり、宿泊の問題っていうの
が自分達の今後を見据えて行く中でも、考
えなければいけない。今年特別にこれだけ
の予算が降りてこういうことが可能には
なったけれども、来年、じゃあおんなじこ
とが許されるのかといったら、そうではな
い。基本的な活動の幅を広げる時に、そこ
を考えざるをえないっていうのが、まずあ
ります。
スズプロ ( 高橋 )：部活動だと学生の車で
行ってるんだよね？＊6

スズプロ (中島 ) ： そうですね、部活は。 ( 部
活とちがって ) こういうプロジェクトに
なってしまうと、学校側に責任があるから。
スズプロ ( 高橋 )：学校側が珠洲市と連携
協定でやってるとなると、そういった関わ
る部分が出てくるので。
じゃあ、それはやっぱり、その時は部活の、
その時は連携協定のとか顔を使い分けられ
たらいいんだけどね。
黒澤：そう、顔は使い分けられたらいいで
しょうね。
スズプロ ( 中島 )：まあ、ちょっと前まで
話に出てたのは、スズプロっていう大学の
団体はありながら、もう一つ、なんていう
か外部の団体として作っていかないと、フ
レキシブルに活動できない。今後もしかし
たらお金が循環するようなものの中に入る
となったら、学校の予算というのは使えな
い。そうなったりするときに、外部に籍を
置いておくっていうことの可能性っていう
のは、話し合ってはいたんですけど。それ
でも実際にどういう形になって立ち現れて
くるかっていうのが、全然みんな知識も経
験もなくて。組織形態としてどういうもの
が望ましいかって言っても、自分達全くそ
ういう経験もなくいまいちイメージが湧か
ない。
スズプロ ( 村岡 )：気持ちはあるんです。
動き出さないといけない。もちろん大人の
意見とか、先にやられてる方のアドバイス
がないとちょっと進むにもわからなくて。
今、そういう期間ですよね。
スズプロ ( 中島 ) ： おらっちゃ＊7 のケース
というか、そういうのは…

うすると、そこに特派員がいるので、金沢
までちょっと面白い変わったアーティスト
が来てるんだけど是非珠洲見せてあげよ
うってなった時に、送り込みさえすれば受
け皿があることになる。かくして色んな場
所を見せてあげられる。芸術祭が定期的に
続くのであれば、( アーティストは ) 自分
だったらどこでどういうことをするかって
考え始めるじゃないですか。せっかくだっ
たら、一足伸ばして珠洲に行ってみたら
…って言いたいですね、本当は。そういう
ことができないといけない。やはり興味を
持ってその土地にやってくる人達がたくさ
ん現れてくることは大切でしょう。今回、
珠洲にはこれだけの魅力があるってことが
わかったわけです。であれば、今後も様々
な人達が珠洲に出かけられる環境を作りた
い。もしかしたらスズプロがその何かしら
の窓口になるのかもしれない。 
スズプロ ( 中島 )：自分も結局、来年珠洲
に住んで珠洲焼を勉強するんですけど、そ
れをしながらスズプロを続けようと思って
るんですね。で、それは要するに、自分は
珠洲に行くんだけどみんなはどう？ってい
う。学生のみんなはっていう。
スズプロ ( 百歩 )：珠洲のことを知って、
なんか、他の土地に行く前にちゃんと関わ
りたいっていう思いがあって。私自身もス
ズプロを継続してそういう形で珠洲と関
わっていけたらいいなって。
スズプロ ( 中島 )：自分達 ( 卒業生 ) は二足
のわらじだと思って、取り組んでいく。で
も、物事は金沢で起こっていかないといけ
ないんだよね。だから、どっちかっていう
と来年も ( 大学に ) いるような子たちに聞
きたい。
スズプロ(村岡) ： 学生、学校だけだと、じゃ
あ卒業生はスズプロなのにスズプロの普段
の活動には来れなくて。なんかよくわかん

金田：N POおらっちゃがなんでできたか
というと、そういう受け皿になりたかった
というか。市民との間を埋めるのはじゃあ、
誰なのっていう。( 間を埋めることは ) そ
んな簡単にはいかないんです。でもその間
を埋めることで、ガチッと噛み合えたり、
物事が進んでったりするので、NPOがで
きたんです。
落合：その気になって探せば、そういうと
ころでお金出してくれる企業って結構今あ
ると思う。出せそうなところにそれなりに
ぴったりはまる企画をパッと作って、組織
作って。これだけの中身を持ってたら、ま
とめ上げる力さえあればすぐできると思
う。
金田：色んな、全国の大手の企業が公募型
でファンド出しとるし。アートの世界も、
結構あるんじゃないかと思うけど。
落合：そうすればね、誰か一人や二人は専
属で雇えるし。調べた方がいいと思う。
スズプロ ( 中島 )：スズプロで雇用が生ま
れるってことが、自分はすごい大事なこと
だと思っていて。ここ一年二年で一人もし
くは二人くらいを専属として雇って、お給
料を出すような仕組みっていうものは考え
ていました。
落合：でもやっぱり、そのキャリアが自分
の財産になるとは思うけど、そんな雇用に
は関係なくそこをぶち切っていけるほどの
実力をそこで身につけて、それをバックに
やっぱり打って出なければならないという
面も同時にある。今言ったような「そうい
う便宜的なものもあるよ」っていう。そこ
で雇用されて安心する、安心してしまった
従業員ができても…ちょっとね。ちょっと
違うかなっていう。
黒澤：別に二足のわらじ、三足のわらじで
も全然構わないはずだよね。スズプロのこ
と “も” やっている支局員っていうか。そ

の古さでもあるし、半島ですから、先っちょ
が海に切られてしまってもう逃げ場がな
い。だからそんな文化をある意味、否応無
く、温存して持って来たのかもしれない。
それに加えて、 進行中の過疎ですから…。 
あと何年か先には飛び込みで訪ねても果た
して「( 話を ) 聞ける家」があるかどうかね。
そういうものを裏に抱えているのが今の珠
洲市の現状です。 だから、そういう中の芸
術祭っていうことはどういうことなのか。
私らも色んな意味で、芸術祭のことを考え
ました。先ほど黒澤さんもおっしゃったけ
れども、私達、普段は絶対降りて見ない海
岸。道路から見て全く見えない。さっと通
り過ぎるだけの場所ですよ。でもあそこに
例えば作品として鳥居が作られた為に下に
降りてみることになった。つまり、芸術家
が切り取った景色を私たちは作品として見
ることになった。それがとても素敵だった。

「こんな素晴らしいところがあったんだ
ね」っていうような場所がいくつもありま

した。私らが作ったものではないんですけ
ど、無意識に守ってきたものが実はすごい
ものだったんだなっていうことをね、発見
させていただいて私らすごく嬉しかったで
すよね。それと、排他的な人たちもいっぱ
いいましたけど、あれだけの人が来て、
ひょっとして自分達は大変なことに関わっ
たんじゃないかなって言う実感がやっぱ
り、終わりの頃みんなあったと思うんです
よね。そういうことが、珠洲市の人達を根
本的に変えるというか・・・もっと言えば、
一つ突っついたら、パッて変わってしまう
ような要素をグッと刺激してもらったか
なっていう。だから、ここで開かれた人達
が、今後どういう市民になっていくのか。
どういう故郷になっていくのかっていうの
が、私はそこが一番興味があって、素敵な
ところじゃないかなという風に思ってるん
です。
金田 ： 今までたくさん話があるような、( 芸
術祭によって)地域が変わるとか。市民だっ

ます。これまで起こってなかったことがこ
れからの未来、将来に起ころうとする時に
今のシステムのままでは無理があるってこ
とはよくあるし。それを内側からだけで変
えてゆくのも難しい。ただ外側にも期待す
るエネルギーはあって、そうした外部や鳥
瞰的な立場からの見解やサポートも交えて
コンセンサスを作ってゆくことは大事か
な。金沢のアート関係者や美術館の責任に
も繋がってくる。
スズプロ ( 高橋 )：仕組みを変えないと、
ちょっと難しいと思います。
スズプロ ( 村岡 )：奥能登国際芸術祭が珠
洲で行われたことで、町が、地域アートに
興味がある人が実践できる場所みたいな。
珠洲がそういう場所になったらいいなって
思います。そのために、スズプロがもし拠
点を作って、スズプロが作った家から拡散
していくってなったら、すごい素敵だなっ
て思います。
落合： うん、本当に。珠洲みたいな場所っ
て、私やっぱり石川県では唯一無二の場所
だと思うのね。先端というのは、ある意味
やっぱり面白いし、離島と同じような要素

もあるわけだから、先がないからどうしよ
うもなく中に溜め込んでしまった、一触即
発の危険な要素もいっぱい孕んだ文化を、
いっぱい持ってるわけで、やっぱりそうい
うところって貴重じゃないかと。先生、思
いません ? なんとか一緒にやっていきま
しょうよ。
北風：珠洲でスズプロが動けば、それを応
援する人たちが、私を含めているってこと
は間違いないよね。ぜひ。孤軍奮闘じゃな
いさかいね。ちゃんと後ろから後押しする
人がいるってことやから。
スズプロ ( 真鍋 )：今回みなさんからいた
だいたご意見、ご感想は貴重なアドバイス
となりましたので、これらをできる限りい
い形で報告書にまとめさせていただきま
す。ここまでやらせていただいた以上、私
たちに課せられた責任として次にぜひ繋げ
たいと思います。今後ともよろしくお願い
します。今日は誠にありがとうございまし
た。

一同：ありがとうございました。

スズプロ ( 村岡 )：まだスズプロ内だけで
情報が留まっていて外に出てないものが
いっぱいあって。知識とか。そういうのも
もっと出して、アピールしながらやりたい
ことを周りに伝えてきっかけにしていきた
いです。



４つの企画で
商店街を盛り上げる！

リメイククレヨン作り
細かく砕かれたクレヨンを好きな形の型に入れて溶かし、冷やし固めるとカラフルな
オリジナルクレヨンが作れるワークショップをおこないました。

87コラム 06-0786 静かな海流をめぐって

みんなで短期集中的に
制作を行いました。

全 16基の顔出しパネルを制作。

「飯田町商店街 × スズプロ」で町を盛り上げる！

顔山しパネル
飯田町商店街のお店にちなんだ顔出しパネルを制作し、商店街を通る人々
を楽しませるしかけをつくりました。

まちあるきクイズラリー
商店街の 16 店舗の方たちにご協力頂いて
お店に関するクイズを出題してもらい、参
加して頂いた方に商店街のことを知っても
らおうという企画です。

スタンプ手ぬぐい・きんちゃく作り
商店街のさまざまな店名のスタンプを使っ
て手ぬぐいか、きんちゃくにスタンプを押
し、自分だけの手ぬぐい、きんちゃくを作
りました。きんちゃくはホビーつぼのさん
にご用意いただきました。

ボディーペイント
肌に優しい絵の具で子どもたちにリクエス
トされた好きなもの、キャラクターなどを
手や顔に描きました。

飯田町商店街とコラボし、「食祭珠洲まるかじり」に参加しました。

飯田町商店街のお店に協力いただきイベントを行いました。

コ
ラ
ム

コ
ラ
ム

飯田町商店街とコラボし、「食祭珠洲まるかじり」に参加しました。
食祭珠洲まるかじり 2016

顔出しパネルで賑わう商店街。

商店街の人とスズプロメンバーとの交流の
機会にもなりました。
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今回のプロジェクトは、「教員と学生の共同
だからこそできる、地域に根付いた国際芸
術祭での作品制作および活動研究」として、
教員６名、非常勤研究員１名、学生３５名、
その他多くの方々の協力によって行われた。
その目的は「世界的な視野と高度な作品レ
ベルを睨みながら、自分たちが地域の多様
性を等身大で受け止め、そこから背伸びを
して何が作り出せるのか？そうした作品が
地域に何をもたらすのか？」について研究
することにあった。

学生の指導と最終的な作品の質の確保。
芸術祭の意味、調査、発想、プラン、技
術開発、制作、プレゼンテーション等の
考え方や手法を指導して行きながら、そ
の都度、学生のアイデアや意見に対し助
言を行ない、教員からもアイデアを出し
つつ、参加者全員が自分の作品と思える
方向に導くと共に、国際芸術祭において
の作品の質を確保する。
制作、滞在、移動における安全管理の責
任。
予算の確保と執行及び管理。
学生と共に行う制作活動。
学生の移動にかかる車の運転。

作品制作を通して、調査、発想、プラン、
技術開発、制作、プレゼンテーション、
報告誌等について段階的に学ぶ。実際に
一つ一つの取り組みに、自身の考えやア
イデアを持ちながら挑戦する。

共同で制作する上での意識や利点、課題
について学ぶ。その上で、自身の思いだ
けでなく、他者の思いや考え、状況等も

活動場所の確保、資金調達など公的な手
続きを行う役割を教員が担ったこと。
経験、知識によるアドバイス、助力。
お互いに言いたいことは言いあえる、教
えあうこともできる、フラットな関係
だった。
学生ができないことを教員が、教員がで
きないことを学生がサポートするという
ことができていたと思う。
教員が大学のすべての教員にスズプロの
活動をきちんと説明してくれていたのは
大学で活動する上で良かったと思う。
受け身ではなく一緒に考え相談しながら
活動できたので「これが大学か…」と教
員との関わり方を鮮明に感じた。これか
らは以前より正面から関わっていけそう
だと思えるような、普段の授業ではない
親身さを感じありがたく思う機会があっ
た。
他専攻の教員と話す機会が多々あり、非
常に興味深かった。

両者間で意思共有が十分にできず、問題
になることがあった。

計画が進むにつれて、一部に教員の役割
が明確でないと感じた。
学生主体に物事が進むことが多く、教員
との間で意識や進捗のギャップが生まれ
ることが多かった。
教員に相談すべきところを相談せずに進
めてしまい、後戻りすることもあったよ
うな気がする。
珠洲へ足を運ぶことが学生の方が圧倒的
に多かったので、地元（珠洲）の人たち
との人間関係について、教員の目が届か
ない部分がほとんどだったと思う。地元
の人からも、学生とは面識があるがほと
んどの教員とはなかった。
教員がいるときと、学生だけのとき、そ
れぞれの時間を設ける必要があることを
感じた。教授に甘えていくのとは違うこ
と、教えていただけることを吸収するこ
と、親身に同じ目標を持っていたとして
も別の立場であることを意識した場面も
あった。
教員と学生の立場の違いから一度教員に
話を通さないと先に進めないことが多く
あり、わずらわしさを感じた。
学生と教員間での情報共有が十分ではな
かった。学生と教員の混合チームだから
こそできたことはもっとあったのではな
いかと思う。 
初めは “アートプロジェクトの理論と実
践” という授業だったが、いつの間にか
金沢美術工芸大学アートプロジェクト
チーム［スズプロ］になっていた。いつ
の間にか終わっていた問屋町スタジオの
件について説明が欲しかった。

今回具体的な作品制作研究、および教員
と学生の相互理解と珠洲市での活動を円
滑に進めるため、臨時研究員（コーディ
ネーター）を採用した。多様なメンバー
が参加することによる意見の相違の整理
と、活動時間が授業の合間でしかないス
ズプロの弱点を補完する役割として、
コーディネーターにサブリーダー的な権
限を与え、情報の収集と発信の一元化を
行い、その時々の進捗状況や課題を明確
にした。

学生と教員の共同で行うスズプロの成果と課題
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　 活動の成果と課題
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互いに尊重しながら、より良い作品を作
り上げるためのプロセスとしての討論や
姿勢を学ぶ。
計画的なスケジュールと費用の在り方に
ついて学ぶ。

コーディネーターは、本研究の研究員と
して芸術祭の準備、および整理期間に活
動した。（学生リーダーからコーディネー
ターに就任。）
研究活動の４つのプロジェクトの進捗調
整。
教員と学生間の、密接な意思疎通の調整。
準備期間中および開催中の珠洲市での現
地対応。
珠洲市で借り上げた学生宿舎の管理。
学生の移動にかかる車の運転。
教員、学生と共に行う制作活動。

コーディネーターは学生でも教員でもな
いが学生とほぼ同じ年齢であることで、
学生側からすると教員に正面から意見や
思いを働きかける人物であり、教員側か
らすると、学生の思いを吸い上げながら、
様々な状況を把握していることで、より
研究の方向性や的確な指示を与える事を
可能にした。
しかしながら、参加学生のアンケートか
らは、「教員と比較して、学生が地道に
珠洲で活動をし続けて行く中で、活動内
容における教員の確認に手間取ったり、
教員との進捗に対する温度差が大きかっ
た」ことが窺がわれる。コーディネーター
によってその温度差を緩和されていたと
はいえ、学生の主体性を重んじながらも、
その活動が大学外で社会的責任を生ずる
本プロジェクトは、責任が教員側にある
ためそのような事が起こった。それは学
生から見て、教員それぞれの役割が不明
瞭であり、フットワークを重くしていた
可能性がある。事前に各教員の担当や役
割を決めてあったとはいえ、常に学生と
共に行動し、変化する現場の状況に対応
するのは無理があった。しかし、「教員
が担当作品の進捗状況や問題点を学生と
共有できていたか？」について課題があ
ると考える。
一方で教員側には、経験に基づいた国際
芸術祭の作品レベルを確実に確保する責
任が大きかった。また同時に、教員と学
生双方のフラットな関係を作り出そうと
していた。立場をフラットにし、専攻を
混合することで、これまでの経験の枠か
らはみ出す作品が生み出されるのではな
いかと予想していた。
教員が学生に対し授業を行う形式と違
い、共同生活を行いながらの制作は、普
段の授業での関係でなく、個々の趣味や
性格、モノ作りの姿勢など一人の人間と
しての関わり合いだった。他専攻との教
員・学生の関係は、教員と学生よりも底
辺に存在する「一人の作家としての顔」
を容易に表出させることが出来、それが
自専攻同士であったとしても、互いの経
験を伝える中で、それを土台に新たな表
現を模索する関係性が構築された。それ
が「お互い言いたいことは言える、受け
身ではなく一緒に考え行動する」という
学生の感想に繋がっていると思われる。
こうした学生の姿勢が個々のポテンシャ

⑦

最初に教員は行政や町会等との渉外活動を
行い、学生は具体的に地域の繋がりや、日々
の一つ一つの出来事に愛おしさを感じなが
ら、それぞれの立場で何ができるかを模索
していた。プロジェクトが進むにつれ、次
第にその関わりの接面は拡大し、それを作
品に帰結させることに大きな期待感とやり
がいを感じながらも、その難しさに苦心す
ることになった。そこには国際芸術祭とい
う場だからこそ出来る、「制作の緊張感」、「作
品の大きさ」、「発表作品の責任と社会的な

意味」を理解しながら学ぶ一つの形があっ
た。しかし、それが「教育的手法の一つと
して今後も成り立つのか？」と考える時、
改めて今回のプロジェクトの組織と教員、
学生それぞれに「どのような役割にあって
どのような課題が見受けられたか？」改め
て整理する必要がある。ここではその成果
と課題について、参加学生から得たアンケー
トを基に、その可能性について考察してみ
たい。

ルの発揮に繋がり、結果としてスズプロ
作品に昇華された。

今回の活動を通して、こうしたスズプロ
の教育研究活動は、「学生が普段と違う
環境（珠洲の原風景としての日本の在り
方）等を等身大で受け止め、地道に調査
をしながら見逃してはいけない本質を見
つけ出し、その意味を自分なりに解読し、
背伸びをした作品や行動を通して自身を
成長させると共に、その成果が自身に
とって、社会にとってどのような価値を
もつのか？」を探求する教育を可能にす
ると思えた。その上で継続するには、さ
らに次の３つの視点も必要であると思え
る。

教員はリサーチ方法や制作等の技術指導
を行うが、実際の活動は教員と学生の共
働で行う。
学生は教員から「より良く、深く考える
ためのヒント」を受け取り、自分なりの
答えを引き出した上で、批評を受ける。
学生と教員それぞれの担当を明確にし、
学生分の範疇を決めて任せる事ができる
ものは任せる。

もちろん国際芸術祭という舞台である限
り、作品の難度と確実な完成度が求めら
れる。それは経験の差で左右されること
が多いが、それは経験のある教員にとっ
ても容易なことではなく、また結果に
よっては社会的に非難もされる。だから
こそ教員は学生に伴走する必要がある。
学生にとってはロールプレイングゲーム
のように、一人で、もしくは複数の活動
の中で、時折教員からヒントを与えられ
ながら、調査、制作・活動、発表を通し
て自分を成長させていくことができる。
今回のスズプロの成果は、そうした学生
の制作に対する覚醒の在り方を国際芸術
祭で証明できたことにあるといえるだろ
う。
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奥能登珠洲市飯田町は普段人通りはなく、猫が数匹通っているような小さな商店街と民家です。そ
こに数名の若い人達が歩いているのを見かけるようになりました。
彼らは商店や民家に入り珠洲の歴史や文化、自然環境などをいろいろ聞いて回っていました。最初
の頃は、金髪や赤い髪そして服装からして何者だろうと町の人たちは不思議がっていました。
しかし彼らは町の事業や商店街のイベントに積極的に参加すると共にワークショップや勉強会を開
催し町の情報を仕入れることにより町の人たちの中に溶け込み、町の人からも声をかけられたりい
ろいろ差し入れが入るようになっていました。
金沢美術工芸大学アートプロジェクトチーム [ スズプロ ]、これが彼らの正体であり奥能登国際芸術
祭のチャレンジチームであります。
飯田町商店街の中にある大きな古い民家を使いその中において４つに分かれた作品はそれぞれ大き
な特徴があり一つ一つにはきめ細かい配慮がされていました。そのための情報収集は大変なもので
あったと思われます。また、作品を制作する前にその民家の片づけにおいても大変苦労があったと
思います。古い旧家であるため全部をゴミとして捨てるのではなく文化財的価値のあるものがある
かないかの調査から始まりゴミとして処分するまで作品制作以上の手間がかかっているようでした。
町の人たちもできる限りの協力は行いましたが並大抵のものではなかったと思います。スズプロの
メンバーの行動と努力は外から見ていても大変すばらしく非常に頑張っている姿は心を打つものが
あり、作り上げられた作品は新しい発想とアイデア、そして生活に密着した地域感がありありと表
現され、芸術祭の出品作品のなかでも１、２を誇るものだと私は思いました。
９月３日、奥能登国際芸術祭が始まると町は一変しました。人通りが無く静かな商店街が初日から
多くの人が行きかいまるで都会の商店街のようににぎやかな街になり奥能登国際芸術祭の求めるも
のはこれなのかと思いました。
この芸術祭は珠洲市そして飯田町を元気にし人々に感動と生きがいを与えてくれ、毎日のように受
付などボランティアで協力した町の人たちと作家が一体となった芸術祭が造り上げられたことと思
います。

これはスズプロのメンバーが一年も前から町に入り、町に住み、町の人たちと一緒になり町の生活
をベースに作り上げた作品だからこそ制作したメンバーも町の人たちも自分の作品のように PR し
紹介していったのです。すこし変わった色の髪のメンバーも町の人たちも一体になれたのです。
この体験をここで終わるのでなく今後も続けていかなければならないと思います。飯田町町内会連
合会もできる限りの協力と応援をしていきたいと思います。今が始まりなのです。
インスタレーションによる発表これが奥能登国際芸術祭の求めるものです。今後もスズプロの飯田
町での作品発表を期待するとともに飯田町町内会連合会もできる限りの協力をしていきたいと思い
ます。
最後になりますが金沢美術工芸大学アートプロジェクトチーム [ スズプロ ] の皆様に敬意を表し感
謝を申し上げます。

金沢美術工芸大学アートプロジェクトチーム [ スズプロ ] に思う

珠洲市の方の感想

飯田町町内会連合会会長　泉谷信七

91珠洲市の方の感想
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　反省点としてはスズプロ参加中に膨大な
時間を失い、個人制作が少々疎かになった
事です。次回までに一層の効率化ができれ
ば良いと期待しています。

                     　　  彫刻専攻 1年
                      　　 笹井南海
　今回での制作が僕にとって初めてのグ
ループでの制作だったので非常に新鮮な体
験ができたという印象を受けました。そし
て、制作を通じて様々な学年とのコミュニ
ケーションが出来たことの他に制作のプロ
セスを間近で体験できたこと、そして地域
と芸術との関わりがどのようなつながりを
持って関わっていくのかというのが間近で
感じられたことが大変ためになりました。
こういった活動は、入学したての一年生に
とって大変刺激になり、この体験が今後の
制作意欲の向上に繋り、クラス全体の制作
に対する士気を上げるためにも、もっとこ
の活動を広く発信するべきだと思いまし
た。

                      　　彫刻専攻 1年
                    　　  皆川嘉孝
　スズプロの活動には曼荼羅のある蔵の壁
面板張り直し作業と、いえの木の制作作業
に参加しました。参加した期間が短く原案
の段階から参加した訳ではなかったのです
が、一年でこのプロジェクトに参加した経
験は価値のあるものだったと思います。ど
ちらも珠洲の方に泊まり込みの制作で、レ
ジデンス制作を体験したようで有意義な時
間を過ごすことが出来ました。また、他学
年や他専攻の学生や先生と共に制作するこ
とは大学のカリキュラムとして少なく、自
分の視野を広げることが出来ました。

                   　　   彫刻専攻 2年
                    　　  大野紗月
   2 日間という短い時間ではあったが、ス
ズプロに少しでも関わることができてよ
かったと思う。普段は個人で制作すること
が当たり前で、人に意見を求めることは
あっても共同でものを作ることはほとんど

                   　　   油画専攻 2年  
                   　　     伊木さなえ
　私はスズプロの活動の中で、特に奥能登
曼荼羅の制作に構想から関われたことがと
ても稀有な経験だと感じます。作品の実際
のサイズもそうですが、奥能登の森羅万象
を描くものとして作品を成り立たせるため
のコンセプトや考え方も非常に規模が大き
く、完成まで長い時間がかかりました。絵
の内容を考える前に、立山曼荼羅を下敷き
にするため、曼荼羅の博物館に行ったり、
珠洲の文化や自然を調べ実物を見に行った
りもしました。スズプロに参加するまで珠
洲という地名すら知りませんでしたが、一
つの土地が海で世界と繋がっていること
や、地形から文化が生まれてくること、そ
れらがそこに住む人々の生活や経験といっ
た小さな事象に現れ出ることを知って、感
動しました。また、山岳曼荼羅に込められ
た仏教思想を珠洲という土地に当てはめて
絵の構造を考えたり、珠洲の土地性と文化
の関係を表現する構成や技法を考えること
は、平面の中で世界を再構築するような感
覚がありました。実制作の段階では、今ま
でほとんど触れたことのない日本画材で壁
面を描いたり、彫刻刀や鑿で床面を彫刻し
たりと、自分の専門外の経験も広がりまし
た。
　そして曼荼羅の制作に限らず、スズプロ
に参加する中で、多くの人と出会うことも
できました。まず、ここまで濃い時間を一
緒に過ごしたのはスズプロメンバーが初め
てだと思います。同じ場所で生活し、一つ
の作品を作り、感覚や考えを深いところま
で共有できたのではないかと思います。い
つも自分より知識も経験も豊富な先輩方に
ついて行くので精一杯だったのが悔しいで
すが、少しでも自分の中に吸収できたもの
があればと思います。また、珠洲の人々と
の出会いも自分にとって貴重な経験です。

住む人々みんながギブアンドテイクの精神
で繋がっていて、この土地で暮らすことに
誇りと志をもっていました。珠洲の人々の
行動力にもいつも驚かされてばかりです。
　芸術祭への参加は一旦区切りがつきまし
たが、スズプロと珠洲の土地や人とのつな
がりは続いています。これから、このアー
トプロジェクトというものを通して、アー
トが社会にどんなものをもたらせるのか、
アートが社会からどんなものを取り入れて
いけるのか考えていきたいと思います。

                 　　     油画専攻 2年
                    　　  中村清夏
　今でも、最初に珠洲を訪れたときの空気
感が強く印象に残っている。特に朝の空気
感が好きで、滞在したときにはいつも早く
起きて散歩をしていた。珠洲に行くといつ
も、心も体もふっと軽くなるような感覚が
する。
　最初は、ただ絵を描いているだけではい
けないなという軽い思いで学部１年の４月
にこの授業を履修した。しかし、活動を続
けていくなかでスズプロのメンバーはもち
ろん、珠洲の方たち、芸術祭関係で出会え
た方たちとの関係は、スズプロに所属した
からこそ築けたのだと思う。そんななかで
人との関わりの大切さや生きるというこ
と、考え方や技術などの多くを考え学ぶこ
とができ、履修、参加して本当に良かった
と感じる。これからもこの出会いを大切に
し、芸術祭関係だけでなく繋がり続けられ
たらと強く思う。
   

                    　　  油画専攻 2年
                   　　   野村明日香
　スズプロの活動を通じて、自分とは異な
る学年・専攻の人たちと関わることができ
た。また、その人たちと一つの作品を作り

上げるという貴重な体験を通じて多くの学
びがあった。私が主に関わったのは玄関に
あるのれんの作品である。染色という普段
自分が学んでいるものとは全く異なる技法
を使い、自分ひとりの制作では到底できな
いような規模の作品を作るというのは、人
数的にも技術的にも難しく苦労したが、そ
のぶん完成したときの達成感があった。ま
た、活動に参加しなければ得られなかった
新しい技術や知識を知り得ることが出来た
ので良かったと思う。

                    　　  油画専攻 2年
                    　　  山本いちご
　奥能登国際芸術祭に参加するという壮大
な目標の上で、何気なくスズプロが始まっ
たイメージがあります。調査報告や作品に
ついての会議を重ね、自分たちを「スズプ
ロ」と名乗るまでにも時間がかかりました。
そんなスズプロが、芸術祭を終わってみれ
ば私たちだけのものではなくなっているの
を感じます。地元珠洲の方、全国各地から
足を運んで鑑賞してくださった方など大勢
の人の記憶に残るものとなりました。日々、
大学で作品を制作しているだけでは感じる
ことが出来なかった「人とつながる」とい
う感覚。その大切さと偉大さをスズプロに
参加したことで得ることが出来ました。
 　改善点としては、制作のマネジメント
が出来ていなかったことが挙げられます。
どういった作品にするのかという原案か
ら、それをどう形にするのか、そして完成
に至るまでのスケジュールをしっかり予定
立てておかないとメンバー個人の時間が無
くなり、負担となります。ただ、今回奥能
登国際芸術祭に展示された作品はその作業
の分量がありありと感じられる作品とな
り、結果としては人々を圧倒するような作
品になったのではないかなと思います。

                    　　  油画専攻 3年
                    　　  筒井愛子
　今度芸術祭がどこそこであるんだって、
という話を聞く度に、もし自分の田舎で芸
術祭が開かれることになったら私はどう思
うかしらと考えます。ちょっと嫌だな。と
いつも思って、その町の方はどうなんだろ
うとフワフワ想像します。私がスズプロに
参加した動機の一つに、地元の人が芸術祭
開催についてどう思っているのかを知りた
かったということがありました。
　珠洲に足を運び始めてまず驚いたのは、
芸術祭を楽しみにしている方が想像してい
たよりもずっとたくさんいらしたことで
す。よそものである私たちのやることを面
白いと言って支えてくださる方も本当にた
くさんおられました。もちろん目立って見
えないだけで、そうでない方もたくさんお
られたのだと思います。過疎化の進む商店
街で「よそから人がたくさん来て商店街が
賑わったらいいと思われますか？」と、あ
る店のご主人に伺ったことがあります。「い
や、まあ、このままでいいんとちがうかな」
１０月、観光客で賑わう商店街を眺めなが
ら、お父さんのその言葉をぼけーと思い出
しました。
　そういった珠洲に住むあらゆる人に対し
て私たちができることは、とにかく珠洲と
いう土地に誠実であることだと考えていま
した。風土や歴史も、脈々と続く人の生活
もできるかぎり全部受け止め、それをあく
まで” 外の者” の目線で丁寧に提示するこ
と。振り返ってみれば、奥能登曼荼羅は私
たちの珠洲と関わっていく姿勢そのもの
だったんだなあと思います。まだ何を作る
かすら決まっていないとき、「ものづくりっ
て社会と関わることそのものだよ」とか「珠
洲のことがホントに好きになっちゃったん
です」とか、学生間で色々と喋っていたん
ですが、その気持ちを最後まで繋げていけ
たことがとても嬉しいことだなあと感じま
す。
　スズプロが持つ珠洲に対するリスペクト
は、他のどんな作家さんにも引けを取らな
いものだったと私は強く信じています。そ
れが作品として実になって、この土地の一
部になってくれるとしたら本当に嬉しいで

すね。あと最後に、月並みな言い方ですが、
珠洲が珠洲でいてくれたことに最高の感謝
をあらわしたいと思います。

                     　　 油画専攻 4年
                     　　 沖田愛有美
　私は自身の身近な課題として過疎と芸術
による地域おこしというテーマに以前から
興味があり、スズプロの活動へ参加した。
　「芸術・アート」というキーワードで集
まった、様々な専攻、年代の学生が、活動
の中で専攻や学年を超えたつながりを深
め、学生主体で意見交換や共同制作を行う
といった活動実態は既存の大学カリキュラ
ムにとらわれない貴重な機会であるように
思った。
　また、現地調査を中心として珠洲市の特
に飯田町の住民の方々との交流の中で、奥
能登国際芸術祭後もさらに様々企画を発案
しながら活動を続けていることが、一過性
の町おこしではなく継続的な活動の仕組み
となる期待感を持った。
　自身制作と活動との両立に苦しみ、スズ
プロとしての活動への参加機会は多くな
かったが、活動を通して得たことは貴重な
経験になっている。

                   　　   絵画専攻油画コース
                    　　  修士 1年
                     　　 上原勇希
　油画専攻の同期生である中島大河君に要
請を受けて参加しました。私は主に曼荼羅
班の絵を描く作業をしました。日本画の水
簸絵具を利用して制作するのは新鮮で、古
民家の蔵にマッチしていたのが卓抜であっ
たと思います。私は作業に従事していたに
過ぎなかったのですが、国際芸術祭で学生
が著名な作家と対等に作品を出品したのは
貴重な体験であり、構想を引き受けていた
学生のご苦労は大変なものであったと記憶
しています。またスズプロには金沢美大の
各専攻が参加していて、それぞれの特性を
最大限生かしていました。
　思い出としては作業後に宿舎で、お酒を
飲みながら他専攻の学生と交流した事で
す。珠洲市の閑静な自然とエネルギッシュ
な地元の方との関わりも印象的です。

ない。スズプロでは、家の木という班で普
段はあまり関わりのない彫刻の先輩や後
輩、先生と共に１つの作品の完成を目指し
て制作をした。どうすれば効率よく、丈夫
になるかということをリアルタイムで考え
話し合う場にいたことを思い出すと今でも
あの時の熱さが蘇るようである ( 物理的な
暑さもそうだが )。また、皆で食事の用意
をしたり、差し入れをいただいたのもプロ
ジェクトならではのいい思い出である。も
う少し長い期間参加できればというのが唯
一悔やまれる。もしまたこのような機会が  
あれば進んで参加したいと思う。

                   　　   彫刻専攻 2年
                    　　  小岩井琳太郎
　学生が国際芸術祭に作品を展示すること
ができたのは様々な意味で良い経験になっ
た。特に、学生たちが共同で現地を調査し、
案を練り込んで制作物を展示する、という
過程を一通り行い、それを芸術祭に提示で
きるレベルまで押し上げられたのは良かっ
た。この経験は学生一人ひとりの自信や今
後の糧となったように思える。展示のレベ
ルに関しては、作業を大人数で行ったこと
で他作品より比較的大規模な作品を制作で
きたことが最も有効に働いていたように見
える。また、今回共同制作を行ってみてま
だまだ可能性あるように感じた。これをよ
り企業的に行うことで実現できる表現も試
してみたい。
　反省点としては初めての芸術祭参加であ
り、多人数であったことによる、全体の進
行の計画性不足が挙げられる。これが一部
の学生に大きな負担をかけていた。また、
他の芸術祭参加者との交流ももう少しあっ
ても良かったように感じる。

                    　　   彫刻専攻 2年
                     　　  中嶋彩乃
　共同での制作ははじめての体験だったの
で、学ぶことが多かったと感じています。
個人制作とは異なり、自分一人の感性だけ
ではなく、制作に携わるメンバーの「感性
の総体」といったようなものが作品に反映
されてゆく印象を持ちました。そのためか、

出来上がった作品も、ある意味普遍性を
持った、万人が「素敵だ」と感じられるも
のになっていた気がします。
　昔ながらの生活の面影を残している珠洲
地方、さらに八木邸という旧家の内部はま
るで別世界のように感じられ、自分がいか
に現代的な感覚に囚われているのかを実感
しました。

                    　　  彫刻専攻 2年
                    　　  林穂南
　今回の活動において自分は自分の専門と
は異なる、工芸的特に染色の分野を担当す
ることになったため始めは戸惑いもあっ
た。しかし、専門外の分野をここまで深く
学ぶことはスズプロがなければできなかっ
たことであるため、非常に有意義であった。
また、１つのプロジェクトがどのように進
んでいくのかという興味を持って参加して
いたため、作品マネジメントやスケジュー
ル管理、様々な人とのコミュニケーション
など自分の身になる経験ができた。自分の
見通しの甘さを感じることが多かったこと
や、大勢の中でどのように意見するかなど
これからの課題も発見した。今後見直して
行きたい。人との関わりの重要性を実感で
きた 10 ヶ月だったように思う。

                    　　  彫刻専攻 2年
                     　　 深田拓哉
　スズプロに実際に関わった時間は 3 日程
度で非常に短い時間だったが、濃密なもの
であった。能登の土地は良くも悪くも何も
ない土地に思えた。しかし八木家は能登の
地で暮らしてきた人々の歴史を感じること
ができた。実際にその土地に根付いた歴史
と関連させた作品に携わることは初の試み
であり、新鮮なものであった。実際に出来
上がったものも圧倒的に迫力があったよう
に思える。教授に拉致されるような形で参
加して、思っていた 50 倍くらい重労働だっ
たが結果としては充実した 3 日間であっ
た。あとアーク溶接が上手くなりました。
 　個人的に奥能登芸術祭において目標人
数を達成できたのか、今後もスズプロを続
けていくのか、作品の今後の展望、保存す

るのかどうなるかをあまり聞いていないの
で詳しく聞ける機会があれば少し嬉しいで
す。

                    　　  彫刻専攻 2年
                    　　  水野由羅
　スズプロに参加したことで、そうでなけ
れば接点のなかった人や場所と出会うこと
ができた。
　同じ大学とはいっても 4 年間全く関わり
のない人もいる。そんななかスズプロには
様々な専攻の方がおり、勉強していること
や制作について、意見を交わすことができ
たのはとても大きかった。
　リサーチでは自分ではあまり行くことの
ない郷土の資料館や博物館に行くことがで
き、また、珠洲にすんでいらっしゃる方と
直接お話しする機会もこういう機会でなけ
ればなかったので、貴重な経験だった。

                    　　  彫刻専攻 3年
                    　　  庄子陽子
　学年や専攻を越えた多くの人と一緒に作
品を作ること、個人では作れないような大
きな作品の制作に関われたこと、これらは
普段、主に個人で作業を行う学校の制作で
は絶対に出来ないようなことなので、とて
も貴重で勉強になる経験ができました。ま
た、国際芸術祭が始まり、会場で鑑賞者の
方や地域の方とも直接話をすることがで
き、いろいろな意見が聞けたり、作品の説
明をすることができたのは良い体験であっ
たと思います。

                     　　 彫刻専攻 4年
                     　　 岡本孝介
　自身の制作とは違ったスケールの大きさ
を体感でき、勉強になるとともに楽しむこ
とができた。
　スケールとは作品そのもののサイズのこ
ともそうであるし、珠洲という土地、八木
家という場所、スズプロ、金沢美術工芸大
学などの立場、奥能登芸術祭という展覧会
として、扱うテーマや関わってくるものや
人などあらゆるものにおいて、個人の制作

での範囲を超えていた。
　1 人で考えると途方も無い大きさだが、
みんなで協力しながら自分にできることを
やって行くことで大きなものが形になって
いく体験に感動を覚えた。
　改めて人の力というのを感じられたとと
もに、こういった中で個人がどう活かせる
かについても考えることができた。
　最後芸術祭を見て回ることができ、全体
像の中の自分たちの仕事を見ることができ
たのも良かった。
　反省というより、消化不良のようなもの
を上げるのなら自分自身が関わったのがほ
んの最期の一時期でしかなかったために、
上にあげたような実感も部分的なものであ
ること。それでも十分思うことはあったが、
やはり最初から最後まで携わっていた方々
に比べると少し距離感を感じてしまった。
　しかし今後こういったことに積極的に関
わって行けたらという前向きな気持ちが生
まれたことがすごく嬉しかった。

                   　　   彫刻専攻 4年
                    　　  小孫ちさと
　今回スズプロに参加して、普段の制作で
は感じることのできない貴重な体験をさせ
て頂きました。あまり長い期間はいれな
かったのですが、自分もスズプロの一員と
して奥能登国際芸術祭に参加することがで
きました。地域の人との関わり、その土地
の文化や歴史を美術作品を通して考える
きっかけになりました。一日中、色々な専
攻、学年の人たちと過ごし、いつもとは違
う環境もあり、新鮮な気持ちで制作に取り
組むこともできました。
　これからの自分制作の大きな糧になった
と思います。奥能登国際芸術祭に関わった
すべての方に感謝の気持ちでいっぱいで
す。ありがとうございました。

                    　　  彫刻専攻 4年
                   　　   松村れん
　他者と制作をすることによって情報伝達
の仕方や沢山の人を動かしていく事の手間
と難しさを知った。自分以外を含む制作は
感覚やイメージだけでは達成出来ず常に共

有を行わなければならない。その上でそれ
ぞれが役割を果たし、責任を持たなければ
出来ない。責任への自覚を持つためには明
確な目標が必要だった。それは関わる全て
の人が向かう１つの目標ではなく、それぞ
れが設定する目標 ( それはプロジェクトへ
関わるモチベーションとも言える ) だった
のではないか。その為に上に立つ指示者は
出来る限りの情報を開示し共有する必要が
あり、個々のモチベーションや能力に伴っ
て仕事を配分する必要がある。それはとて
も難しいことなのだが、、、
　今回は " やる " ことが手探りすぎた気が
する。
　出来る可能性を最大限に増やすのではな
く、絞る努力をしなければ現実的な物事は
進まない。「ゴールが見えなくても進む方
向は知っている」程度の導きは始めから決
定すべきだったなと思う。

                    　　  彫刻専攻修士 1年
                     　　 丹羽啓
　自分は途中からの参加でしたが、芸術祭
ならではの地域に密着した作品制作の全体
像を体験できてよかったです。
　そこでは世界で活躍している作家たちと
肩を並べ、能登から世界に向けて作品を発
信していく姿勢や心構え、また大型作品を
みんなでつくることによって生まれる驚き
や感動など、個人制作では経験できないこ
とをたくさん学べました。
　その中で一番印象に残ってるのは、公式
な場に立って真剣に制作に向かう上で、他
専攻の垣根を超えてものをつくることの楽
しさや面白さを共有できたことです。
　自己制作において強い原動力になったと
共に、より美術、アート業界に興味をもつ
きっかけとなりました。

                    　　  芸術学専攻 3年
                  　　    江川真里奈
　たくさんの発見や楽しさとやりがいと、
一方それだけではどうにもならない問題だ   
らけの 1 年間だった。結果論では “良かっ
た” かもしれないが、実際外から一時期ブ

ラックだと言われていた事実があり、自己
犠牲を働いたメンバーが多数いるのを忘れ
てはいけないと思う。活動に伴う仕事は、
資料制作、交通手配、先生や現地の方と連
絡、住環境の整備、炊事、掃除、備品の買
い出しや会計などの雑務まで多岐にわたり
多忙を極めた。やってよかった、楽しかっ
た、だけでは済まないが、この身を通して
学んだことは沢山ある。予定や仕事に追わ
れはしたが、自分ができることややりたい
こと、意義を考え葛藤しながら活動してい
た日々の中、微力ながら一端を担えていた
らいいなと思う。

　最後に我々を受け入れてくださった珠洲
の方々、私の弾丸トークに付き合ってくれ
たメンバーの皆様、本当にありがとうござ
いました。
　この縁は切れることはないでしょう。ま
たいつか飲みながら初代スズプロ（笑）の
思い出話で花咲かせれたらと思います。

                    　　  芸術学専攻 3年
                     　　 桶谷いづみ
　芸術祭に関わるということ自体なかなか
できることじゃなく、非常に良い経験に
なった。他専攻、他学年のメンバーはもち
ろん、珠洲の人々や芸術祭に来ていただい
た人々など多くの人と関わることができた
のも良かった。自分にできることやしたい
こと、向いていることなど社会に出るまで
に見つけておきたい、気づいておきたいこ
とへの手がかりとなるものを多く得られた
ように思う。この活動で得たものはきっと
学生生活において何にも代えられない貴重
なものだった。

                     　　 芸術学専攻 4年
                    　　  杉山知里
　私は、もともと複数人で活動をしたりモ
ノを作ったりするプロジェクトというもの
自体に興味があり、大学 2 年次以降は積極
的に活動してきた。そのうち、地域活性化
にも興味があった私は「アート」と「まち
づくり」が一体となって物事が進行する「芸
術祭」という形態のプロジェクトに強く興

味を持った。同じ時期、奥能登国際芸術祭
が開催されるということを知り、しかも結
果的に運良く、このように深い関わりをす
ることができるようになったのは本当に幸
運なことであった。

　実際に活動してみると、人の輪がみるみ
る広がっていった。大学内では教員、学生
ともにあらゆる専攻と学年をまたいだ人間
関係が生まれたし、それは珠洲においても
そうで、様々な場所で、様々な立場の方々
と出会い、関係が生まれたことは一生の財
産ともなった。情報収集や意見交換、懇親
の場として、所謂「飲み会」も数え切れな
いほど重ねたのだが、やはり珠洲の本当の
姿が見えたのはそういう場であったと思
う。「ここの場だけの話」「正直な話」「私
たちだから言える話」が、珠洲の人々と学
生の間で取り交わされた。これはスズプロ
という団体や奥能登国際芸術祭がなければ
絶対に生まれ得ないものであったであろ
う。次第に、スズプロメンバーが珠洲の人
にとって「よそ者」でも「うちの者」でも
ない存在になっていったように感じた。も
しかすると、地域にとっては、このような
言わば「どっちつかず」の人間が、潤滑油
になることもあるかもしれないと感じると
ころもあった。

　また、自分の所属する芸術学専攻の卒業
論文を「アートプロジェクト再考̶金沢
美術工芸大学アートプロジェクトチーム

［スズプロ］学生代表として奥能登国際芸
術祭に参加しながら̶」というタイトル
で執筆することとなり、芸術祭終了後も珠
洲の人やスズプロメンバーへのアンケート
をとったり、今回の芸術祭を記録としてま
とめたりした。スズプロの活動をしながら
卒業論文執筆を進めるのは大変だったが、
芸術祭をつくる当事者としての視点と、客
観的に分析する研究者としての視点の両方
を持つことができたのは、とても有意義
あったと思う。

　初めてのことばかりでがむしゃらに学生
代表を務めさせていただいた中で、その成
果も反省点も多い。奥能登国際芸術祭で作
品を発表するために立ち上がったスズプロ

だが、今後の活動の余地も十分にあると
思っている。この報告書が、アートプロジェ
クトや大型作品の制作などを志す人々に少
しでも役に立つものになれば幸いである。

                    　　  視覚デザイン専攻 1年
                    　　  喜多美友
　このスズプロというチームに所属して、
珠洲という縁もゆかりも無い街が、私に
とってとても思い入れのある街になりまし
た。珠洲の潮風や、街の人々の人柄の良さ
が、とても心に残ってます。そして何より、
そんな街で大きな作品に携われたことを誇
りに思います。

                    　　  視覚デザイン専攻 1年
                    　　  桐本清花
　石川県輪島市出身の自分にとって、珠洲
市は奥能登の仲間として親しみ深い場所で
した。そんな珠洲市で国際芸術祭が開催さ
れるときいて、何か関わることができない
かと考えていたところ、スズプロに出会い
ました。様々なワークショップ等を通して、
地元の方達に協力していただきながら作品
を作るのは、大学内で制作を行うだけでは
得られない、貴重な経験でした。かもやで
は、普段はあまり関わることのない他専攻
の先輩や仲間と共同生活をし、相談に乗っ
てもらったりして、本当に良い時間を過ご
させてもらいました。作品作りに関して、
自分は蔵の中にこもり、曼荼羅で自然物の
描写をしました。実際の珠洲の地形に合わ
せて、日々、だんだんとモチーフが増えて
いく情景は、なんとも言えない感動があり
ました。スズプロの作品に関しては、大き
な大きな八木家のお屋敷に負けない、秘め
たパワーをもつものばかりで、出来上がり
を見たときに、圧倒されました。このよう
な素晴らしい作品作りに携わることがで
き、感謝しています。

                     　　 環境デザイン専攻 1年
                    　　  伊藤唯
　今振り返って強く思うことは、現地で暮
らしたこと、かもやで共同生活をしたこと

は、制作においてや個人的にも重要で必要
なことであったということです。一つにそ
の場所を見たり聞いたり感じて時間をかけ
て知ること、そしてもう一つ、メンバーと
過ごし食事の時間やちょっとした時間も共
にすることは作品全体の情報共有の機会に
なり、教授・先輩方の想いや考え、珠洲の
こと、自分が参加する以前のこと、これか
らのこと、知らなかったことが会議とは別
の場だからこその形で沢山教えていただけ
て、話し合えたと思います。
　その場所や人のことを、挨拶や二・七の
市での立ち話、公開制作、芸術祭の開催期
間中に聞いた感想などの話、景色、暮らし、
空気からできるだけ近くで感じ考え知るこ
とのできる場と、仲間と何でもないことか
ら夢まで語るような場は、信頼関係を築く
ためにもこれかれグループ制作やデザイ
ナーとして多くの人と何かを作り上げると
きに大切にしていきたいです。
　最後になりましたが、このスズプロの活
動でメンバーの方々や珠洲の方々、たくさ
んの方にお世話になりました。自分は至ら
ないことばかりで後悔も多いですが、本当
に心からの感謝の気持ちでいっぱいです。
ありがとうございました。

                    　　  環境デザイン専攻 2年
                     　　 加藤こころ
　今回、スズプロの作品リーフレットのデ
ザインを担当させていただいて、スズプロ
の活動風景を実際にみて、お手伝いもさせ
ていただきましたが、とてもアットホーム
な雰囲気の中で進めることができました。
　といっても、皆が真剣に作品と向き合い、
大きなひとつのものを作っている姿はとて
も印象に残りましたし、珠洲の地域の方と
の交流も深く、人間味のある制作活動だと
感じました。これからもスズプロを応援し
ています。

                     　　 環境デザイン専攻
                    　　  修士 2年
                    　　  白木裕也
１，参加しているメンバーがとても多様で
あったので、様々な視点で物事を見たり、

アプローチしている点が、参加者側として
もとても刺激的で新鮮でした。
２，珠洲で過ごす時間について、制作期間
や芸術祭期間中の滞在時間、金沢との往復
や制作などでやらないといけないことが多
くあり、それはそれで充実していたのです
が、珠洲であえて予定のない、気のままに
過ごす時があれば、何かまた得られるもの
があったのかな、、と思いました。

                      　　環境デザイン専攻
                    　　  修士 2年
                     　　 成子夏芽
　私はデザイン科という立場で参加してき
ましたが、「芸術祭」と聞いても、デザイ
ン科の人たちの多くは「ファイン系の人た
ちがすること」「自分とは関係ない」と思っ
てしまっているのではないでしょうか。
　しかし実際は、デザインの実践の連続で
す。会議の進め方や、組織づくり、コンセ
プト立案、そして制作に至るまで、自分一
人ではなく、チームメンバー、先生、行政、
さまざまな企業との関わり合いの中で行い
ます。こんなものを作ってほしいと依頼を
受けること、出した案が通らないこと、予
算が無くて妥協を強いられること、生々し
いデザインの現場を肌で感じることができ
ました。
　また、制作で行き詰まったときに思い出
すのは、珠洲で関わった人々のことです。
スズプロは地域との関わりを大切にして活
動しています。学生ひとりひとりが地域の
コミュニティに入り、人間同士の関係を築
きあげてきました。そこで関わった人々の

「喜ぶ顔が見たい」という純粋な気持ちが、
制作のモチベーションを高めます。デザイ
ンは誰かのために行うものだと、そんな原
点を改めて実感し、今後の自分の生き方の
軸となりました。
　このように、多くのデザインの実践と
人々との関わり合いの中で、技術的にも人
間的にも大きく成長することができまし
た。スズプロが芸術祭に関わることは「アー
ト作品をみんなでつくる」以上のことを生
み出します。是非これから、デザイン科の
人たちも積極的に関わっていってほしいと
思います。

                    　　  工芸科 2年
                     　　 村岡ゆきの
　珠洲という場所は幼い頃、ダーツの旅で
見たことがあるくらいの認知度でした。ス
ズプロに初めて参加したのはただの助っ人
として田植えに行った時でした。しかしそ
の時の訪問で能登へ行き、珠洲へ行き、今
までの生活で触れ合えない景色や感動の多
い珠洲での生活に魅力を感じました。１つ
の家を借りて、メンバーと共同生活をしな
がら制作を進めていくことで、とても良い
チームが作れました。メンバーは全く大学
内での関わりの無かった人達でしたが、と
ても空気が合うというか、自分らしくいら
れるチームでした。世界で活躍するアー
ティストが出品する芸術祭で、学生チーム
としてその舞台に立つ大変さやプレッャー
に全員で挑めたのは、寝食を共にしたスズ
プロだったからだと思います。この奥能登
国際芸術祭の経験を生かして、次の地域芸
術プロジェクトへのステップに生かしてい
けたら良いと思います。

                    　　  工芸科 4年
                     　　 安藤果穂
　私は、このプロジェクトに参加して外部
と積極的に繋がる事の大切さを学ぶことが
できました。私が実際作業に参加させてい
ただいた日数は 2,3 日と、非常に短い期間
だったのですが、その中で他専攻の学生さ
んや先生方、珠洲の地元の方々など沢山の
方と出会い、言葉を交わし、大学の中だけ
では決して得られない体験をすることがで
きました。普段は大学の作業場にこもって
制作をしているのですが、このプロジェク
トをお手伝いさせていただいたことで、
もっと外へ出て外部と交流し、繋がりをつ
くろうと考えるようになりました。

                    　　  工芸科 4年
                   　　   笹谷美月
　3 月に友人の紹介で加入し、芸術祭閉幕
まで携わってきた。当時は本格的に制作に
入るという段階であったので、  主に作業メ
ンバーとして一通りの作品制作に参加し

た。
　当初、周囲は友人 1 人を除いて今まで全
く面識、交流のない人達で、その環境下で
活動することに不安と疑問を抱いたが、プ
ロジェクトの内容は然りそれに対するメン
バーの熱意に圧倒され、いつの間にかそん
なものは忘れて活動にのめり込んでいっ
た。自分の性格からして、ここまでやって
こられたことに今でも驚くことがある。そ
れくらいこのプロジェクトは作品だけでな
く、組織的にも人に何かしらの影響を与え
る大きな力を持っていたということは、間
違いないだろう。
　美大には、自身が抱く考え、感情などを
元にモノという形でそれらを表現するとい
うことに、重きをおく人達が多いと思う。
私もそんな人間である。だが最高学年に
至ってもなお、自分は無意味なもの、価値
のないいわゆるゴミを作ってしまっている
のではないかという切迫観念から逃れられ
ることはない。だけれども、それから少し
でも距離を離せる可能性をスズプロの活動
を通して感じることができた。それはこん
なことである。
　スズプロは、芸術祭開幕 1 年以上前から
奥能登、珠洲、さらには作品会場のある商
店街周辺に至るまで、足を使った調査、住
人達との直接的な交流を深め、あらゆるも
のを “学び” 取ってきた。
　そんな膨大な情報を踏まえた制作であっ
たが、特に奥能登曼荼羅は、年度始まりか
ら終盤にかけて夜遅くまで活動するなど、
誰もが死ぬ気で取り組むほどであった。資
金援助など組織が荷うものが相当なもので
あったこともあるだろうが、情報だけで既
に説得力のあるものを形にする際、簡略化
しすぎると表面的になってしまう恐れがあ
る。それを克服した結果が、スズプロの作
品に表れている。
　間に合わせる制作段階を組むのが普通
で、当たり前だと思う。だがそれを念頭に
置いてもなお、自分を追い詰めることはな
かなかできるものではない。
　このことが、自身のモノづくりの概念を
考えなおすきっかけとなった。このチャン
スを与えてくれたスズプロ及び、珠洲の
方々に感謝している。

                    　　  工芸科 4年
                    　　  百歩陽子
　私は工芸科で、大学の制作において、誰
かと一緒に作り上げるということはしませ
んでした。それは技術的にも技法的にも主
に個人で行うことだから、ということでも
あります。
　そのため、スズプロで特に有意義に感じ
たのは、複数人で作るということ。それか
ら、複数人で作り上げているのにまるで一
人で行えているかのような連帯感を感じら
れたことです。全員が１つの目的に向かっ
て、個人の思想から捲り上げるようなこと
は普通の友達関係ではあまり無い機会で
す。そこに、身内、内輪の関係だけではな
く地域の人や出会った人、お世話になった
人など人という存在自体をありありと感じ
ていました。
　自分の周りにいるメンバー、そうではな
くても関わってくれていた人、その土地に
住む人、土地の恩恵、自然の美しさと、果
ては世界まで空想を巡らすことができるよ
うな経験でした。
　それらを感じることができたのは、一人
でこのプロジェクトに取り組んでいたわけ
ではないからです。色々な人が関わること
による化学反応、みたいなものに私は感動
しっぱなしでした。体感できた私は幸せ者
です。
　勿論その代償にしたものはたくさんあり
ますが、今だからできて今だから感じられ
ることを精一杯享受できたと思います。そ
れは、ただ専攻の枠に収まっていると味わ
えないことです。きっと、この感覚を味わっ
てしまうと多くの人はやめられなくなるく
らい、魅力的です。

                    　　  工芸科 4年　　　　
                   　　   安田日菜子　　　　
　私は、同級生に誘われて初夏くらいに初
めてスズプロの見学に行きました。全く関
わりがなかった専攻の人たちが同じ場で一
つの仕事をしていることにとても魅力を感
じました。私はこういった他専攻の方たち
と交流することが少なかったし、大きなプ
ロジェクトも初めてだったので、今振り返
るとただ言われるがまま出来る作業を探し

てサポートするような形でスズプロに関
わっていたように感じます。
　しかし、和紙を壁面に貼る作業で自分の
専攻の技術が役立ったり、日本画の画材で
絵を描く機会があったり、私一人では出来
なかった経験がたくさんあり、スズプロに
関わることが出来て本当によかったと思い
ます。
　また、私一人では出会えなかった人たち
に出会えたことも、スズプロに関わって得
られたものの一つだと感じます。様々な価
値観や感性を持つ集団の中で、自分がどう
いった人間なのか、なにが出来るのか、な
ど制作に関しても自分の内面的にも成長す
ることが出来たのではないかと感じます。
　私の大学生活の中で、スズプロに関わっ
たひと夏、またその後の関係は、とても大
きなものになりました。是非今後もそう
いったプロジェクトチームとして存在して     
くれたらと思います。ありがとうございま
した。
 
                        　　    清華大学  美術学部 工芸美術部
                           　　　   繊維芸術専攻 4年　　　　
                    　　   曾斯琴　　　　
交換生として、スズプロに参加できること、
実に幸運でした！これは私が初めてみんな
で参加した大規模な創作で、大きな作品の
成長を目撃しました、本当に素晴らしいこ
とです。疲れましたけど、みんなと一緒に
いて楽しかったです。この間、皆さんにお
世話になって、たくさんの友達と忘れられ
ない思い出ができました。そして、全部の
先生やメンバーに感謝したいと思っていま
す。

                           　　　  油画専攻卒業生 /
                          　　　   スズプロコーディネーター

                  　　    中島大河
　スズプロには、学部四年生から卒業後
コーディネーターとしての約二年間関わら
せていただきました。学生教員が一年以上
かけて地域と向き合い、芸術祭へ作品を出
品するという例の無い活動は、私や学生に
とって貴重な体験になりました。
　また、スズプロの活動を通して、社会や
地域の関係に対して大学が関わることの可
能性を垣間見ることが出来ると思います。

　このような活動が一度に終わらず、これ
からも続いていくように尽力していきたい
と思います。

　最後に、金沢美術工芸大学での四年間の
過程を超え、コーディネーターと言う形で
プロジェクトに参加させていただいたこと
に感謝を申し上げたいと思います。ひとえ
にスズプロの活動に共感いただいた関係者
の皆様、温かく受け入れていただいた珠洲
の方々、活動を基盤から支えていただいた
諸先生方、そして最前線で頑張ってくれた
学生の皆のお陰です。本当にありがとうご
ざいました。

                     　　 油画専攻教員
                  　　    岩崎純
　私は今回、スズプロ（暖簾制作）に参加
させて頂きました。学生との共同作業にお
いて、染色や撚り紐作りなど自身も初めて
の作業を経験しました。時間を忘れ、学生
達と深夜に及ぶ作業となったことも今では
懐かしい思い出です。珠洲市民の方々との
ワークショップなどを通じても、地域社会
とのかかわり方やアートの社会における役
割など、改めて再確認させて頂く大変良い
機会となりました。次回（3 年後）の奥能
登国際芸術祭での「スズプロ」の活躍に期
待します。

                    　　  油画専攻教員
                     　　 高橋治希
　初めて学生（生徒）と作品を制作したの    
は２００３年の石川県高校文化祭の時で、
美術部の生徒の定期テストの答案をボンド
で繋ぎ合わせて、全長３m 位の大きな紙
飛行機を作って、金沢市民芸術村の中に浮
かせました。それから毎年生徒とアイデア
を出し合いながら大きな作品を作っていま
したが、美大に来て２００９年からは私自
身が国際芸術祭に出品するようになってか
ら、「いつか地元の国際芸術祭のステージ
で学生と一緒に作りたい」と思っていまし
た。それが今回、実際に実現できたことは
私の教員人生の中でも一つの大きな区切り

だと思っています。
　今回私は、「こうなったらいいな」とい
う事を実現できましたが、同時に私が想定
した方法や熱意では、この先進めないこと
も理解出来ました。今回のプロジェクトは

「究極の教育法でありながら、このメンバー
だからできた事であって、教育の仕組みに
はならない」というのが実感です。「教員・
学生全員が作家で、互いに持てるものやプ
ライド、責任感を正面からぶつけ合いなが
らギリギリで出来た作品」この危なっかし
さが「スズプロ最大の魅力であり弱点」で
もあると思いました。そうした場に参加で
きて、みんなには本当に感謝していますが、
その反面「やっちまった・・・」感も持っ
ています。

                    　　  油画専攻教員
                     　　  真鍋淳朗
　これまでの 20 世紀型のアートは、個人
の表現・国家権威の証明・民族存続の抗争
であり、欧米が中心のメインストリームと
呼ばれる経済優先主義であり、その潮流は
現在も継続しています。一方で、これから
はアジアが世界経済や芸術文化の中心的役
割を担っていく背景の中で、アーティスト
や地域社会の人々が主体となって協働で創
られていく 21 世紀型アートのパラダイム
をめざすべき時代へと移行しつつありま
す。
　そのような時代背景の中で、［スズプロ］
は、奥能登国際芸術祭 2017 を機に結成さ
れ、本学学生と地域社会との交流から、日々
創造されていく新たな「モノ」と日々繰り
広げられる挑戦的な「コト」を生み出して
いきました。
　明治期に建造された奥能登の典型的大型
古民家の空間に、その場の特性を活かしそ
の場でしか成立しない「サイトスペシ
フィック」で探求的な作品が具現化し、
21 世紀の新たな関係性を生み出す「リレー
ショナル・アート」の芽生えとなる活動で
あったと確信しています。
　奥能登における［スズプロ］の活動を通
して、アートが社会の諸要素を媒介してい
く機能によって地域社会の潜在力を喚起す
ることが実証されました。その中で生み出

された数々の事象が編纂された［スズプロ］
の研究成果報告が、先行事例として日本国
内の過疎化が進み疲弊している地域社会の
喫緊の課題解決に役立ち、地方創生に貢献
できることを希求しています。

                     　　 彫刻専攻教員
                    　　  芝山昌也
　祝祭や風土、歴史や地理をテーマにした
作品制作、民家に残された物品による作品
制作、古民家や蔵の会場利用、地域住民と
のワークショップや協働活動、これらは今
回の奥能登国際芸術祭でスズプロの主な活
動です。このいずれも、今では地域アート
の標準的とも言える手法で、何も新しいこ
とはありません。今回、スズプロはあえて
この手法で、美大の素朴な造形力を信じて
集中させました。その結果、息を呑むよう
な作品群が完成し、多くの人に多くの感動                       
を与えることができたのだと思います。こ
の感動的な経験は、これからの個々の創造
活動にとって大きな財産となるはずです。

                     　　 工芸科教員
                     　　 池田晶一
　「奥能登国際芸術祭 金沢美術工芸大学
アートプロジェクトチーム [ スズプロ ] に
関わって」
　私の専門分野は工芸であるが、専門分野
から見て、今回このプロジェクトに関わっ
て私なりには様々な課題があることを感じ
た。
　私にとっては、所謂プロジェクト型の
アートということを理解するところから、
実際に何かが形になってゆくまでのストー
リーがなかなか見えにくかった。また、工
芸は手にする素材や技術によって出来上
がってゆくもので、なかなか金沢から離れ
た能登の地で何かを作って行くこともイ
メージしにくかった。
　しかしながら幸いにも、学生たちの熱心
な取り組みにより、屋敷の中には仕事量と
熱量のある作品が完成していった。
　課題や問題点は、この際横に置いておく
として、学生が自ら立案し、それを分担し、 
解決し、魅力ある形へと昇華していった経

緯は、実際の作品が出来上がって大きな成
果を得たのではないだろうか。
　また、形となった作品はもとより、現地
に足繁く通い、地元の人たちと多くの交流
を持ってプロジェクトとしてそれを成し得
たことは、たくさんの汗を流した学生の成
果であり、そこで得た体験も彼ら自身に大
きく刻まれていることと感じる。
　おおよそ、側から見守っていただけでは
あるが、プロジェクトの期間において彼ら
が大きく成長し、また地元との交流の中で
人と人との繋がりが持てたことは彼らの財
産である。大学の教室では得られない学び
があったことを記憶の中に抱いて、今後彼
ら自身の制作に生かしてもらえればと思
う。

                   　　   一般教育等教員
                     　　 稲垣健志
　 歴史学や社会学を専門としているため、
アート制作という点では全くの門外漢であ
るが、フィールドリサーチや文献調査など、
自分の領域から多少のサポートはできたよ
うな気はする。いずれにしても、珠洲の歴
史や文化を一生懸命調べて、その成果を「静
かな海流をめぐって」という作品に昇華さ
せたことは、学生にとって本当に得難い経
験だったと思う。自分自身にとっても、「コ
ミュニティにおける文化の役割」や「地理、
社会、個人という 3 層での歴史の捉え方」、

「国際芸術祭の在り方」など、いろいろと
勉強になるいい機会だった。今後は、もっ
と自分の専門領域に引き付けて、「社会に
おけるアートとは何か」「アートにおける
社会とは何か」といったテーマを掘り下げ
ていきたいと考えている。

活動報告誌に寄せて
これまでの活動を振り返って
残しておきたい想いや考えを、メンバーから集めた。
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　反省点としてはスズプロ参加中に膨大な
時間を失い、個人制作が少々疎かになった
事です。次回までに一層の効率化ができれ
ば良いと期待しています。

                     　　  彫刻専攻 1年
                      　　 笹井南海
　今回での制作が僕にとって初めてのグ
ループでの制作だったので非常に新鮮な体
験ができたという印象を受けました。そし
て、制作を通じて様々な学年とのコミュニ
ケーションが出来たことの他に制作のプロ
セスを間近で体験できたこと、そして地域
と芸術との関わりがどのようなつながりを
持って関わっていくのかというのが間近で
感じられたことが大変ためになりました。
こういった活動は、入学したての一年生に
とって大変刺激になり、この体験が今後の
制作意欲の向上に繋り、クラス全体の制作
に対する士気を上げるためにも、もっとこ
の活動を広く発信するべきだと思いまし
た。

                      　　彫刻専攻 1年
                    　　  皆川嘉孝
　スズプロの活動には曼荼羅のある蔵の壁
面板張り直し作業と、いえの木の制作作業
に参加しました。参加した期間が短く原案
の段階から参加した訳ではなかったのです
が、一年でこのプロジェクトに参加した経
験は価値のあるものだったと思います。ど
ちらも珠洲の方に泊まり込みの制作で、レ
ジデンス制作を体験したようで有意義な時
間を過ごすことが出来ました。また、他学
年や他専攻の学生や先生と共に制作するこ
とは大学のカリキュラムとして少なく、自
分の視野を広げることが出来ました。

                   　　   彫刻専攻 2年
                    　　  大野紗月
   2 日間という短い時間ではあったが、ス
ズプロに少しでも関わることができてよ
かったと思う。普段は個人で制作すること
が当たり前で、人に意見を求めることは
あっても共同でものを作ることはほとんど

                   　　   油画専攻 2年  
                   　　     伊木さなえ
　私はスズプロの活動の中で、特に奥能登
曼荼羅の制作に構想から関われたことがと
ても稀有な経験だと感じます。作品の実際
のサイズもそうですが、奥能登の森羅万象
を描くものとして作品を成り立たせるため
のコンセプトや考え方も非常に規模が大き
く、完成まで長い時間がかかりました。絵
の内容を考える前に、立山曼荼羅を下敷き
にするため、曼荼羅の博物館に行ったり、
珠洲の文化や自然を調べ実物を見に行った
りもしました。スズプロに参加するまで珠
洲という地名すら知りませんでしたが、一
つの土地が海で世界と繋がっていること
や、地形から文化が生まれてくること、そ
れらがそこに住む人々の生活や経験といっ
た小さな事象に現れ出ることを知って、感
動しました。また、山岳曼荼羅に込められ
た仏教思想を珠洲という土地に当てはめて
絵の構造を考えたり、珠洲の土地性と文化
の関係を表現する構成や技法を考えること
は、平面の中で世界を再構築するような感
覚がありました。実制作の段階では、今ま
でほとんど触れたことのない日本画材で壁
面を描いたり、彫刻刀や鑿で床面を彫刻し
たりと、自分の専門外の経験も広がりまし
た。
　そして曼荼羅の制作に限らず、スズプロ
に参加する中で、多くの人と出会うことも
できました。まず、ここまで濃い時間を一
緒に過ごしたのはスズプロメンバーが初め
てだと思います。同じ場所で生活し、一つ
の作品を作り、感覚や考えを深いところま
で共有できたのではないかと思います。い
つも自分より知識も経験も豊富な先輩方に
ついて行くので精一杯だったのが悔しいで
すが、少しでも自分の中に吸収できたもの
があればと思います。また、珠洲の人々と
の出会いも自分にとって貴重な経験です。

住む人々みんながギブアンドテイクの精神
で繋がっていて、この土地で暮らすことに
誇りと志をもっていました。珠洲の人々の
行動力にもいつも驚かされてばかりです。
　芸術祭への参加は一旦区切りがつきまし
たが、スズプロと珠洲の土地や人とのつな
がりは続いています。これから、このアー
トプロジェクトというものを通して、アー
トが社会にどんなものをもたらせるのか、
アートが社会からどんなものを取り入れて
いけるのか考えていきたいと思います。

                 　　     油画専攻 2年
                    　　  中村清夏
　今でも、最初に珠洲を訪れたときの空気
感が強く印象に残っている。特に朝の空気
感が好きで、滞在したときにはいつも早く
起きて散歩をしていた。珠洲に行くといつ
も、心も体もふっと軽くなるような感覚が
する。
　最初は、ただ絵を描いているだけではい
けないなという軽い思いで学部１年の４月
にこの授業を履修した。しかし、活動を続
けていくなかでスズプロのメンバーはもち
ろん、珠洲の方たち、芸術祭関係で出会え
た方たちとの関係は、スズプロに所属した
からこそ築けたのだと思う。そんななかで
人との関わりの大切さや生きるというこ
と、考え方や技術などの多くを考え学ぶこ
とができ、履修、参加して本当に良かった
と感じる。これからもこの出会いを大切に
し、芸術祭関係だけでなく繋がり続けられ
たらと強く思う。
   

                    　　  油画専攻 2年
                   　　   野村明日香
　スズプロの活動を通じて、自分とは異な
る学年・専攻の人たちと関わることができ
た。また、その人たちと一つの作品を作り

上げるという貴重な体験を通じて多くの学
びがあった。私が主に関わったのは玄関に
あるのれんの作品である。染色という普段
自分が学んでいるものとは全く異なる技法
を使い、自分ひとりの制作では到底できな
いような規模の作品を作るというのは、人
数的にも技術的にも難しく苦労したが、そ
のぶん完成したときの達成感があった。ま
た、活動に参加しなければ得られなかった
新しい技術や知識を知り得ることが出来た
ので良かったと思う。

                    　　  油画専攻 2年
                    　　  山本いちご
　奥能登国際芸術祭に参加するという壮大
な目標の上で、何気なくスズプロが始まっ
たイメージがあります。調査報告や作品に
ついての会議を重ね、自分たちを「スズプ
ロ」と名乗るまでにも時間がかかりました。
そんなスズプロが、芸術祭を終わってみれ
ば私たちだけのものではなくなっているの
を感じます。地元珠洲の方、全国各地から
足を運んで鑑賞してくださった方など大勢
の人の記憶に残るものとなりました。日々、
大学で作品を制作しているだけでは感じる
ことが出来なかった「人とつながる」とい
う感覚。その大切さと偉大さをスズプロに
参加したことで得ることが出来ました。
 　改善点としては、制作のマネジメント
が出来ていなかったことが挙げられます。
どういった作品にするのかという原案か
ら、それをどう形にするのか、そして完成
に至るまでのスケジュールをしっかり予定
立てておかないとメンバー個人の時間が無
くなり、負担となります。ただ、今回奥能
登国際芸術祭に展示された作品はその作業
の分量がありありと感じられる作品とな
り、結果としては人々を圧倒するような作
品になったのではないかなと思います。

                    　　  油画専攻 3年
                    　　  筒井愛子
　今度芸術祭がどこそこであるんだって、
という話を聞く度に、もし自分の田舎で芸
術祭が開かれることになったら私はどう思
うかしらと考えます。ちょっと嫌だな。と
いつも思って、その町の方はどうなんだろ
うとフワフワ想像します。私がスズプロに
参加した動機の一つに、地元の人が芸術祭
開催についてどう思っているのかを知りた
かったということがありました。
　珠洲に足を運び始めてまず驚いたのは、
芸術祭を楽しみにしている方が想像してい
たよりもずっとたくさんいらしたことで
す。よそものである私たちのやることを面
白いと言って支えてくださる方も本当にた
くさんおられました。もちろん目立って見
えないだけで、そうでない方もたくさんお
られたのだと思います。過疎化の進む商店
街で「よそから人がたくさん来て商店街が
賑わったらいいと思われますか？」と、あ
る店のご主人に伺ったことがあります。「い
や、まあ、このままでいいんとちがうかな」
１０月、観光客で賑わう商店街を眺めなが
ら、お父さんのその言葉をぼけーと思い出
しました。
　そういった珠洲に住むあらゆる人に対し
て私たちができることは、とにかく珠洲と
いう土地に誠実であることだと考えていま
した。風土や歴史も、脈々と続く人の生活
もできるかぎり全部受け止め、それをあく
まで” 外の者” の目線で丁寧に提示するこ
と。振り返ってみれば、奥能登曼荼羅は私
たちの珠洲と関わっていく姿勢そのもの
だったんだなあと思います。まだ何を作る
かすら決まっていないとき、「ものづくりっ
て社会と関わることそのものだよ」とか「珠
洲のことがホントに好きになっちゃったん
です」とか、学生間で色々と喋っていたん
ですが、その気持ちを最後まで繋げていけ
たことがとても嬉しいことだなあと感じま
す。
　スズプロが持つ珠洲に対するリスペクト
は、他のどんな作家さんにも引けを取らな
いものだったと私は強く信じています。そ
れが作品として実になって、この土地の一
部になってくれるとしたら本当に嬉しいで

すね。あと最後に、月並みな言い方ですが、
珠洲が珠洲でいてくれたことに最高の感謝
をあらわしたいと思います。

                     　　 油画専攻 4年
                     　　 沖田愛有美
　私は自身の身近な課題として過疎と芸術
による地域おこしというテーマに以前から
興味があり、スズプロの活動へ参加した。
　「芸術・アート」というキーワードで集
まった、様々な専攻、年代の学生が、活動
の中で専攻や学年を超えたつながりを深
め、学生主体で意見交換や共同制作を行う
といった活動実態は既存の大学カリキュラ
ムにとらわれない貴重な機会であるように
思った。
　また、現地調査を中心として珠洲市の特
に飯田町の住民の方々との交流の中で、奥
能登国際芸術祭後もさらに様々企画を発案
しながら活動を続けていることが、一過性
の町おこしではなく継続的な活動の仕組み
となる期待感を持った。
　自身制作と活動との両立に苦しみ、スズ
プロとしての活動への参加機会は多くな
かったが、活動を通して得たことは貴重な
経験になっている。

                   　　   絵画専攻油画コース
                    　　  修士 1年
                     　　 上原勇希
　油画専攻の同期生である中島大河君に要
請を受けて参加しました。私は主に曼荼羅
班の絵を描く作業をしました。日本画の水
簸絵具を利用して制作するのは新鮮で、古
民家の蔵にマッチしていたのが卓抜であっ
たと思います。私は作業に従事していたに
過ぎなかったのですが、国際芸術祭で学生
が著名な作家と対等に作品を出品したのは
貴重な体験であり、構想を引き受けていた
学生のご苦労は大変なものであったと記憶
しています。またスズプロには金沢美大の
各専攻が参加していて、それぞれの特性を
最大限生かしていました。
　思い出としては作業後に宿舎で、お酒を
飲みながら他専攻の学生と交流した事で
す。珠洲市の閑静な自然とエネルギッシュ
な地元の方との関わりも印象的です。

ない。スズプロでは、家の木という班で普
段はあまり関わりのない彫刻の先輩や後
輩、先生と共に１つの作品の完成を目指し
て制作をした。どうすれば効率よく、丈夫
になるかということをリアルタイムで考え
話し合う場にいたことを思い出すと今でも
あの時の熱さが蘇るようである ( 物理的な
暑さもそうだが )。また、皆で食事の用意
をしたり、差し入れをいただいたのもプロ
ジェクトならではのいい思い出である。も
う少し長い期間参加できればというのが唯
一悔やまれる。もしまたこのような機会が  
あれば進んで参加したいと思う。

                   　　   彫刻専攻 2年
                    　　  小岩井琳太郎
　学生が国際芸術祭に作品を展示すること
ができたのは様々な意味で良い経験になっ
た。特に、学生たちが共同で現地を調査し、
案を練り込んで制作物を展示する、という
過程を一通り行い、それを芸術祭に提示で
きるレベルまで押し上げられたのは良かっ
た。この経験は学生一人ひとりの自信や今
後の糧となったように思える。展示のレベ
ルに関しては、作業を大人数で行ったこと
で他作品より比較的大規模な作品を制作で
きたことが最も有効に働いていたように見
える。また、今回共同制作を行ってみてま
だまだ可能性あるように感じた。これをよ
り企業的に行うことで実現できる表現も試
してみたい。
　反省点としては初めての芸術祭参加であ
り、多人数であったことによる、全体の進
行の計画性不足が挙げられる。これが一部
の学生に大きな負担をかけていた。また、
他の芸術祭参加者との交流ももう少しあっ
ても良かったように感じる。

                    　　   彫刻専攻 2年
                     　　  中嶋彩乃
　共同での制作ははじめての体験だったの
で、学ぶことが多かったと感じています。
個人制作とは異なり、自分一人の感性だけ
ではなく、制作に携わるメンバーの「感性
の総体」といったようなものが作品に反映
されてゆく印象を持ちました。そのためか、

出来上がった作品も、ある意味普遍性を
持った、万人が「素敵だ」と感じられるも
のになっていた気がします。
　昔ながらの生活の面影を残している珠洲
地方、さらに八木邸という旧家の内部はま
るで別世界のように感じられ、自分がいか
に現代的な感覚に囚われているのかを実感
しました。

                    　　  彫刻専攻 2年
                    　　  林穂南
　今回の活動において自分は自分の専門と
は異なる、工芸的特に染色の分野を担当す
ることになったため始めは戸惑いもあっ
た。しかし、専門外の分野をここまで深く
学ぶことはスズプロがなければできなかっ
たことであるため、非常に有意義であった。
また、１つのプロジェクトがどのように進
んでいくのかという興味を持って参加して
いたため、作品マネジメントやスケジュー
ル管理、様々な人とのコミュニケーション
など自分の身になる経験ができた。自分の
見通しの甘さを感じることが多かったこと
や、大勢の中でどのように意見するかなど
これからの課題も発見した。今後見直して
行きたい。人との関わりの重要性を実感で
きた 10 ヶ月だったように思う。

                    　　  彫刻専攻 2年
                     　　 深田拓哉
　スズプロに実際に関わった時間は 3 日程
度で非常に短い時間だったが、濃密なもの
であった。能登の土地は良くも悪くも何も
ない土地に思えた。しかし八木家は能登の
地で暮らしてきた人々の歴史を感じること
ができた。実際にその土地に根付いた歴史
と関連させた作品に携わることは初の試み
であり、新鮮なものであった。実際に出来
上がったものも圧倒的に迫力があったよう
に思える。教授に拉致されるような形で参
加して、思っていた 50 倍くらい重労働だっ
たが結果としては充実した 3 日間であっ
た。あとアーク溶接が上手くなりました。
 　個人的に奥能登芸術祭において目標人
数を達成できたのか、今後もスズプロを続
けていくのか、作品の今後の展望、保存す

るのかどうなるかをあまり聞いていないの
で詳しく聞ける機会があれば少し嬉しいで
す。

                    　　  彫刻専攻 2年
                    　　  水野由羅
　スズプロに参加したことで、そうでなけ
れば接点のなかった人や場所と出会うこと
ができた。
　同じ大学とはいっても 4 年間全く関わり
のない人もいる。そんななかスズプロには
様々な専攻の方がおり、勉強していること
や制作について、意見を交わすことができ
たのはとても大きかった。
　リサーチでは自分ではあまり行くことの
ない郷土の資料館や博物館に行くことがで
き、また、珠洲にすんでいらっしゃる方と
直接お話しする機会もこういう機会でなけ
ればなかったので、貴重な経験だった。

                    　　  彫刻専攻 3年
                    　　  庄子陽子
　学年や専攻を越えた多くの人と一緒に作
品を作ること、個人では作れないような大
きな作品の制作に関われたこと、これらは
普段、主に個人で作業を行う学校の制作で
は絶対に出来ないようなことなので、とて
も貴重で勉強になる経験ができました。ま
た、国際芸術祭が始まり、会場で鑑賞者の
方や地域の方とも直接話をすることがで
き、いろいろな意見が聞けたり、作品の説
明をすることができたのは良い体験であっ
たと思います。

                     　　 彫刻専攻 4年
                     　　 岡本孝介
　自身の制作とは違ったスケールの大きさ
を体感でき、勉強になるとともに楽しむこ
とができた。
　スケールとは作品そのもののサイズのこ
ともそうであるし、珠洲という土地、八木
家という場所、スズプロ、金沢美術工芸大
学などの立場、奥能登芸術祭という展覧会
として、扱うテーマや関わってくるものや
人などあらゆるものにおいて、個人の制作

での範囲を超えていた。
　1 人で考えると途方も無い大きさだが、
みんなで協力しながら自分にできることを
やって行くことで大きなものが形になって
いく体験に感動を覚えた。
　改めて人の力というのを感じられたとと
もに、こういった中で個人がどう活かせる
かについても考えることができた。
　最後芸術祭を見て回ることができ、全体
像の中の自分たちの仕事を見ることができ
たのも良かった。
　反省というより、消化不良のようなもの
を上げるのなら自分自身が関わったのがほ
んの最期の一時期でしかなかったために、
上にあげたような実感も部分的なものであ
ること。それでも十分思うことはあったが、
やはり最初から最後まで携わっていた方々
に比べると少し距離感を感じてしまった。
　しかし今後こういったことに積極的に関
わって行けたらという前向きな気持ちが生
まれたことがすごく嬉しかった。

                   　　   彫刻専攻 4年
                    　　  小孫ちさと
　今回スズプロに参加して、普段の制作で
は感じることのできない貴重な体験をさせ
て頂きました。あまり長い期間はいれな
かったのですが、自分もスズプロの一員と
して奥能登国際芸術祭に参加することがで
きました。地域の人との関わり、その土地
の文化や歴史を美術作品を通して考える
きっかけになりました。一日中、色々な専
攻、学年の人たちと過ごし、いつもとは違
う環境もあり、新鮮な気持ちで制作に取り
組むこともできました。
　これからの自分制作の大きな糧になった
と思います。奥能登国際芸術祭に関わった
すべての方に感謝の気持ちでいっぱいで
す。ありがとうございました。

                    　　  彫刻専攻 4年
                   　　   松村れん
　他者と制作をすることによって情報伝達
の仕方や沢山の人を動かしていく事の手間
と難しさを知った。自分以外を含む制作は
感覚やイメージだけでは達成出来ず常に共

有を行わなければならない。その上でそれ
ぞれが役割を果たし、責任を持たなければ
出来ない。責任への自覚を持つためには明
確な目標が必要だった。それは関わる全て
の人が向かう１つの目標ではなく、それぞ
れが設定する目標 ( それはプロジェクトへ
関わるモチベーションとも言える ) だった
のではないか。その為に上に立つ指示者は
出来る限りの情報を開示し共有する必要が
あり、個々のモチベーションや能力に伴っ
て仕事を配分する必要がある。それはとて
も難しいことなのだが、、、
　今回は " やる " ことが手探りすぎた気が
する。
　出来る可能性を最大限に増やすのではな
く、絞る努力をしなければ現実的な物事は
進まない。「ゴールが見えなくても進む方
向は知っている」程度の導きは始めから決
定すべきだったなと思う。

                    　　  彫刻専攻修士 1年
                     　　 丹羽啓
　自分は途中からの参加でしたが、芸術祭
ならではの地域に密着した作品制作の全体
像を体験できてよかったです。
　そこでは世界で活躍している作家たちと
肩を並べ、能登から世界に向けて作品を発
信していく姿勢や心構え、また大型作品を
みんなでつくることによって生まれる驚き
や感動など、個人制作では経験できないこ
とをたくさん学べました。
　その中で一番印象に残ってるのは、公式
な場に立って真剣に制作に向かう上で、他
専攻の垣根を超えてものをつくることの楽
しさや面白さを共有できたことです。
　自己制作において強い原動力になったと
共に、より美術、アート業界に興味をもつ
きっかけとなりました。

                    　　  芸術学専攻 3年
                  　　    江川真里奈
　たくさんの発見や楽しさとやりがいと、
一方それだけではどうにもならない問題だ   
らけの 1 年間だった。結果論では “良かっ
た” かもしれないが、実際外から一時期ブ

ラックだと言われていた事実があり、自己
犠牲を働いたメンバーが多数いるのを忘れ
てはいけないと思う。活動に伴う仕事は、
資料制作、交通手配、先生や現地の方と連
絡、住環境の整備、炊事、掃除、備品の買
い出しや会計などの雑務まで多岐にわたり
多忙を極めた。やってよかった、楽しかっ
た、だけでは済まないが、この身を通して
学んだことは沢山ある。予定や仕事に追わ
れはしたが、自分ができることややりたい
こと、意義を考え葛藤しながら活動してい
た日々の中、微力ながら一端を担えていた
らいいなと思う。

　最後に我々を受け入れてくださった珠洲
の方々、私の弾丸トークに付き合ってくれ
たメンバーの皆様、本当にありがとうござ
いました。
　この縁は切れることはないでしょう。ま
たいつか飲みながら初代スズプロ（笑）の
思い出話で花咲かせれたらと思います。

                    　　  芸術学専攻 3年
                     　　 桶谷いづみ
　芸術祭に関わるということ自体なかなか
できることじゃなく、非常に良い経験に
なった。他専攻、他学年のメンバーはもち
ろん、珠洲の人々や芸術祭に来ていただい
た人々など多くの人と関わることができた
のも良かった。自分にできることやしたい
こと、向いていることなど社会に出るまで
に見つけておきたい、気づいておきたいこ
とへの手がかりとなるものを多く得られた
ように思う。この活動で得たものはきっと
学生生活において何にも代えられない貴重
なものだった。

                     　　 芸術学専攻 4年
                    　　  杉山知里
　私は、もともと複数人で活動をしたりモ
ノを作ったりするプロジェクトというもの
自体に興味があり、大学 2 年次以降は積極
的に活動してきた。そのうち、地域活性化
にも興味があった私は「アート」と「まち
づくり」が一体となって物事が進行する「芸
術祭」という形態のプロジェクトに強く興

味を持った。同じ時期、奥能登国際芸術祭
が開催されるということを知り、しかも結
果的に運良く、このように深い関わりをす
ることができるようになったのは本当に幸
運なことであった。

　実際に活動してみると、人の輪がみるみ
る広がっていった。大学内では教員、学生
ともにあらゆる専攻と学年をまたいだ人間
関係が生まれたし、それは珠洲においても
そうで、様々な場所で、様々な立場の方々
と出会い、関係が生まれたことは一生の財
産ともなった。情報収集や意見交換、懇親
の場として、所謂「飲み会」も数え切れな
いほど重ねたのだが、やはり珠洲の本当の
姿が見えたのはそういう場であったと思
う。「ここの場だけの話」「正直な話」「私
たちだから言える話」が、珠洲の人々と学
生の間で取り交わされた。これはスズプロ
という団体や奥能登国際芸術祭がなければ
絶対に生まれ得ないものであったであろ
う。次第に、スズプロメンバーが珠洲の人
にとって「よそ者」でも「うちの者」でも
ない存在になっていったように感じた。も
しかすると、地域にとっては、このような
言わば「どっちつかず」の人間が、潤滑油
になることもあるかもしれないと感じると
ころもあった。

　また、自分の所属する芸術学専攻の卒業
論文を「アートプロジェクト再考̶金沢
美術工芸大学アートプロジェクトチーム

［スズプロ］学生代表として奥能登国際芸
術祭に参加しながら̶」というタイトル
で執筆することとなり、芸術祭終了後も珠
洲の人やスズプロメンバーへのアンケート
をとったり、今回の芸術祭を記録としてま
とめたりした。スズプロの活動をしながら
卒業論文執筆を進めるのは大変だったが、
芸術祭をつくる当事者としての視点と、客
観的に分析する研究者としての視点の両方
を持つことができたのは、とても有意義
あったと思う。

　初めてのことばかりでがむしゃらに学生
代表を務めさせていただいた中で、その成
果も反省点も多い。奥能登国際芸術祭で作
品を発表するために立ち上がったスズプロ

だが、今後の活動の余地も十分にあると
思っている。この報告書が、アートプロジェ
クトや大型作品の制作などを志す人々に少
しでも役に立つものになれば幸いである。

                    　　  視覚デザイン専攻 1年
                    　　  喜多美友
　このスズプロというチームに所属して、
珠洲という縁もゆかりも無い街が、私に
とってとても思い入れのある街になりまし
た。珠洲の潮風や、街の人々の人柄の良さ
が、とても心に残ってます。そして何より、
そんな街で大きな作品に携われたことを誇
りに思います。

                    　　  視覚デザイン専攻 1年
                    　　  桐本清花
　石川県輪島市出身の自分にとって、珠洲
市は奥能登の仲間として親しみ深い場所で
した。そんな珠洲市で国際芸術祭が開催さ
れるときいて、何か関わることができない
かと考えていたところ、スズプロに出会い
ました。様々なワークショップ等を通して、
地元の方達に協力していただきながら作品
を作るのは、大学内で制作を行うだけでは
得られない、貴重な経験でした。かもやで
は、普段はあまり関わることのない他専攻
の先輩や仲間と共同生活をし、相談に乗っ
てもらったりして、本当に良い時間を過ご
させてもらいました。作品作りに関して、
自分は蔵の中にこもり、曼荼羅で自然物の
描写をしました。実際の珠洲の地形に合わ
せて、日々、だんだんとモチーフが増えて
いく情景は、なんとも言えない感動があり
ました。スズプロの作品に関しては、大き
な大きな八木家のお屋敷に負けない、秘め
たパワーをもつものばかりで、出来上がり
を見たときに、圧倒されました。このよう
な素晴らしい作品作りに携わることがで
き、感謝しています。

                     　　 環境デザイン専攻 1年
                    　　  伊藤唯
　今振り返って強く思うことは、現地で暮
らしたこと、かもやで共同生活をしたこと

は、制作においてや個人的にも重要で必要
なことであったということです。一つにそ
の場所を見たり聞いたり感じて時間をかけ
て知ること、そしてもう一つ、メンバーと
過ごし食事の時間やちょっとした時間も共
にすることは作品全体の情報共有の機会に
なり、教授・先輩方の想いや考え、珠洲の
こと、自分が参加する以前のこと、これか
らのこと、知らなかったことが会議とは別
の場だからこその形で沢山教えていただけ
て、話し合えたと思います。
　その場所や人のことを、挨拶や二・七の
市での立ち話、公開制作、芸術祭の開催期
間中に聞いた感想などの話、景色、暮らし、
空気からできるだけ近くで感じ考え知るこ
とのできる場と、仲間と何でもないことか
ら夢まで語るような場は、信頼関係を築く
ためにもこれかれグループ制作やデザイ
ナーとして多くの人と何かを作り上げると
きに大切にしていきたいです。
　最後になりましたが、このスズプロの活
動でメンバーの方々や珠洲の方々、たくさ
んの方にお世話になりました。自分は至ら
ないことばかりで後悔も多いですが、本当
に心からの感謝の気持ちでいっぱいです。
ありがとうございました。

                    　　  環境デザイン専攻 2年
                     　　 加藤こころ
　今回、スズプロの作品リーフレットのデ
ザインを担当させていただいて、スズプロ
の活動風景を実際にみて、お手伝いもさせ
ていただきましたが、とてもアットホーム
な雰囲気の中で進めることができました。
　といっても、皆が真剣に作品と向き合い、
大きなひとつのものを作っている姿はとて
も印象に残りましたし、珠洲の地域の方と
の交流も深く、人間味のある制作活動だと
感じました。これからもスズプロを応援し
ています。

                     　　 環境デザイン専攻
                    　　  修士 2年
                    　　  白木裕也
１，参加しているメンバーがとても多様で
あったので、様々な視点で物事を見たり、

アプローチしている点が、参加者側として
もとても刺激的で新鮮でした。
２，珠洲で過ごす時間について、制作期間
や芸術祭期間中の滞在時間、金沢との往復
や制作などでやらないといけないことが多
くあり、それはそれで充実していたのです
が、珠洲であえて予定のない、気のままに
過ごす時があれば、何かまた得られるもの
があったのかな、、と思いました。

                      　　環境デザイン専攻
                    　　  修士 2年
                     　　 成子夏芽
　私はデザイン科という立場で参加してき
ましたが、「芸術祭」と聞いても、デザイ
ン科の人たちの多くは「ファイン系の人た
ちがすること」「自分とは関係ない」と思っ
てしまっているのではないでしょうか。
　しかし実際は、デザインの実践の連続で
す。会議の進め方や、組織づくり、コンセ
プト立案、そして制作に至るまで、自分一
人ではなく、チームメンバー、先生、行政、
さまざまな企業との関わり合いの中で行い
ます。こんなものを作ってほしいと依頼を
受けること、出した案が通らないこと、予
算が無くて妥協を強いられること、生々し
いデザインの現場を肌で感じることができ
ました。
　また、制作で行き詰まったときに思い出
すのは、珠洲で関わった人々のことです。
スズプロは地域との関わりを大切にして活
動しています。学生ひとりひとりが地域の
コミュニティに入り、人間同士の関係を築
きあげてきました。そこで関わった人々の

「喜ぶ顔が見たい」という純粋な気持ちが、
制作のモチベーションを高めます。デザイ
ンは誰かのために行うものだと、そんな原
点を改めて実感し、今後の自分の生き方の
軸となりました。
　このように、多くのデザインの実践と
人々との関わり合いの中で、技術的にも人
間的にも大きく成長することができまし
た。スズプロが芸術祭に関わることは「アー
ト作品をみんなでつくる」以上のことを生
み出します。是非これから、デザイン科の
人たちも積極的に関わっていってほしいと
思います。

                    　　  工芸科 2年
                     　　 村岡ゆきの
　珠洲という場所は幼い頃、ダーツの旅で
見たことがあるくらいの認知度でした。ス
ズプロに初めて参加したのはただの助っ人
として田植えに行った時でした。しかしそ
の時の訪問で能登へ行き、珠洲へ行き、今
までの生活で触れ合えない景色や感動の多
い珠洲での生活に魅力を感じました。１つ
の家を借りて、メンバーと共同生活をしな
がら制作を進めていくことで、とても良い
チームが作れました。メンバーは全く大学
内での関わりの無かった人達でしたが、と
ても空気が合うというか、自分らしくいら
れるチームでした。世界で活躍するアー
ティストが出品する芸術祭で、学生チーム
としてその舞台に立つ大変さやプレッャー
に全員で挑めたのは、寝食を共にしたスズ
プロだったからだと思います。この奥能登
国際芸術祭の経験を生かして、次の地域芸
術プロジェクトへのステップに生かしてい
けたら良いと思います。

                    　　  工芸科 4年
                     　　 安藤果穂
　私は、このプロジェクトに参加して外部
と積極的に繋がる事の大切さを学ぶことが
できました。私が実際作業に参加させてい
ただいた日数は 2,3 日と、非常に短い期間
だったのですが、その中で他専攻の学生さ
んや先生方、珠洲の地元の方々など沢山の
方と出会い、言葉を交わし、大学の中だけ
では決して得られない体験をすることがで
きました。普段は大学の作業場にこもって
制作をしているのですが、このプロジェク
トをお手伝いさせていただいたことで、
もっと外へ出て外部と交流し、繋がりをつ
くろうと考えるようになりました。

                    　　  工芸科 4年
                   　　   笹谷美月
　3 月に友人の紹介で加入し、芸術祭閉幕
まで携わってきた。当時は本格的に制作に
入るという段階であったので、  主に作業メ
ンバーとして一通りの作品制作に参加し

た。
　当初、周囲は友人 1 人を除いて今まで全
く面識、交流のない人達で、その環境下で
活動することに不安と疑問を抱いたが、プ
ロジェクトの内容は然りそれに対するメン
バーの熱意に圧倒され、いつの間にかそん
なものは忘れて活動にのめり込んでいっ
た。自分の性格からして、ここまでやって
こられたことに今でも驚くことがある。そ
れくらいこのプロジェクトは作品だけでな
く、組織的にも人に何かしらの影響を与え
る大きな力を持っていたということは、間
違いないだろう。
　美大には、自身が抱く考え、感情などを
元にモノという形でそれらを表現するとい
うことに、重きをおく人達が多いと思う。
私もそんな人間である。だが最高学年に
至ってもなお、自分は無意味なもの、価値
のないいわゆるゴミを作ってしまっている
のではないかという切迫観念から逃れられ
ることはない。だけれども、それから少し
でも距離を離せる可能性をスズプロの活動
を通して感じることができた。それはこん
なことである。
　スズプロは、芸術祭開幕 1 年以上前から
奥能登、珠洲、さらには作品会場のある商
店街周辺に至るまで、足を使った調査、住
人達との直接的な交流を深め、あらゆるも
のを “学び” 取ってきた。
　そんな膨大な情報を踏まえた制作であっ
たが、特に奥能登曼荼羅は、年度始まりか
ら終盤にかけて夜遅くまで活動するなど、
誰もが死ぬ気で取り組むほどであった。資
金援助など組織が荷うものが相当なもので
あったこともあるだろうが、情報だけで既
に説得力のあるものを形にする際、簡略化
しすぎると表面的になってしまう恐れがあ
る。それを克服した結果が、スズプロの作
品に表れている。
　間に合わせる制作段階を組むのが普通
で、当たり前だと思う。だがそれを念頭に
置いてもなお、自分を追い詰めることはな
かなかできるものではない。
　このことが、自身のモノづくりの概念を
考えなおすきっかけとなった。このチャン
スを与えてくれたスズプロ及び、珠洲の
方々に感謝している。

                    　　  工芸科 4年
                    　　  百歩陽子
　私は工芸科で、大学の制作において、誰
かと一緒に作り上げるということはしませ
んでした。それは技術的にも技法的にも主
に個人で行うことだから、ということでも
あります。
　そのため、スズプロで特に有意義に感じ
たのは、複数人で作るということ。それか
ら、複数人で作り上げているのにまるで一
人で行えているかのような連帯感を感じら
れたことです。全員が１つの目的に向かっ
て、個人の思想から捲り上げるようなこと
は普通の友達関係ではあまり無い機会で
す。そこに、身内、内輪の関係だけではな
く地域の人や出会った人、お世話になった
人など人という存在自体をありありと感じ
ていました。
　自分の周りにいるメンバー、そうではな
くても関わってくれていた人、その土地に
住む人、土地の恩恵、自然の美しさと、果
ては世界まで空想を巡らすことができるよ
うな経験でした。
　それらを感じることができたのは、一人
でこのプロジェクトに取り組んでいたわけ
ではないからです。色々な人が関わること
による化学反応、みたいなものに私は感動
しっぱなしでした。体感できた私は幸せ者
です。
　勿論その代償にしたものはたくさんあり
ますが、今だからできて今だから感じられ
ることを精一杯享受できたと思います。そ
れは、ただ専攻の枠に収まっていると味わ
えないことです。きっと、この感覚を味わっ
てしまうと多くの人はやめられなくなるく
らい、魅力的です。

                    　　  工芸科 4年　　　　
                   　　   安田日菜子　　　　
　私は、同級生に誘われて初夏くらいに初
めてスズプロの見学に行きました。全く関
わりがなかった専攻の人たちが同じ場で一
つの仕事をしていることにとても魅力を感
じました。私はこういった他専攻の方たち
と交流することが少なかったし、大きなプ
ロジェクトも初めてだったので、今振り返
るとただ言われるがまま出来る作業を探し

てサポートするような形でスズプロに関
わっていたように感じます。
　しかし、和紙を壁面に貼る作業で自分の
専攻の技術が役立ったり、日本画の画材で
絵を描く機会があったり、私一人では出来
なかった経験がたくさんあり、スズプロに
関わることが出来て本当によかったと思い
ます。
　また、私一人では出会えなかった人たち
に出会えたことも、スズプロに関わって得
られたものの一つだと感じます。様々な価
値観や感性を持つ集団の中で、自分がどう
いった人間なのか、なにが出来るのか、な
ど制作に関しても自分の内面的にも成長す
ることが出来たのではないかと感じます。
　私の大学生活の中で、スズプロに関わっ
たひと夏、またその後の関係は、とても大
きなものになりました。是非今後もそう
いったプロジェクトチームとして存在して     
くれたらと思います。ありがとうございま
した。
 
                        　　    清華大学  美術学部 工芸美術部
                           　　　   繊維芸術専攻 4年　　　　
                    　　   曾斯琴　　　　
交換生として、スズプロに参加できること、
実に幸運でした！これは私が初めてみんな
で参加した大規模な創作で、大きな作品の
成長を目撃しました、本当に素晴らしいこ
とです。疲れましたけど、みんなと一緒に
いて楽しかったです。この間、皆さんにお
世話になって、たくさんの友達と忘れられ
ない思い出ができました。そして、全部の
先生やメンバーに感謝したいと思っていま
す。

                           　　　  油画専攻卒業生 /
                          　　　   スズプロコーディネーター

                  　　    中島大河
　スズプロには、学部四年生から卒業後
コーディネーターとしての約二年間関わら
せていただきました。学生教員が一年以上
かけて地域と向き合い、芸術祭へ作品を出
品するという例の無い活動は、私や学生に
とって貴重な体験になりました。
　また、スズプロの活動を通して、社会や
地域の関係に対して大学が関わることの可
能性を垣間見ることが出来ると思います。

　このような活動が一度に終わらず、これ
からも続いていくように尽力していきたい
と思います。

　最後に、金沢美術工芸大学での四年間の
過程を超え、コーディネーターと言う形で
プロジェクトに参加させていただいたこと
に感謝を申し上げたいと思います。ひとえ
にスズプロの活動に共感いただいた関係者
の皆様、温かく受け入れていただいた珠洲
の方々、活動を基盤から支えていただいた
諸先生方、そして最前線で頑張ってくれた
学生の皆のお陰です。本当にありがとうご
ざいました。

                     　　 油画専攻教員
                  　　    岩崎純
　私は今回、スズプロ（暖簾制作）に参加
させて頂きました。学生との共同作業にお
いて、染色や撚り紐作りなど自身も初めて
の作業を経験しました。時間を忘れ、学生
達と深夜に及ぶ作業となったことも今では
懐かしい思い出です。珠洲市民の方々との
ワークショップなどを通じても、地域社会
とのかかわり方やアートの社会における役
割など、改めて再確認させて頂く大変良い
機会となりました。次回（3 年後）の奥能
登国際芸術祭での「スズプロ」の活躍に期
待します。

                    　　  油画専攻教員
                     　　 高橋治希
　初めて学生（生徒）と作品を制作したの    
は２００３年の石川県高校文化祭の時で、
美術部の生徒の定期テストの答案をボンド
で繋ぎ合わせて、全長３m 位の大きな紙
飛行機を作って、金沢市民芸術村の中に浮
かせました。それから毎年生徒とアイデア
を出し合いながら大きな作品を作っていま
したが、美大に来て２００９年からは私自
身が国際芸術祭に出品するようになってか
ら、「いつか地元の国際芸術祭のステージ
で学生と一緒に作りたい」と思っていまし
た。それが今回、実際に実現できたことは
私の教員人生の中でも一つの大きな区切り

だと思っています。
　今回私は、「こうなったらいいな」とい
う事を実現できましたが、同時に私が想定
した方法や熱意では、この先進めないこと
も理解出来ました。今回のプロジェクトは

「究極の教育法でありながら、このメンバー
だからできた事であって、教育の仕組みに
はならない」というのが実感です。「教員・
学生全員が作家で、互いに持てるものやプ
ライド、責任感を正面からぶつけ合いなが
らギリギリで出来た作品」この危なっかし
さが「スズプロ最大の魅力であり弱点」で
もあると思いました。そうした場に参加で
きて、みんなには本当に感謝していますが、
その反面「やっちまった・・・」感も持っ
ています。

                    　　  油画専攻教員
                     　　  真鍋淳朗
　これまでの 20 世紀型のアートは、個人
の表現・国家権威の証明・民族存続の抗争
であり、欧米が中心のメインストリームと
呼ばれる経済優先主義であり、その潮流は
現在も継続しています。一方で、これから
はアジアが世界経済や芸術文化の中心的役
割を担っていく背景の中で、アーティスト
や地域社会の人々が主体となって協働で創
られていく 21 世紀型アートのパラダイム
をめざすべき時代へと移行しつつありま
す。
　そのような時代背景の中で、［スズプロ］
は、奥能登国際芸術祭 2017 を機に結成さ
れ、本学学生と地域社会との交流から、日々
創造されていく新たな「モノ」と日々繰り
広げられる挑戦的な「コト」を生み出して
いきました。
　明治期に建造された奥能登の典型的大型
古民家の空間に、その場の特性を活かしそ
の場でしか成立しない「サイトスペシ
フィック」で探求的な作品が具現化し、
21 世紀の新たな関係性を生み出す「リレー
ショナル・アート」の芽生えとなる活動で
あったと確信しています。
　奥能登における［スズプロ］の活動を通
して、アートが社会の諸要素を媒介してい
く機能によって地域社会の潜在力を喚起す
ることが実証されました。その中で生み出

された数々の事象が編纂された［スズプロ］
の研究成果報告が、先行事例として日本国
内の過疎化が進み疲弊している地域社会の
喫緊の課題解決に役立ち、地方創生に貢献
できることを希求しています。

                     　　 彫刻専攻教員
                    　　  芝山昌也
　祝祭や風土、歴史や地理をテーマにした
作品制作、民家に残された物品による作品
制作、古民家や蔵の会場利用、地域住民と
のワークショップや協働活動、これらは今
回の奥能登国際芸術祭でスズプロの主な活
動です。このいずれも、今では地域アート
の標準的とも言える手法で、何も新しいこ
とはありません。今回、スズプロはあえて
この手法で、美大の素朴な造形力を信じて
集中させました。その結果、息を呑むよう
な作品群が完成し、多くの人に多くの感動                       
を与えることができたのだと思います。こ
の感動的な経験は、これからの個々の創造
活動にとって大きな財産となるはずです。

                     　　 工芸科教員
                     　　 池田晶一
　「奥能登国際芸術祭 金沢美術工芸大学
アートプロジェクトチーム [ スズプロ ] に
関わって」
　私の専門分野は工芸であるが、専門分野
から見て、今回このプロジェクトに関わっ
て私なりには様々な課題があることを感じ
た。
　私にとっては、所謂プロジェクト型の
アートということを理解するところから、
実際に何かが形になってゆくまでのストー
リーがなかなか見えにくかった。また、工
芸は手にする素材や技術によって出来上
がってゆくもので、なかなか金沢から離れ
た能登の地で何かを作って行くこともイ
メージしにくかった。
　しかしながら幸いにも、学生たちの熱心
な取り組みにより、屋敷の中には仕事量と
熱量のある作品が完成していった。
　課題や問題点は、この際横に置いておく
として、学生が自ら立案し、それを分担し、 
解決し、魅力ある形へと昇華していった経

緯は、実際の作品が出来上がって大きな成
果を得たのではないだろうか。
　また、形となった作品はもとより、現地
に足繁く通い、地元の人たちと多くの交流
を持ってプロジェクトとしてそれを成し得
たことは、たくさんの汗を流した学生の成
果であり、そこで得た体験も彼ら自身に大
きく刻まれていることと感じる。
　おおよそ、側から見守っていただけでは
あるが、プロジェクトの期間において彼ら
が大きく成長し、また地元との交流の中で
人と人との繋がりが持てたことは彼らの財
産である。大学の教室では得られない学び
があったことを記憶の中に抱いて、今後彼
ら自身の制作に生かしてもらえればと思
う。

                   　　   一般教育等教員
                     　　 稲垣健志
　 歴史学や社会学を専門としているため、
アート制作という点では全くの門外漢であ
るが、フィールドリサーチや文献調査など、
自分の領域から多少のサポートはできたよ
うな気はする。いずれにしても、珠洲の歴
史や文化を一生懸命調べて、その成果を「静
かな海流をめぐって」という作品に昇華さ
せたことは、学生にとって本当に得難い経
験だったと思う。自分自身にとっても、「コ
ミュニティにおける文化の役割」や「地理、
社会、個人という 3 層での歴史の捉え方」、

「国際芸術祭の在り方」など、いろいろと
勉強になるいい機会だった。今後は、もっ
と自分の専門領域に引き付けて、「社会に
おけるアートとは何か」「アートにおける
社会とは何か」といったテーマを掘り下げ
ていきたいと考えている。



97活動報告誌に寄せて96 静かな海流をめぐって

　反省点としてはスズプロ参加中に膨大な
時間を失い、個人制作が少々疎かになった
事です。次回までに一層の効率化ができれ
ば良いと期待しています。

                     　　  彫刻専攻 1年
                      　　 笹井南海
　今回での制作が僕にとって初めてのグ
ループでの制作だったので非常に新鮮な体
験ができたという印象を受けました。そし
て、制作を通じて様々な学年とのコミュニ
ケーションが出来たことの他に制作のプロ
セスを間近で体験できたこと、そして地域
と芸術との関わりがどのようなつながりを
持って関わっていくのかというのが間近で
感じられたことが大変ためになりました。
こういった活動は、入学したての一年生に
とって大変刺激になり、この体験が今後の
制作意欲の向上に繋り、クラス全体の制作
に対する士気を上げるためにも、もっとこ
の活動を広く発信するべきだと思いまし
た。

                      　　彫刻専攻 1年
                    　　  皆川嘉孝
　スズプロの活動には曼荼羅のある蔵の壁
面板張り直し作業と、いえの木の制作作業
に参加しました。参加した期間が短く原案
の段階から参加した訳ではなかったのです
が、一年でこのプロジェクトに参加した経
験は価値のあるものだったと思います。ど
ちらも珠洲の方に泊まり込みの制作で、レ
ジデンス制作を体験したようで有意義な時
間を過ごすことが出来ました。また、他学
年や他専攻の学生や先生と共に制作するこ
とは大学のカリキュラムとして少なく、自
分の視野を広げることが出来ました。

                   　　   彫刻専攻 2年
                    　　  大野紗月
   2 日間という短い時間ではあったが、ス
ズプロに少しでも関わることができてよ
かったと思う。普段は個人で制作すること
が当たり前で、人に意見を求めることは
あっても共同でものを作ることはほとんど

                   　　   油画専攻 2年  
                   　　     伊木さなえ
　私はスズプロの活動の中で、特に奥能登
曼荼羅の制作に構想から関われたことがと
ても稀有な経験だと感じます。作品の実際
のサイズもそうですが、奥能登の森羅万象
を描くものとして作品を成り立たせるため
のコンセプトや考え方も非常に規模が大き
く、完成まで長い時間がかかりました。絵
の内容を考える前に、立山曼荼羅を下敷き
にするため、曼荼羅の博物館に行ったり、
珠洲の文化や自然を調べ実物を見に行った
りもしました。スズプロに参加するまで珠
洲という地名すら知りませんでしたが、一
つの土地が海で世界と繋がっていること
や、地形から文化が生まれてくること、そ
れらがそこに住む人々の生活や経験といっ
た小さな事象に現れ出ることを知って、感
動しました。また、山岳曼荼羅に込められ
た仏教思想を珠洲という土地に当てはめて
絵の構造を考えたり、珠洲の土地性と文化
の関係を表現する構成や技法を考えること
は、平面の中で世界を再構築するような感
覚がありました。実制作の段階では、今ま
でほとんど触れたことのない日本画材で壁
面を描いたり、彫刻刀や鑿で床面を彫刻し
たりと、自分の専門外の経験も広がりまし
た。
　そして曼荼羅の制作に限らず、スズプロ
に参加する中で、多くの人と出会うことも
できました。まず、ここまで濃い時間を一
緒に過ごしたのはスズプロメンバーが初め
てだと思います。同じ場所で生活し、一つ
の作品を作り、感覚や考えを深いところま
で共有できたのではないかと思います。い
つも自分より知識も経験も豊富な先輩方に
ついて行くので精一杯だったのが悔しいで
すが、少しでも自分の中に吸収できたもの
があればと思います。また、珠洲の人々と
の出会いも自分にとって貴重な経験です。

住む人々みんながギブアンドテイクの精神
で繋がっていて、この土地で暮らすことに
誇りと志をもっていました。珠洲の人々の
行動力にもいつも驚かされてばかりです。
　芸術祭への参加は一旦区切りがつきまし
たが、スズプロと珠洲の土地や人とのつな
がりは続いています。これから、このアー
トプロジェクトというものを通して、アー
トが社会にどんなものをもたらせるのか、
アートが社会からどんなものを取り入れて
いけるのか考えていきたいと思います。

                 　　     油画専攻 2年
                    　　  中村清夏
　今でも、最初に珠洲を訪れたときの空気
感が強く印象に残っている。特に朝の空気
感が好きで、滞在したときにはいつも早く
起きて散歩をしていた。珠洲に行くといつ
も、心も体もふっと軽くなるような感覚が
する。
　最初は、ただ絵を描いているだけではい
けないなという軽い思いで学部１年の４月
にこの授業を履修した。しかし、活動を続
けていくなかでスズプロのメンバーはもち
ろん、珠洲の方たち、芸術祭関係で出会え
た方たちとの関係は、スズプロに所属した
からこそ築けたのだと思う。そんななかで
人との関わりの大切さや生きるというこ
と、考え方や技術などの多くを考え学ぶこ
とができ、履修、参加して本当に良かった
と感じる。これからもこの出会いを大切に
し、芸術祭関係だけでなく繋がり続けられ
たらと強く思う。
   

                    　　  油画専攻 2年
                   　　   野村明日香
　スズプロの活動を通じて、自分とは異な
る学年・専攻の人たちと関わることができ
た。また、その人たちと一つの作品を作り

上げるという貴重な体験を通じて多くの学
びがあった。私が主に関わったのは玄関に
あるのれんの作品である。染色という普段
自分が学んでいるものとは全く異なる技法
を使い、自分ひとりの制作では到底できな
いような規模の作品を作るというのは、人
数的にも技術的にも難しく苦労したが、そ
のぶん完成したときの達成感があった。ま
た、活動に参加しなければ得られなかった
新しい技術や知識を知り得ることが出来た
ので良かったと思う。

                    　　  油画専攻 2年
                    　　  山本いちご
　奥能登国際芸術祭に参加するという壮大
な目標の上で、何気なくスズプロが始まっ
たイメージがあります。調査報告や作品に
ついての会議を重ね、自分たちを「スズプ
ロ」と名乗るまでにも時間がかかりました。
そんなスズプロが、芸術祭を終わってみれ
ば私たちだけのものではなくなっているの
を感じます。地元珠洲の方、全国各地から
足を運んで鑑賞してくださった方など大勢
の人の記憶に残るものとなりました。日々、
大学で作品を制作しているだけでは感じる
ことが出来なかった「人とつながる」とい
う感覚。その大切さと偉大さをスズプロに
参加したことで得ることが出来ました。
 　改善点としては、制作のマネジメント
が出来ていなかったことが挙げられます。
どういった作品にするのかという原案か
ら、それをどう形にするのか、そして完成
に至るまでのスケジュールをしっかり予定
立てておかないとメンバー個人の時間が無
くなり、負担となります。ただ、今回奥能
登国際芸術祭に展示された作品はその作業
の分量がありありと感じられる作品とな
り、結果としては人々を圧倒するような作
品になったのではないかなと思います。

                    　　  油画専攻 3年
                    　　  筒井愛子
　今度芸術祭がどこそこであるんだって、
という話を聞く度に、もし自分の田舎で芸
術祭が開かれることになったら私はどう思
うかしらと考えます。ちょっと嫌だな。と
いつも思って、その町の方はどうなんだろ
うとフワフワ想像します。私がスズプロに
参加した動機の一つに、地元の人が芸術祭
開催についてどう思っているのかを知りた
かったということがありました。
　珠洲に足を運び始めてまず驚いたのは、
芸術祭を楽しみにしている方が想像してい
たよりもずっとたくさんいらしたことで
す。よそものである私たちのやることを面
白いと言って支えてくださる方も本当にた
くさんおられました。もちろん目立って見
えないだけで、そうでない方もたくさんお
られたのだと思います。過疎化の進む商店
街で「よそから人がたくさん来て商店街が
賑わったらいいと思われますか？」と、あ
る店のご主人に伺ったことがあります。「い
や、まあ、このままでいいんとちがうかな」
１０月、観光客で賑わう商店街を眺めなが
ら、お父さんのその言葉をぼけーと思い出
しました。
　そういった珠洲に住むあらゆる人に対し
て私たちができることは、とにかく珠洲と
いう土地に誠実であることだと考えていま
した。風土や歴史も、脈々と続く人の生活
もできるかぎり全部受け止め、それをあく
まで” 外の者” の目線で丁寧に提示するこ
と。振り返ってみれば、奥能登曼荼羅は私
たちの珠洲と関わっていく姿勢そのもの
だったんだなあと思います。まだ何を作る
かすら決まっていないとき、「ものづくりっ
て社会と関わることそのものだよ」とか「珠
洲のことがホントに好きになっちゃったん
です」とか、学生間で色々と喋っていたん
ですが、その気持ちを最後まで繋げていけ
たことがとても嬉しいことだなあと感じま
す。
　スズプロが持つ珠洲に対するリスペクト
は、他のどんな作家さんにも引けを取らな
いものだったと私は強く信じています。そ
れが作品として実になって、この土地の一
部になってくれるとしたら本当に嬉しいで

すね。あと最後に、月並みな言い方ですが、
珠洲が珠洲でいてくれたことに最高の感謝
をあらわしたいと思います。

                     　　 油画専攻 4年
                     　　 沖田愛有美
　私は自身の身近な課題として過疎と芸術
による地域おこしというテーマに以前から
興味があり、スズプロの活動へ参加した。
　「芸術・アート」というキーワードで集
まった、様々な専攻、年代の学生が、活動
の中で専攻や学年を超えたつながりを深
め、学生主体で意見交換や共同制作を行う
といった活動実態は既存の大学カリキュラ
ムにとらわれない貴重な機会であるように
思った。
　また、現地調査を中心として珠洲市の特
に飯田町の住民の方々との交流の中で、奥
能登国際芸術祭後もさらに様々企画を発案
しながら活動を続けていることが、一過性
の町おこしではなく継続的な活動の仕組み
となる期待感を持った。
　自身制作と活動との両立に苦しみ、スズ
プロとしての活動への参加機会は多くな
かったが、活動を通して得たことは貴重な
経験になっている。

                   　　   絵画専攻油画コース
                    　　  修士 1年
                     　　 上原勇希
　油画専攻の同期生である中島大河君に要
請を受けて参加しました。私は主に曼荼羅
班の絵を描く作業をしました。日本画の水
簸絵具を利用して制作するのは新鮮で、古
民家の蔵にマッチしていたのが卓抜であっ
たと思います。私は作業に従事していたに
過ぎなかったのですが、国際芸術祭で学生
が著名な作家と対等に作品を出品したのは
貴重な体験であり、構想を引き受けていた
学生のご苦労は大変なものであったと記憶
しています。またスズプロには金沢美大の
各専攻が参加していて、それぞれの特性を
最大限生かしていました。
　思い出としては作業後に宿舎で、お酒を
飲みながら他専攻の学生と交流した事で
す。珠洲市の閑静な自然とエネルギッシュ
な地元の方との関わりも印象的です。

ない。スズプロでは、家の木という班で普
段はあまり関わりのない彫刻の先輩や後
輩、先生と共に１つの作品の完成を目指し
て制作をした。どうすれば効率よく、丈夫
になるかということをリアルタイムで考え
話し合う場にいたことを思い出すと今でも
あの時の熱さが蘇るようである ( 物理的な
暑さもそうだが )。また、皆で食事の用意
をしたり、差し入れをいただいたのもプロ
ジェクトならではのいい思い出である。も
う少し長い期間参加できればというのが唯
一悔やまれる。もしまたこのような機会が  
あれば進んで参加したいと思う。

                   　　   彫刻専攻 2年
                    　　  小岩井琳太郎
　学生が国際芸術祭に作品を展示すること
ができたのは様々な意味で良い経験になっ
た。特に、学生たちが共同で現地を調査し、
案を練り込んで制作物を展示する、という
過程を一通り行い、それを芸術祭に提示で
きるレベルまで押し上げられたのは良かっ
た。この経験は学生一人ひとりの自信や今
後の糧となったように思える。展示のレベ
ルに関しては、作業を大人数で行ったこと
で他作品より比較的大規模な作品を制作で
きたことが最も有効に働いていたように見
える。また、今回共同制作を行ってみてま
だまだ可能性あるように感じた。これをよ
り企業的に行うことで実現できる表現も試
してみたい。
　反省点としては初めての芸術祭参加であ
り、多人数であったことによる、全体の進
行の計画性不足が挙げられる。これが一部
の学生に大きな負担をかけていた。また、
他の芸術祭参加者との交流ももう少しあっ
ても良かったように感じる。

                    　　   彫刻専攻 2年
                     　　  中嶋彩乃
　共同での制作ははじめての体験だったの
で、学ぶことが多かったと感じています。
個人制作とは異なり、自分一人の感性だけ
ではなく、制作に携わるメンバーの「感性
の総体」といったようなものが作品に反映
されてゆく印象を持ちました。そのためか、

出来上がった作品も、ある意味普遍性を
持った、万人が「素敵だ」と感じられるも
のになっていた気がします。
　昔ながらの生活の面影を残している珠洲
地方、さらに八木邸という旧家の内部はま
るで別世界のように感じられ、自分がいか
に現代的な感覚に囚われているのかを実感
しました。

                    　　  彫刻専攻 2年
                    　　  林穂南
　今回の活動において自分は自分の専門と
は異なる、工芸的特に染色の分野を担当す
ることになったため始めは戸惑いもあっ
た。しかし、専門外の分野をここまで深く
学ぶことはスズプロがなければできなかっ
たことであるため、非常に有意義であった。
また、１つのプロジェクトがどのように進
んでいくのかという興味を持って参加して
いたため、作品マネジメントやスケジュー
ル管理、様々な人とのコミュニケーション
など自分の身になる経験ができた。自分の
見通しの甘さを感じることが多かったこと
や、大勢の中でどのように意見するかなど
これからの課題も発見した。今後見直して
行きたい。人との関わりの重要性を実感で
きた 10 ヶ月だったように思う。

                    　　  彫刻専攻 2年
                     　　 深田拓哉
　スズプロに実際に関わった時間は 3 日程
度で非常に短い時間だったが、濃密なもの
であった。能登の土地は良くも悪くも何も
ない土地に思えた。しかし八木家は能登の
地で暮らしてきた人々の歴史を感じること
ができた。実際にその土地に根付いた歴史
と関連させた作品に携わることは初の試み
であり、新鮮なものであった。実際に出来
上がったものも圧倒的に迫力があったよう
に思える。教授に拉致されるような形で参
加して、思っていた 50 倍くらい重労働だっ
たが結果としては充実した 3 日間であっ
た。あとアーク溶接が上手くなりました。
 　個人的に奥能登芸術祭において目標人
数を達成できたのか、今後もスズプロを続
けていくのか、作品の今後の展望、保存す

るのかどうなるかをあまり聞いていないの
で詳しく聞ける機会があれば少し嬉しいで
す。

                    　　  彫刻専攻 2年
                    　　  水野由羅
　スズプロに参加したことで、そうでなけ
れば接点のなかった人や場所と出会うこと
ができた。
　同じ大学とはいっても 4 年間全く関わり
のない人もいる。そんななかスズプロには
様々な専攻の方がおり、勉強していること
や制作について、意見を交わすことができ
たのはとても大きかった。
　リサーチでは自分ではあまり行くことの
ない郷土の資料館や博物館に行くことがで
き、また、珠洲にすんでいらっしゃる方と
直接お話しする機会もこういう機会でなけ
ればなかったので、貴重な経験だった。

                    　　  彫刻専攻 3年
                    　　  庄子陽子
　学年や専攻を越えた多くの人と一緒に作
品を作ること、個人では作れないような大
きな作品の制作に関われたこと、これらは
普段、主に個人で作業を行う学校の制作で
は絶対に出来ないようなことなので、とて
も貴重で勉強になる経験ができました。ま
た、国際芸術祭が始まり、会場で鑑賞者の
方や地域の方とも直接話をすることがで
き、いろいろな意見が聞けたり、作品の説
明をすることができたのは良い体験であっ
たと思います。

                     　　 彫刻専攻 4年
                     　　 岡本孝介
　自身の制作とは違ったスケールの大きさ
を体感でき、勉強になるとともに楽しむこ
とができた。
　スケールとは作品そのもののサイズのこ
ともそうであるし、珠洲という土地、八木
家という場所、スズプロ、金沢美術工芸大
学などの立場、奥能登芸術祭という展覧会
として、扱うテーマや関わってくるものや
人などあらゆるものにおいて、個人の制作

での範囲を超えていた。
　1 人で考えると途方も無い大きさだが、
みんなで協力しながら自分にできることを
やって行くことで大きなものが形になって
いく体験に感動を覚えた。
　改めて人の力というのを感じられたとと
もに、こういった中で個人がどう活かせる
かについても考えることができた。
　最後芸術祭を見て回ることができ、全体
像の中の自分たちの仕事を見ることができ
たのも良かった。
　反省というより、消化不良のようなもの
を上げるのなら自分自身が関わったのがほ
んの最期の一時期でしかなかったために、
上にあげたような実感も部分的なものであ
ること。それでも十分思うことはあったが、
やはり最初から最後まで携わっていた方々
に比べると少し距離感を感じてしまった。
　しかし今後こういったことに積極的に関
わって行けたらという前向きな気持ちが生
まれたことがすごく嬉しかった。

                   　　   彫刻専攻 4年
                    　　  小孫ちさと
　今回スズプロに参加して、普段の制作で
は感じることのできない貴重な体験をさせ
て頂きました。あまり長い期間はいれな
かったのですが、自分もスズプロの一員と
して奥能登国際芸術祭に参加することがで
きました。地域の人との関わり、その土地
の文化や歴史を美術作品を通して考える
きっかけになりました。一日中、色々な専
攻、学年の人たちと過ごし、いつもとは違
う環境もあり、新鮮な気持ちで制作に取り
組むこともできました。
　これからの自分制作の大きな糧になった
と思います。奥能登国際芸術祭に関わった
すべての方に感謝の気持ちでいっぱいで
す。ありがとうございました。

                    　　  彫刻専攻 4年
                   　　   松村れん
　他者と制作をすることによって情報伝達
の仕方や沢山の人を動かしていく事の手間
と難しさを知った。自分以外を含む制作は
感覚やイメージだけでは達成出来ず常に共

有を行わなければならない。その上でそれ
ぞれが役割を果たし、責任を持たなければ
出来ない。責任への自覚を持つためには明
確な目標が必要だった。それは関わる全て
の人が向かう１つの目標ではなく、それぞ
れが設定する目標 ( それはプロジェクトへ
関わるモチベーションとも言える ) だった
のではないか。その為に上に立つ指示者は
出来る限りの情報を開示し共有する必要が
あり、個々のモチベーションや能力に伴っ
て仕事を配分する必要がある。それはとて
も難しいことなのだが、、、
　今回は " やる " ことが手探りすぎた気が
する。
　出来る可能性を最大限に増やすのではな
く、絞る努力をしなければ現実的な物事は
進まない。「ゴールが見えなくても進む方
向は知っている」程度の導きは始めから決
定すべきだったなと思う。

                    　　  彫刻専攻修士 1年
                     　　 丹羽啓
　自分は途中からの参加でしたが、芸術祭
ならではの地域に密着した作品制作の全体
像を体験できてよかったです。
　そこでは世界で活躍している作家たちと
肩を並べ、能登から世界に向けて作品を発
信していく姿勢や心構え、また大型作品を
みんなでつくることによって生まれる驚き
や感動など、個人制作では経験できないこ
とをたくさん学べました。
　その中で一番印象に残ってるのは、公式
な場に立って真剣に制作に向かう上で、他
専攻の垣根を超えてものをつくることの楽
しさや面白さを共有できたことです。
　自己制作において強い原動力になったと
共に、より美術、アート業界に興味をもつ
きっかけとなりました。

                    　　  芸術学専攻 3年
                  　　    江川真里奈
　たくさんの発見や楽しさとやりがいと、
一方それだけではどうにもならない問題だ   
らけの 1 年間だった。結果論では “良かっ
た” かもしれないが、実際外から一時期ブ

ラックだと言われていた事実があり、自己
犠牲を働いたメンバーが多数いるのを忘れ
てはいけないと思う。活動に伴う仕事は、
資料制作、交通手配、先生や現地の方と連
絡、住環境の整備、炊事、掃除、備品の買
い出しや会計などの雑務まで多岐にわたり
多忙を極めた。やってよかった、楽しかっ
た、だけでは済まないが、この身を通して
学んだことは沢山ある。予定や仕事に追わ
れはしたが、自分ができることややりたい
こと、意義を考え葛藤しながら活動してい
た日々の中、微力ながら一端を担えていた
らいいなと思う。

　最後に我々を受け入れてくださった珠洲
の方々、私の弾丸トークに付き合ってくれ
たメンバーの皆様、本当にありがとうござ
いました。
　この縁は切れることはないでしょう。ま
たいつか飲みながら初代スズプロ（笑）の
思い出話で花咲かせれたらと思います。

                    　　  芸術学専攻 3年
                     　　 桶谷いづみ
　芸術祭に関わるということ自体なかなか
できることじゃなく、非常に良い経験に
なった。他専攻、他学年のメンバーはもち
ろん、珠洲の人々や芸術祭に来ていただい
た人々など多くの人と関わることができた
のも良かった。自分にできることやしたい
こと、向いていることなど社会に出るまで
に見つけておきたい、気づいておきたいこ
とへの手がかりとなるものを多く得られた
ように思う。この活動で得たものはきっと
学生生活において何にも代えられない貴重
なものだった。

                     　　 芸術学専攻 4年
                    　　  杉山知里
　私は、もともと複数人で活動をしたりモ
ノを作ったりするプロジェクトというもの
自体に興味があり、大学 2 年次以降は積極
的に活動してきた。そのうち、地域活性化
にも興味があった私は「アート」と「まち
づくり」が一体となって物事が進行する「芸
術祭」という形態のプロジェクトに強く興

味を持った。同じ時期、奥能登国際芸術祭
が開催されるということを知り、しかも結
果的に運良く、このように深い関わりをす
ることができるようになったのは本当に幸
運なことであった。

　実際に活動してみると、人の輪がみるみ
る広がっていった。大学内では教員、学生
ともにあらゆる専攻と学年をまたいだ人間
関係が生まれたし、それは珠洲においても
そうで、様々な場所で、様々な立場の方々
と出会い、関係が生まれたことは一生の財
産ともなった。情報収集や意見交換、懇親
の場として、所謂「飲み会」も数え切れな
いほど重ねたのだが、やはり珠洲の本当の
姿が見えたのはそういう場であったと思
う。「ここの場だけの話」「正直な話」「私
たちだから言える話」が、珠洲の人々と学
生の間で取り交わされた。これはスズプロ
という団体や奥能登国際芸術祭がなければ
絶対に生まれ得ないものであったであろ
う。次第に、スズプロメンバーが珠洲の人
にとって「よそ者」でも「うちの者」でも
ない存在になっていったように感じた。も
しかすると、地域にとっては、このような
言わば「どっちつかず」の人間が、潤滑油
になることもあるかもしれないと感じると
ころもあった。

　また、自分の所属する芸術学専攻の卒業
論文を「アートプロジェクト再考̶金沢
美術工芸大学アートプロジェクトチーム

［スズプロ］学生代表として奥能登国際芸
術祭に参加しながら̶」というタイトル
で執筆することとなり、芸術祭終了後も珠
洲の人やスズプロメンバーへのアンケート
をとったり、今回の芸術祭を記録としてま
とめたりした。スズプロの活動をしながら
卒業論文執筆を進めるのは大変だったが、
芸術祭をつくる当事者としての視点と、客
観的に分析する研究者としての視点の両方
を持つことができたのは、とても有意義
あったと思う。

　初めてのことばかりでがむしゃらに学生
代表を務めさせていただいた中で、その成
果も反省点も多い。奥能登国際芸術祭で作
品を発表するために立ち上がったスズプロ

だが、今後の活動の余地も十分にあると
思っている。この報告書が、アートプロジェ
クトや大型作品の制作などを志す人々に少
しでも役に立つものになれば幸いである。

                    　　  視覚デザイン専攻 1年
                    　　  喜多美友
　このスズプロというチームに所属して、
珠洲という縁もゆかりも無い街が、私に
とってとても思い入れのある街になりまし
た。珠洲の潮風や、街の人々の人柄の良さ
が、とても心に残ってます。そして何より、
そんな街で大きな作品に携われたことを誇
りに思います。

                    　　  視覚デザイン専攻 1年
                    　　  桐本清花
　石川県輪島市出身の自分にとって、珠洲
市は奥能登の仲間として親しみ深い場所で
した。そんな珠洲市で国際芸術祭が開催さ
れるときいて、何か関わることができない
かと考えていたところ、スズプロに出会い
ました。様々なワークショップ等を通して、
地元の方達に協力していただきながら作品
を作るのは、大学内で制作を行うだけでは
得られない、貴重な経験でした。かもやで
は、普段はあまり関わることのない他専攻
の先輩や仲間と共同生活をし、相談に乗っ
てもらったりして、本当に良い時間を過ご
させてもらいました。作品作りに関して、
自分は蔵の中にこもり、曼荼羅で自然物の
描写をしました。実際の珠洲の地形に合わ
せて、日々、だんだんとモチーフが増えて
いく情景は、なんとも言えない感動があり
ました。スズプロの作品に関しては、大き
な大きな八木家のお屋敷に負けない、秘め
たパワーをもつものばかりで、出来上がり
を見たときに、圧倒されました。このよう
な素晴らしい作品作りに携わることがで
き、感謝しています。

                     　　 環境デザイン専攻 1年
                    　　  伊藤唯
　今振り返って強く思うことは、現地で暮
らしたこと、かもやで共同生活をしたこと

は、制作においてや個人的にも重要で必要
なことであったということです。一つにそ
の場所を見たり聞いたり感じて時間をかけ
て知ること、そしてもう一つ、メンバーと
過ごし食事の時間やちょっとした時間も共
にすることは作品全体の情報共有の機会に
なり、教授・先輩方の想いや考え、珠洲の
こと、自分が参加する以前のこと、これか
らのこと、知らなかったことが会議とは別
の場だからこその形で沢山教えていただけ
て、話し合えたと思います。
　その場所や人のことを、挨拶や二・七の
市での立ち話、公開制作、芸術祭の開催期
間中に聞いた感想などの話、景色、暮らし、
空気からできるだけ近くで感じ考え知るこ
とのできる場と、仲間と何でもないことか
ら夢まで語るような場は、信頼関係を築く
ためにもこれかれグループ制作やデザイ
ナーとして多くの人と何かを作り上げると
きに大切にしていきたいです。
　最後になりましたが、このスズプロの活
動でメンバーの方々や珠洲の方々、たくさ
んの方にお世話になりました。自分は至ら
ないことばかりで後悔も多いですが、本当
に心からの感謝の気持ちでいっぱいです。
ありがとうございました。

                    　　  環境デザイン専攻 2年
                     　　 加藤こころ
　今回、スズプロの作品リーフレットのデ
ザインを担当させていただいて、スズプロ
の活動風景を実際にみて、お手伝いもさせ
ていただきましたが、とてもアットホーム
な雰囲気の中で進めることができました。
　といっても、皆が真剣に作品と向き合い、
大きなひとつのものを作っている姿はとて
も印象に残りましたし、珠洲の地域の方と
の交流も深く、人間味のある制作活動だと
感じました。これからもスズプロを応援し
ています。

                     　　 環境デザイン専攻
                    　　  修士 2年
                    　　  白木裕也
１，参加しているメンバーがとても多様で
あったので、様々な視点で物事を見たり、

アプローチしている点が、参加者側として
もとても刺激的で新鮮でした。
２，珠洲で過ごす時間について、制作期間
や芸術祭期間中の滞在時間、金沢との往復
や制作などでやらないといけないことが多
くあり、それはそれで充実していたのです
が、珠洲であえて予定のない、気のままに
過ごす時があれば、何かまた得られるもの
があったのかな、、と思いました。

                      　　環境デザイン専攻
                    　　  修士 2年
                     　　 成子夏芽
　私はデザイン科という立場で参加してき
ましたが、「芸術祭」と聞いても、デザイ
ン科の人たちの多くは「ファイン系の人た
ちがすること」「自分とは関係ない」と思っ
てしまっているのではないでしょうか。
　しかし実際は、デザインの実践の連続で
す。会議の進め方や、組織づくり、コンセ
プト立案、そして制作に至るまで、自分一
人ではなく、チームメンバー、先生、行政、
さまざまな企業との関わり合いの中で行い
ます。こんなものを作ってほしいと依頼を
受けること、出した案が通らないこと、予
算が無くて妥協を強いられること、生々し
いデザインの現場を肌で感じることができ
ました。
　また、制作で行き詰まったときに思い出
すのは、珠洲で関わった人々のことです。
スズプロは地域との関わりを大切にして活
動しています。学生ひとりひとりが地域の
コミュニティに入り、人間同士の関係を築
きあげてきました。そこで関わった人々の

「喜ぶ顔が見たい」という純粋な気持ちが、
制作のモチベーションを高めます。デザイ
ンは誰かのために行うものだと、そんな原
点を改めて実感し、今後の自分の生き方の
軸となりました。
　このように、多くのデザインの実践と
人々との関わり合いの中で、技術的にも人
間的にも大きく成長することができまし
た。スズプロが芸術祭に関わることは「アー
ト作品をみんなでつくる」以上のことを生
み出します。是非これから、デザイン科の
人たちも積極的に関わっていってほしいと
思います。

                    　　  工芸科 2年
                     　　 村岡ゆきの
　珠洲という場所は幼い頃、ダーツの旅で
見たことがあるくらいの認知度でした。ス
ズプロに初めて参加したのはただの助っ人
として田植えに行った時でした。しかしそ
の時の訪問で能登へ行き、珠洲へ行き、今
までの生活で触れ合えない景色や感動の多
い珠洲での生活に魅力を感じました。１つ
の家を借りて、メンバーと共同生活をしな
がら制作を進めていくことで、とても良い
チームが作れました。メンバーは全く大学
内での関わりの無かった人達でしたが、と
ても空気が合うというか、自分らしくいら
れるチームでした。世界で活躍するアー
ティストが出品する芸術祭で、学生チーム
としてその舞台に立つ大変さやプレッャー
に全員で挑めたのは、寝食を共にしたスズ
プロだったからだと思います。この奥能登
国際芸術祭の経験を生かして、次の地域芸
術プロジェクトへのステップに生かしてい
けたら良いと思います。

                    　　  工芸科 4年
                     　　 安藤果穂
　私は、このプロジェクトに参加して外部
と積極的に繋がる事の大切さを学ぶことが
できました。私が実際作業に参加させてい
ただいた日数は 2,3 日と、非常に短い期間
だったのですが、その中で他専攻の学生さ
んや先生方、珠洲の地元の方々など沢山の
方と出会い、言葉を交わし、大学の中だけ
では決して得られない体験をすることがで
きました。普段は大学の作業場にこもって
制作をしているのですが、このプロジェク
トをお手伝いさせていただいたことで、
もっと外へ出て外部と交流し、繋がりをつ
くろうと考えるようになりました。

                    　　  工芸科 4年
                   　　   笹谷美月
　3 月に友人の紹介で加入し、芸術祭閉幕
まで携わってきた。当時は本格的に制作に
入るという段階であったので、  主に作業メ
ンバーとして一通りの作品制作に参加し

た。
　当初、周囲は友人 1 人を除いて今まで全
く面識、交流のない人達で、その環境下で
活動することに不安と疑問を抱いたが、プ
ロジェクトの内容は然りそれに対するメン
バーの熱意に圧倒され、いつの間にかそん
なものは忘れて活動にのめり込んでいっ
た。自分の性格からして、ここまでやって
こられたことに今でも驚くことがある。そ
れくらいこのプロジェクトは作品だけでな
く、組織的にも人に何かしらの影響を与え
る大きな力を持っていたということは、間
違いないだろう。
　美大には、自身が抱く考え、感情などを
元にモノという形でそれらを表現するとい
うことに、重きをおく人達が多いと思う。
私もそんな人間である。だが最高学年に
至ってもなお、自分は無意味なもの、価値
のないいわゆるゴミを作ってしまっている
のではないかという切迫観念から逃れられ
ることはない。だけれども、それから少し
でも距離を離せる可能性をスズプロの活動
を通して感じることができた。それはこん
なことである。
　スズプロは、芸術祭開幕 1 年以上前から
奥能登、珠洲、さらには作品会場のある商
店街周辺に至るまで、足を使った調査、住
人達との直接的な交流を深め、あらゆるも
のを “学び” 取ってきた。
　そんな膨大な情報を踏まえた制作であっ
たが、特に奥能登曼荼羅は、年度始まりか
ら終盤にかけて夜遅くまで活動するなど、
誰もが死ぬ気で取り組むほどであった。資
金援助など組織が荷うものが相当なもので
あったこともあるだろうが、情報だけで既
に説得力のあるものを形にする際、簡略化
しすぎると表面的になってしまう恐れがあ
る。それを克服した結果が、スズプロの作
品に表れている。
　間に合わせる制作段階を組むのが普通
で、当たり前だと思う。だがそれを念頭に
置いてもなお、自分を追い詰めることはな
かなかできるものではない。
　このことが、自身のモノづくりの概念を
考えなおすきっかけとなった。このチャン
スを与えてくれたスズプロ及び、珠洲の
方々に感謝している。

                    　　  工芸科 4年
                    　　  百歩陽子
　私は工芸科で、大学の制作において、誰
かと一緒に作り上げるということはしませ
んでした。それは技術的にも技法的にも主
に個人で行うことだから、ということでも
あります。
　そのため、スズプロで特に有意義に感じ
たのは、複数人で作るということ。それか
ら、複数人で作り上げているのにまるで一
人で行えているかのような連帯感を感じら
れたことです。全員が１つの目的に向かっ
て、個人の思想から捲り上げるようなこと
は普通の友達関係ではあまり無い機会で
す。そこに、身内、内輪の関係だけではな
く地域の人や出会った人、お世話になった
人など人という存在自体をありありと感じ
ていました。
　自分の周りにいるメンバー、そうではな
くても関わってくれていた人、その土地に
住む人、土地の恩恵、自然の美しさと、果
ては世界まで空想を巡らすことができるよ
うな経験でした。
　それらを感じることができたのは、一人
でこのプロジェクトに取り組んでいたわけ
ではないからです。色々な人が関わること
による化学反応、みたいなものに私は感動
しっぱなしでした。体感できた私は幸せ者
です。
　勿論その代償にしたものはたくさんあり
ますが、今だからできて今だから感じられ
ることを精一杯享受できたと思います。そ
れは、ただ専攻の枠に収まっていると味わ
えないことです。きっと、この感覚を味わっ
てしまうと多くの人はやめられなくなるく
らい、魅力的です。

                    　　  工芸科 4年　　　　
                   　　   安田日菜子　　　　
　私は、同級生に誘われて初夏くらいに初
めてスズプロの見学に行きました。全く関
わりがなかった専攻の人たちが同じ場で一
つの仕事をしていることにとても魅力を感
じました。私はこういった他専攻の方たち
と交流することが少なかったし、大きなプ
ロジェクトも初めてだったので、今振り返
るとただ言われるがまま出来る作業を探し

てサポートするような形でスズプロに関
わっていたように感じます。
　しかし、和紙を壁面に貼る作業で自分の
専攻の技術が役立ったり、日本画の画材で
絵を描く機会があったり、私一人では出来
なかった経験がたくさんあり、スズプロに
関わることが出来て本当によかったと思い
ます。
　また、私一人では出会えなかった人たち
に出会えたことも、スズプロに関わって得
られたものの一つだと感じます。様々な価
値観や感性を持つ集団の中で、自分がどう
いった人間なのか、なにが出来るのか、な
ど制作に関しても自分の内面的にも成長す
ることが出来たのではないかと感じます。
　私の大学生活の中で、スズプロに関わっ
たひと夏、またその後の関係は、とても大
きなものになりました。是非今後もそう
いったプロジェクトチームとして存在して     
くれたらと思います。ありがとうございま
した。
 
                        　　    清華大学  美術学部 工芸美術部
                           　　　   繊維芸術専攻 4年　　　　
                    　　   曾斯琴　　　　
交換生として、スズプロに参加できること、
実に幸運でした！これは私が初めてみんな
で参加した大規模な創作で、大きな作品の
成長を目撃しました、本当に素晴らしいこ
とです。疲れましたけど、みんなと一緒に
いて楽しかったです。この間、皆さんにお
世話になって、たくさんの友達と忘れられ
ない思い出ができました。そして、全部の
先生やメンバーに感謝したいと思っていま
す。

                           　　　  油画専攻卒業生 /
                          　　　   スズプロコーディネーター

                  　　    中島大河
　スズプロには、学部四年生から卒業後
コーディネーターとしての約二年間関わら
せていただきました。学生教員が一年以上
かけて地域と向き合い、芸術祭へ作品を出
品するという例の無い活動は、私や学生に
とって貴重な体験になりました。
　また、スズプロの活動を通して、社会や
地域の関係に対して大学が関わることの可
能性を垣間見ることが出来ると思います。

　このような活動が一度に終わらず、これ
からも続いていくように尽力していきたい
と思います。

　最後に、金沢美術工芸大学での四年間の
過程を超え、コーディネーターと言う形で
プロジェクトに参加させていただいたこと
に感謝を申し上げたいと思います。ひとえ
にスズプロの活動に共感いただいた関係者
の皆様、温かく受け入れていただいた珠洲
の方々、活動を基盤から支えていただいた
諸先生方、そして最前線で頑張ってくれた
学生の皆のお陰です。本当にありがとうご
ざいました。

                     　　 油画専攻教員
                  　　    岩崎純
　私は今回、スズプロ（暖簾制作）に参加
させて頂きました。学生との共同作業にお
いて、染色や撚り紐作りなど自身も初めて
の作業を経験しました。時間を忘れ、学生
達と深夜に及ぶ作業となったことも今では
懐かしい思い出です。珠洲市民の方々との
ワークショップなどを通じても、地域社会
とのかかわり方やアートの社会における役
割など、改めて再確認させて頂く大変良い
機会となりました。次回（3 年後）の奥能
登国際芸術祭での「スズプロ」の活躍に期
待します。

                    　　  油画専攻教員
                     　　 高橋治希
　初めて学生（生徒）と作品を制作したの    
は２００３年の石川県高校文化祭の時で、
美術部の生徒の定期テストの答案をボンド
で繋ぎ合わせて、全長３m 位の大きな紙
飛行機を作って、金沢市民芸術村の中に浮
かせました。それから毎年生徒とアイデア
を出し合いながら大きな作品を作っていま
したが、美大に来て２００９年からは私自
身が国際芸術祭に出品するようになってか
ら、「いつか地元の国際芸術祭のステージ
で学生と一緒に作りたい」と思っていまし
た。それが今回、実際に実現できたことは
私の教員人生の中でも一つの大きな区切り

だと思っています。
　今回私は、「こうなったらいいな」とい
う事を実現できましたが、同時に私が想定
した方法や熱意では、この先進めないこと
も理解出来ました。今回のプロジェクトは

「究極の教育法でありながら、このメンバー
だからできた事であって、教育の仕組みに
はならない」というのが実感です。「教員・
学生全員が作家で、互いに持てるものやプ
ライド、責任感を正面からぶつけ合いなが
らギリギリで出来た作品」この危なっかし
さが「スズプロ最大の魅力であり弱点」で
もあると思いました。そうした場に参加で
きて、みんなには本当に感謝していますが、
その反面「やっちまった・・・」感も持っ
ています。

                    　　  油画専攻教員
                     　　  真鍋淳朗
　これまでの 20 世紀型のアートは、個人
の表現・国家権威の証明・民族存続の抗争
であり、欧米が中心のメインストリームと
呼ばれる経済優先主義であり、その潮流は
現在も継続しています。一方で、これから
はアジアが世界経済や芸術文化の中心的役
割を担っていく背景の中で、アーティスト
や地域社会の人々が主体となって協働で創
られていく 21 世紀型アートのパラダイム
をめざすべき時代へと移行しつつありま
す。
　そのような時代背景の中で、［スズプロ］
は、奥能登国際芸術祭 2017 を機に結成さ
れ、本学学生と地域社会との交流から、日々
創造されていく新たな「モノ」と日々繰り
広げられる挑戦的な「コト」を生み出して
いきました。
　明治期に建造された奥能登の典型的大型
古民家の空間に、その場の特性を活かしそ
の場でしか成立しない「サイトスペシ
フィック」で探求的な作品が具現化し、
21 世紀の新たな関係性を生み出す「リレー
ショナル・アート」の芽生えとなる活動で
あったと確信しています。
　奥能登における［スズプロ］の活動を通
して、アートが社会の諸要素を媒介してい
く機能によって地域社会の潜在力を喚起す
ることが実証されました。その中で生み出

された数々の事象が編纂された［スズプロ］
の研究成果報告が、先行事例として日本国
内の過疎化が進み疲弊している地域社会の
喫緊の課題解決に役立ち、地方創生に貢献
できることを希求しています。

                     　　 彫刻専攻教員
                    　　  芝山昌也
　祝祭や風土、歴史や地理をテーマにした
作品制作、民家に残された物品による作品
制作、古民家や蔵の会場利用、地域住民と
のワークショップや協働活動、これらは今
回の奥能登国際芸術祭でスズプロの主な活
動です。このいずれも、今では地域アート
の標準的とも言える手法で、何も新しいこ
とはありません。今回、スズプロはあえて
この手法で、美大の素朴な造形力を信じて
集中させました。その結果、息を呑むよう
な作品群が完成し、多くの人に多くの感動                       
を与えることができたのだと思います。こ
の感動的な経験は、これからの個々の創造
活動にとって大きな財産となるはずです。

                     　　 工芸科教員
                     　　 池田晶一
　「奥能登国際芸術祭 金沢美術工芸大学
アートプロジェクトチーム [ スズプロ ] に
関わって」
　私の専門分野は工芸であるが、専門分野
から見て、今回このプロジェクトに関わっ
て私なりには様々な課題があることを感じ
た。
　私にとっては、所謂プロジェクト型の
アートということを理解するところから、
実際に何かが形になってゆくまでのストー
リーがなかなか見えにくかった。また、工
芸は手にする素材や技術によって出来上
がってゆくもので、なかなか金沢から離れ
た能登の地で何かを作って行くこともイ
メージしにくかった。
　しかしながら幸いにも、学生たちの熱心
な取り組みにより、屋敷の中には仕事量と
熱量のある作品が完成していった。
　課題や問題点は、この際横に置いておく
として、学生が自ら立案し、それを分担し、 
解決し、魅力ある形へと昇華していった経

緯は、実際の作品が出来上がって大きな成
果を得たのではないだろうか。
　また、形となった作品はもとより、現地
に足繁く通い、地元の人たちと多くの交流
を持ってプロジェクトとしてそれを成し得
たことは、たくさんの汗を流した学生の成
果であり、そこで得た体験も彼ら自身に大
きく刻まれていることと感じる。
　おおよそ、側から見守っていただけでは
あるが、プロジェクトの期間において彼ら
が大きく成長し、また地元との交流の中で
人と人との繋がりが持てたことは彼らの財
産である。大学の教室では得られない学び
があったことを記憶の中に抱いて、今後彼
ら自身の制作に生かしてもらえればと思
う。

                   　　   一般教育等教員
                     　　 稲垣健志
　 歴史学や社会学を専門としているため、
アート制作という点では全くの門外漢であ
るが、フィールドリサーチや文献調査など、
自分の領域から多少のサポートはできたよ
うな気はする。いずれにしても、珠洲の歴
史や文化を一生懸命調べて、その成果を「静
かな海流をめぐって」という作品に昇華さ
せたことは、学生にとって本当に得難い経
験だったと思う。自分自身にとっても、「コ
ミュニティにおける文化の役割」や「地理、
社会、個人という 3 層での歴史の捉え方」、

「国際芸術祭の在り方」など、いろいろと
勉強になるいい機会だった。今後は、もっ
と自分の専門領域に引き付けて、「社会に
おけるアートとは何か」「アートにおける
社会とは何か」といったテーマを掘り下げ
ていきたいと考えている。
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　反省点としてはスズプロ参加中に膨大な
時間を失い、個人制作が少々疎かになった
事です。次回までに一層の効率化ができれ
ば良いと期待しています。

                     　　  彫刻専攻 1年
                      　　 笹井南海
　今回での制作が僕にとって初めてのグ
ループでの制作だったので非常に新鮮な体
験ができたという印象を受けました。そし
て、制作を通じて様々な学年とのコミュニ
ケーションが出来たことの他に制作のプロ
セスを間近で体験できたこと、そして地域
と芸術との関わりがどのようなつながりを
持って関わっていくのかというのが間近で
感じられたことが大変ためになりました。
こういった活動は、入学したての一年生に
とって大変刺激になり、この体験が今後の
制作意欲の向上に繋り、クラス全体の制作
に対する士気を上げるためにも、もっとこ
の活動を広く発信するべきだと思いまし
た。

                      　　彫刻専攻 1年
                    　　  皆川嘉孝
　スズプロの活動には曼荼羅のある蔵の壁
面板張り直し作業と、いえの木の制作作業
に参加しました。参加した期間が短く原案
の段階から参加した訳ではなかったのです
が、一年でこのプロジェクトに参加した経
験は価値のあるものだったと思います。ど
ちらも珠洲の方に泊まり込みの制作で、レ
ジデンス制作を体験したようで有意義な時
間を過ごすことが出来ました。また、他学
年や他専攻の学生や先生と共に制作するこ
とは大学のカリキュラムとして少なく、自
分の視野を広げることが出来ました。

                   　　   彫刻専攻 2年
                    　　  大野紗月
   2 日間という短い時間ではあったが、ス
ズプロに少しでも関わることができてよ
かったと思う。普段は個人で制作すること
が当たり前で、人に意見を求めることは
あっても共同でものを作ることはほとんど

                   　　   油画専攻 2年  
                   　　     伊木さなえ
　私はスズプロの活動の中で、特に奥能登
曼荼羅の制作に構想から関われたことがと
ても稀有な経験だと感じます。作品の実際
のサイズもそうですが、奥能登の森羅万象
を描くものとして作品を成り立たせるため
のコンセプトや考え方も非常に規模が大き
く、完成まで長い時間がかかりました。絵
の内容を考える前に、立山曼荼羅を下敷き
にするため、曼荼羅の博物館に行ったり、
珠洲の文化や自然を調べ実物を見に行った
りもしました。スズプロに参加するまで珠
洲という地名すら知りませんでしたが、一
つの土地が海で世界と繋がっていること
や、地形から文化が生まれてくること、そ
れらがそこに住む人々の生活や経験といっ
た小さな事象に現れ出ることを知って、感
動しました。また、山岳曼荼羅に込められ
た仏教思想を珠洲という土地に当てはめて
絵の構造を考えたり、珠洲の土地性と文化
の関係を表現する構成や技法を考えること
は、平面の中で世界を再構築するような感
覚がありました。実制作の段階では、今ま
でほとんど触れたことのない日本画材で壁
面を描いたり、彫刻刀や鑿で床面を彫刻し
たりと、自分の専門外の経験も広がりまし
た。
　そして曼荼羅の制作に限らず、スズプロ
に参加する中で、多くの人と出会うことも
できました。まず、ここまで濃い時間を一
緒に過ごしたのはスズプロメンバーが初め
てだと思います。同じ場所で生活し、一つ
の作品を作り、感覚や考えを深いところま
で共有できたのではないかと思います。い
つも自分より知識も経験も豊富な先輩方に
ついて行くので精一杯だったのが悔しいで
すが、少しでも自分の中に吸収できたもの
があればと思います。また、珠洲の人々と
の出会いも自分にとって貴重な経験です。

住む人々みんながギブアンドテイクの精神
で繋がっていて、この土地で暮らすことに
誇りと志をもっていました。珠洲の人々の
行動力にもいつも驚かされてばかりです。
　芸術祭への参加は一旦区切りがつきまし
たが、スズプロと珠洲の土地や人とのつな
がりは続いています。これから、このアー
トプロジェクトというものを通して、アー
トが社会にどんなものをもたらせるのか、
アートが社会からどんなものを取り入れて
いけるのか考えていきたいと思います。

                 　　     油画専攻 2年
                    　　  中村清夏
　今でも、最初に珠洲を訪れたときの空気
感が強く印象に残っている。特に朝の空気
感が好きで、滞在したときにはいつも早く
起きて散歩をしていた。珠洲に行くといつ
も、心も体もふっと軽くなるような感覚が
する。
　最初は、ただ絵を描いているだけではい
けないなという軽い思いで学部１年の４月
にこの授業を履修した。しかし、活動を続
けていくなかでスズプロのメンバーはもち
ろん、珠洲の方たち、芸術祭関係で出会え
た方たちとの関係は、スズプロに所属した
からこそ築けたのだと思う。そんななかで
人との関わりの大切さや生きるというこ
と、考え方や技術などの多くを考え学ぶこ
とができ、履修、参加して本当に良かった
と感じる。これからもこの出会いを大切に
し、芸術祭関係だけでなく繋がり続けられ
たらと強く思う。
   

                    　　  油画専攻 2年
                   　　   野村明日香
　スズプロの活動を通じて、自分とは異な
る学年・専攻の人たちと関わることができ
た。また、その人たちと一つの作品を作り

上げるという貴重な体験を通じて多くの学
びがあった。私が主に関わったのは玄関に
あるのれんの作品である。染色という普段
自分が学んでいるものとは全く異なる技法
を使い、自分ひとりの制作では到底できな
いような規模の作品を作るというのは、人
数的にも技術的にも難しく苦労したが、そ
のぶん完成したときの達成感があった。ま
た、活動に参加しなければ得られなかった
新しい技術や知識を知り得ることが出来た
ので良かったと思う。

                    　　  油画専攻 2年
                    　　  山本いちご
　奥能登国際芸術祭に参加するという壮大
な目標の上で、何気なくスズプロが始まっ
たイメージがあります。調査報告や作品に
ついての会議を重ね、自分たちを「スズプ
ロ」と名乗るまでにも時間がかかりました。
そんなスズプロが、芸術祭を終わってみれ
ば私たちだけのものではなくなっているの
を感じます。地元珠洲の方、全国各地から
足を運んで鑑賞してくださった方など大勢
の人の記憶に残るものとなりました。日々、
大学で作品を制作しているだけでは感じる
ことが出来なかった「人とつながる」とい
う感覚。その大切さと偉大さをスズプロに
参加したことで得ることが出来ました。
 　改善点としては、制作のマネジメント
が出来ていなかったことが挙げられます。
どういった作品にするのかという原案か
ら、それをどう形にするのか、そして完成
に至るまでのスケジュールをしっかり予定
立てておかないとメンバー個人の時間が無
くなり、負担となります。ただ、今回奥能
登国際芸術祭に展示された作品はその作業
の分量がありありと感じられる作品とな
り、結果としては人々を圧倒するような作
品になったのではないかなと思います。

                    　　  油画専攻 3年
                    　　  筒井愛子
　今度芸術祭がどこそこであるんだって、
という話を聞く度に、もし自分の田舎で芸
術祭が開かれることになったら私はどう思
うかしらと考えます。ちょっと嫌だな。と
いつも思って、その町の方はどうなんだろ
うとフワフワ想像します。私がスズプロに
参加した動機の一つに、地元の人が芸術祭
開催についてどう思っているのかを知りた
かったということがありました。
　珠洲に足を運び始めてまず驚いたのは、
芸術祭を楽しみにしている方が想像してい
たよりもずっとたくさんいらしたことで
す。よそものである私たちのやることを面
白いと言って支えてくださる方も本当にた
くさんおられました。もちろん目立って見
えないだけで、そうでない方もたくさんお
られたのだと思います。過疎化の進む商店
街で「よそから人がたくさん来て商店街が
賑わったらいいと思われますか？」と、あ
る店のご主人に伺ったことがあります。「い
や、まあ、このままでいいんとちがうかな」
１０月、観光客で賑わう商店街を眺めなが
ら、お父さんのその言葉をぼけーと思い出
しました。
　そういった珠洲に住むあらゆる人に対し
て私たちができることは、とにかく珠洲と
いう土地に誠実であることだと考えていま
した。風土や歴史も、脈々と続く人の生活
もできるかぎり全部受け止め、それをあく
まで” 外の者” の目線で丁寧に提示するこ
と。振り返ってみれば、奥能登曼荼羅は私
たちの珠洲と関わっていく姿勢そのもの
だったんだなあと思います。まだ何を作る
かすら決まっていないとき、「ものづくりっ
て社会と関わることそのものだよ」とか「珠
洲のことがホントに好きになっちゃったん
です」とか、学生間で色々と喋っていたん
ですが、その気持ちを最後まで繋げていけ
たことがとても嬉しいことだなあと感じま
す。
　スズプロが持つ珠洲に対するリスペクト
は、他のどんな作家さんにも引けを取らな
いものだったと私は強く信じています。そ
れが作品として実になって、この土地の一
部になってくれるとしたら本当に嬉しいで

すね。あと最後に、月並みな言い方ですが、
珠洲が珠洲でいてくれたことに最高の感謝
をあらわしたいと思います。

                     　　 油画専攻 4年
                     　　 沖田愛有美
　私は自身の身近な課題として過疎と芸術
による地域おこしというテーマに以前から
興味があり、スズプロの活動へ参加した。
　「芸術・アート」というキーワードで集
まった、様々な専攻、年代の学生が、活動
の中で専攻や学年を超えたつながりを深
め、学生主体で意見交換や共同制作を行う
といった活動実態は既存の大学カリキュラ
ムにとらわれない貴重な機会であるように
思った。
　また、現地調査を中心として珠洲市の特
に飯田町の住民の方々との交流の中で、奥
能登国際芸術祭後もさらに様々企画を発案
しながら活動を続けていることが、一過性
の町おこしではなく継続的な活動の仕組み
となる期待感を持った。
　自身制作と活動との両立に苦しみ、スズ
プロとしての活動への参加機会は多くな
かったが、活動を通して得たことは貴重な
経験になっている。

                   　　   絵画専攻油画コース
                    　　  修士 1年
                     　　 上原勇希
　油画専攻の同期生である中島大河君に要
請を受けて参加しました。私は主に曼荼羅
班の絵を描く作業をしました。日本画の水
簸絵具を利用して制作するのは新鮮で、古
民家の蔵にマッチしていたのが卓抜であっ
たと思います。私は作業に従事していたに
過ぎなかったのですが、国際芸術祭で学生
が著名な作家と対等に作品を出品したのは
貴重な体験であり、構想を引き受けていた
学生のご苦労は大変なものであったと記憶
しています。またスズプロには金沢美大の
各専攻が参加していて、それぞれの特性を
最大限生かしていました。
　思い出としては作業後に宿舎で、お酒を
飲みながら他専攻の学生と交流した事で
す。珠洲市の閑静な自然とエネルギッシュ
な地元の方との関わりも印象的です。

ない。スズプロでは、家の木という班で普
段はあまり関わりのない彫刻の先輩や後
輩、先生と共に１つの作品の完成を目指し
て制作をした。どうすれば効率よく、丈夫
になるかということをリアルタイムで考え
話し合う場にいたことを思い出すと今でも
あの時の熱さが蘇るようである ( 物理的な
暑さもそうだが )。また、皆で食事の用意
をしたり、差し入れをいただいたのもプロ
ジェクトならではのいい思い出である。も
う少し長い期間参加できればというのが唯
一悔やまれる。もしまたこのような機会が  
あれば進んで参加したいと思う。

                   　　   彫刻専攻 2年
                    　　  小岩井琳太郎
　学生が国際芸術祭に作品を展示すること
ができたのは様々な意味で良い経験になっ
た。特に、学生たちが共同で現地を調査し、
案を練り込んで制作物を展示する、という
過程を一通り行い、それを芸術祭に提示で
きるレベルまで押し上げられたのは良かっ
た。この経験は学生一人ひとりの自信や今
後の糧となったように思える。展示のレベ
ルに関しては、作業を大人数で行ったこと
で他作品より比較的大規模な作品を制作で
きたことが最も有効に働いていたように見
える。また、今回共同制作を行ってみてま
だまだ可能性あるように感じた。これをよ
り企業的に行うことで実現できる表現も試
してみたい。
　反省点としては初めての芸術祭参加であ
り、多人数であったことによる、全体の進
行の計画性不足が挙げられる。これが一部
の学生に大きな負担をかけていた。また、
他の芸術祭参加者との交流ももう少しあっ
ても良かったように感じる。

                    　　   彫刻専攻 2年
                     　　  中嶋彩乃
　共同での制作ははじめての体験だったの
で、学ぶことが多かったと感じています。
個人制作とは異なり、自分一人の感性だけ
ではなく、制作に携わるメンバーの「感性
の総体」といったようなものが作品に反映
されてゆく印象を持ちました。そのためか、

出来上がった作品も、ある意味普遍性を
持った、万人が「素敵だ」と感じられるも
のになっていた気がします。
　昔ながらの生活の面影を残している珠洲
地方、さらに八木邸という旧家の内部はま
るで別世界のように感じられ、自分がいか
に現代的な感覚に囚われているのかを実感
しました。

                    　　  彫刻専攻 2年
                    　　  林穂南
　今回の活動において自分は自分の専門と
は異なる、工芸的特に染色の分野を担当す
ることになったため始めは戸惑いもあっ
た。しかし、専門外の分野をここまで深く
学ぶことはスズプロがなければできなかっ
たことであるため、非常に有意義であった。
また、１つのプロジェクトがどのように進
んでいくのかという興味を持って参加して
いたため、作品マネジメントやスケジュー
ル管理、様々な人とのコミュニケーション
など自分の身になる経験ができた。自分の
見通しの甘さを感じることが多かったこと
や、大勢の中でどのように意見するかなど
これからの課題も発見した。今後見直して
行きたい。人との関わりの重要性を実感で
きた 10 ヶ月だったように思う。

                    　　  彫刻専攻 2年
                     　　 深田拓哉
　スズプロに実際に関わった時間は 3 日程
度で非常に短い時間だったが、濃密なもの
であった。能登の土地は良くも悪くも何も
ない土地に思えた。しかし八木家は能登の
地で暮らしてきた人々の歴史を感じること
ができた。実際にその土地に根付いた歴史
と関連させた作品に携わることは初の試み
であり、新鮮なものであった。実際に出来
上がったものも圧倒的に迫力があったよう
に思える。教授に拉致されるような形で参
加して、思っていた 50 倍くらい重労働だっ
たが結果としては充実した 3 日間であっ
た。あとアーク溶接が上手くなりました。
 　個人的に奥能登芸術祭において目標人
数を達成できたのか、今後もスズプロを続
けていくのか、作品の今後の展望、保存す

るのかどうなるかをあまり聞いていないの
で詳しく聞ける機会があれば少し嬉しいで
す。

                    　　  彫刻専攻 2年
                    　　  水野由羅
　スズプロに参加したことで、そうでなけ
れば接点のなかった人や場所と出会うこと
ができた。
　同じ大学とはいっても 4 年間全く関わり
のない人もいる。そんななかスズプロには
様々な専攻の方がおり、勉強していること
や制作について、意見を交わすことができ
たのはとても大きかった。
　リサーチでは自分ではあまり行くことの
ない郷土の資料館や博物館に行くことがで
き、また、珠洲にすんでいらっしゃる方と
直接お話しする機会もこういう機会でなけ
ればなかったので、貴重な経験だった。

                    　　  彫刻専攻 3年
                    　　  庄子陽子
　学年や専攻を越えた多くの人と一緒に作
品を作ること、個人では作れないような大
きな作品の制作に関われたこと、これらは
普段、主に個人で作業を行う学校の制作で
は絶対に出来ないようなことなので、とて
も貴重で勉強になる経験ができました。ま
た、国際芸術祭が始まり、会場で鑑賞者の
方や地域の方とも直接話をすることがで
き、いろいろな意見が聞けたり、作品の説
明をすることができたのは良い体験であっ
たと思います。

                     　　 彫刻専攻 4年
                     　　 岡本孝介
　自身の制作とは違ったスケールの大きさ
を体感でき、勉強になるとともに楽しむこ
とができた。
　スケールとは作品そのもののサイズのこ
ともそうであるし、珠洲という土地、八木
家という場所、スズプロ、金沢美術工芸大
学などの立場、奥能登芸術祭という展覧会
として、扱うテーマや関わってくるものや
人などあらゆるものにおいて、個人の制作

での範囲を超えていた。
　1 人で考えると途方も無い大きさだが、
みんなで協力しながら自分にできることを
やって行くことで大きなものが形になって
いく体験に感動を覚えた。
　改めて人の力というのを感じられたとと
もに、こういった中で個人がどう活かせる
かについても考えることができた。
　最後芸術祭を見て回ることができ、全体
像の中の自分たちの仕事を見ることができ
たのも良かった。
　反省というより、消化不良のようなもの
を上げるのなら自分自身が関わったのがほ
んの最期の一時期でしかなかったために、
上にあげたような実感も部分的なものであ
ること。それでも十分思うことはあったが、
やはり最初から最後まで携わっていた方々
に比べると少し距離感を感じてしまった。
　しかし今後こういったことに積極的に関
わって行けたらという前向きな気持ちが生
まれたことがすごく嬉しかった。

                   　　   彫刻専攻 4年
                    　　  小孫ちさと
　今回スズプロに参加して、普段の制作で
は感じることのできない貴重な体験をさせ
て頂きました。あまり長い期間はいれな
かったのですが、自分もスズプロの一員と
して奥能登国際芸術祭に参加することがで
きました。地域の人との関わり、その土地
の文化や歴史を美術作品を通して考える
きっかけになりました。一日中、色々な専
攻、学年の人たちと過ごし、いつもとは違
う環境もあり、新鮮な気持ちで制作に取り
組むこともできました。
　これからの自分制作の大きな糧になった
と思います。奥能登国際芸術祭に関わった
すべての方に感謝の気持ちでいっぱいで
す。ありがとうございました。

                    　　  彫刻専攻 4年
                   　　   松村れん
　他者と制作をすることによって情報伝達
の仕方や沢山の人を動かしていく事の手間
と難しさを知った。自分以外を含む制作は
感覚やイメージだけでは達成出来ず常に共

有を行わなければならない。その上でそれ
ぞれが役割を果たし、責任を持たなければ
出来ない。責任への自覚を持つためには明
確な目標が必要だった。それは関わる全て
の人が向かう１つの目標ではなく、それぞ
れが設定する目標 ( それはプロジェクトへ
関わるモチベーションとも言える ) だった
のではないか。その為に上に立つ指示者は
出来る限りの情報を開示し共有する必要が
あり、個々のモチベーションや能力に伴っ
て仕事を配分する必要がある。それはとて
も難しいことなのだが、、、
　今回は " やる " ことが手探りすぎた気が
する。
　出来る可能性を最大限に増やすのではな
く、絞る努力をしなければ現実的な物事は
進まない。「ゴールが見えなくても進む方
向は知っている」程度の導きは始めから決
定すべきだったなと思う。

                    　　  彫刻専攻修士 1年
                     　　 丹羽啓
　自分は途中からの参加でしたが、芸術祭
ならではの地域に密着した作品制作の全体
像を体験できてよかったです。
　そこでは世界で活躍している作家たちと
肩を並べ、能登から世界に向けて作品を発
信していく姿勢や心構え、また大型作品を
みんなでつくることによって生まれる驚き
や感動など、個人制作では経験できないこ
とをたくさん学べました。
　その中で一番印象に残ってるのは、公式
な場に立って真剣に制作に向かう上で、他
専攻の垣根を超えてものをつくることの楽
しさや面白さを共有できたことです。
　自己制作において強い原動力になったと
共に、より美術、アート業界に興味をもつ
きっかけとなりました。

                    　　  芸術学専攻 3年
                  　　    江川真里奈
　たくさんの発見や楽しさとやりがいと、
一方それだけではどうにもならない問題だ   
らけの 1 年間だった。結果論では “良かっ
た” かもしれないが、実際外から一時期ブ

ラックだと言われていた事実があり、自己
犠牲を働いたメンバーが多数いるのを忘れ
てはいけないと思う。活動に伴う仕事は、
資料制作、交通手配、先生や現地の方と連
絡、住環境の整備、炊事、掃除、備品の買
い出しや会計などの雑務まで多岐にわたり
多忙を極めた。やってよかった、楽しかっ
た、だけでは済まないが、この身を通して
学んだことは沢山ある。予定や仕事に追わ
れはしたが、自分ができることややりたい
こと、意義を考え葛藤しながら活動してい
た日々の中、微力ながら一端を担えていた
らいいなと思う。

　最後に我々を受け入れてくださった珠洲
の方々、私の弾丸トークに付き合ってくれ
たメンバーの皆様、本当にありがとうござ
いました。
　この縁は切れることはないでしょう。ま
たいつか飲みながら初代スズプロ（笑）の
思い出話で花咲かせれたらと思います。

                    　　  芸術学専攻 3年
                     　　 桶谷いづみ
　芸術祭に関わるということ自体なかなか
できることじゃなく、非常に良い経験に
なった。他専攻、他学年のメンバーはもち
ろん、珠洲の人々や芸術祭に来ていただい
た人々など多くの人と関わることができた
のも良かった。自分にできることやしたい
こと、向いていることなど社会に出るまで
に見つけておきたい、気づいておきたいこ
とへの手がかりとなるものを多く得られた
ように思う。この活動で得たものはきっと
学生生活において何にも代えられない貴重
なものだった。

                     　　 芸術学専攻 4年
                    　　  杉山知里
　私は、もともと複数人で活動をしたりモ
ノを作ったりするプロジェクトというもの
自体に興味があり、大学 2 年次以降は積極
的に活動してきた。そのうち、地域活性化
にも興味があった私は「アート」と「まち
づくり」が一体となって物事が進行する「芸
術祭」という形態のプロジェクトに強く興

味を持った。同じ時期、奥能登国際芸術祭
が開催されるということを知り、しかも結
果的に運良く、このように深い関わりをす
ることができるようになったのは本当に幸
運なことであった。

　実際に活動してみると、人の輪がみるみ
る広がっていった。大学内では教員、学生
ともにあらゆる専攻と学年をまたいだ人間
関係が生まれたし、それは珠洲においても
そうで、様々な場所で、様々な立場の方々
と出会い、関係が生まれたことは一生の財
産ともなった。情報収集や意見交換、懇親
の場として、所謂「飲み会」も数え切れな
いほど重ねたのだが、やはり珠洲の本当の
姿が見えたのはそういう場であったと思
う。「ここの場だけの話」「正直な話」「私
たちだから言える話」が、珠洲の人々と学
生の間で取り交わされた。これはスズプロ
という団体や奥能登国際芸術祭がなければ
絶対に生まれ得ないものであったであろ
う。次第に、スズプロメンバーが珠洲の人
にとって「よそ者」でも「うちの者」でも
ない存在になっていったように感じた。も
しかすると、地域にとっては、このような
言わば「どっちつかず」の人間が、潤滑油
になることもあるかもしれないと感じると
ころもあった。

　また、自分の所属する芸術学専攻の卒業
論文を「アートプロジェクト再考̶金沢
美術工芸大学アートプロジェクトチーム

［スズプロ］学生代表として奥能登国際芸
術祭に参加しながら̶」というタイトル
で執筆することとなり、芸術祭終了後も珠
洲の人やスズプロメンバーへのアンケート
をとったり、今回の芸術祭を記録としてま
とめたりした。スズプロの活動をしながら
卒業論文執筆を進めるのは大変だったが、
芸術祭をつくる当事者としての視点と、客
観的に分析する研究者としての視点の両方
を持つことができたのは、とても有意義
あったと思う。

　初めてのことばかりでがむしゃらに学生
代表を務めさせていただいた中で、その成
果も反省点も多い。奥能登国際芸術祭で作
品を発表するために立ち上がったスズプロ

だが、今後の活動の余地も十分にあると
思っている。この報告書が、アートプロジェ
クトや大型作品の制作などを志す人々に少
しでも役に立つものになれば幸いである。

                    　　  視覚デザイン専攻 1年
                    　　  喜多美友
　このスズプロというチームに所属して、
珠洲という縁もゆかりも無い街が、私に
とってとても思い入れのある街になりまし
た。珠洲の潮風や、街の人々の人柄の良さ
が、とても心に残ってます。そして何より、
そんな街で大きな作品に携われたことを誇
りに思います。

                    　　  視覚デザイン専攻 1年
                    　　  桐本清花
　石川県輪島市出身の自分にとって、珠洲
市は奥能登の仲間として親しみ深い場所で
した。そんな珠洲市で国際芸術祭が開催さ
れるときいて、何か関わることができない
かと考えていたところ、スズプロに出会い
ました。様々なワークショップ等を通して、
地元の方達に協力していただきながら作品
を作るのは、大学内で制作を行うだけでは
得られない、貴重な経験でした。かもやで
は、普段はあまり関わることのない他専攻
の先輩や仲間と共同生活をし、相談に乗っ
てもらったりして、本当に良い時間を過ご
させてもらいました。作品作りに関して、
自分は蔵の中にこもり、曼荼羅で自然物の
描写をしました。実際の珠洲の地形に合わ
せて、日々、だんだんとモチーフが増えて
いく情景は、なんとも言えない感動があり
ました。スズプロの作品に関しては、大き
な大きな八木家のお屋敷に負けない、秘め
たパワーをもつものばかりで、出来上がり
を見たときに、圧倒されました。このよう
な素晴らしい作品作りに携わることがで
き、感謝しています。

                     　　 環境デザイン専攻 1年
                    　　  伊藤唯
　今振り返って強く思うことは、現地で暮
らしたこと、かもやで共同生活をしたこと

は、制作においてや個人的にも重要で必要
なことであったということです。一つにそ
の場所を見たり聞いたり感じて時間をかけ
て知ること、そしてもう一つ、メンバーと
過ごし食事の時間やちょっとした時間も共
にすることは作品全体の情報共有の機会に
なり、教授・先輩方の想いや考え、珠洲の
こと、自分が参加する以前のこと、これか
らのこと、知らなかったことが会議とは別
の場だからこその形で沢山教えていただけ
て、話し合えたと思います。
　その場所や人のことを、挨拶や二・七の
市での立ち話、公開制作、芸術祭の開催期
間中に聞いた感想などの話、景色、暮らし、
空気からできるだけ近くで感じ考え知るこ
とのできる場と、仲間と何でもないことか
ら夢まで語るような場は、信頼関係を築く
ためにもこれかれグループ制作やデザイ
ナーとして多くの人と何かを作り上げると
きに大切にしていきたいです。
　最後になりましたが、このスズプロの活
動でメンバーの方々や珠洲の方々、たくさ
んの方にお世話になりました。自分は至ら
ないことばかりで後悔も多いですが、本当
に心からの感謝の気持ちでいっぱいです。
ありがとうございました。

                    　　  環境デザイン専攻 2年
                     　　 加藤こころ
　今回、スズプロの作品リーフレットのデ
ザインを担当させていただいて、スズプロ
の活動風景を実際にみて、お手伝いもさせ
ていただきましたが、とてもアットホーム
な雰囲気の中で進めることができました。
　といっても、皆が真剣に作品と向き合い、
大きなひとつのものを作っている姿はとて
も印象に残りましたし、珠洲の地域の方と
の交流も深く、人間味のある制作活動だと
感じました。これからもスズプロを応援し
ています。

                     　　 環境デザイン専攻
                    　　  修士 2年
                    　　  白木裕也
１，参加しているメンバーがとても多様で
あったので、様々な視点で物事を見たり、

アプローチしている点が、参加者側として
もとても刺激的で新鮮でした。
２，珠洲で過ごす時間について、制作期間
や芸術祭期間中の滞在時間、金沢との往復
や制作などでやらないといけないことが多
くあり、それはそれで充実していたのです
が、珠洲であえて予定のない、気のままに
過ごす時があれば、何かまた得られるもの
があったのかな、、と思いました。

                      　　環境デザイン専攻
                    　　  修士 2年
                     　　 成子夏芽
　私はデザイン科という立場で参加してき
ましたが、「芸術祭」と聞いても、デザイ
ン科の人たちの多くは「ファイン系の人た
ちがすること」「自分とは関係ない」と思っ
てしまっているのではないでしょうか。
　しかし実際は、デザインの実践の連続で
す。会議の進め方や、組織づくり、コンセ
プト立案、そして制作に至るまで、自分一
人ではなく、チームメンバー、先生、行政、
さまざまな企業との関わり合いの中で行い
ます。こんなものを作ってほしいと依頼を
受けること、出した案が通らないこと、予
算が無くて妥協を強いられること、生々し
いデザインの現場を肌で感じることができ
ました。
　また、制作で行き詰まったときに思い出
すのは、珠洲で関わった人々のことです。
スズプロは地域との関わりを大切にして活
動しています。学生ひとりひとりが地域の
コミュニティに入り、人間同士の関係を築
きあげてきました。そこで関わった人々の

「喜ぶ顔が見たい」という純粋な気持ちが、
制作のモチベーションを高めます。デザイ
ンは誰かのために行うものだと、そんな原
点を改めて実感し、今後の自分の生き方の
軸となりました。
　このように、多くのデザインの実践と
人々との関わり合いの中で、技術的にも人
間的にも大きく成長することができまし
た。スズプロが芸術祭に関わることは「アー
ト作品をみんなでつくる」以上のことを生
み出します。是非これから、デザイン科の
人たちも積極的に関わっていってほしいと
思います。

                    　　  工芸科 2年
                     　　 村岡ゆきの
　珠洲という場所は幼い頃、ダーツの旅で
見たことがあるくらいの認知度でした。ス
ズプロに初めて参加したのはただの助っ人
として田植えに行った時でした。しかしそ
の時の訪問で能登へ行き、珠洲へ行き、今
までの生活で触れ合えない景色や感動の多
い珠洲での生活に魅力を感じました。１つ
の家を借りて、メンバーと共同生活をしな
がら制作を進めていくことで、とても良い
チームが作れました。メンバーは全く大学
内での関わりの無かった人達でしたが、と
ても空気が合うというか、自分らしくいら
れるチームでした。世界で活躍するアー
ティストが出品する芸術祭で、学生チーム
としてその舞台に立つ大変さやプレッャー
に全員で挑めたのは、寝食を共にしたスズ
プロだったからだと思います。この奥能登
国際芸術祭の経験を生かして、次の地域芸
術プロジェクトへのステップに生かしてい
けたら良いと思います。

                    　　  工芸科 4年
                     　　 安藤果穂
　私は、このプロジェクトに参加して外部
と積極的に繋がる事の大切さを学ぶことが
できました。私が実際作業に参加させてい
ただいた日数は 2,3 日と、非常に短い期間
だったのですが、その中で他専攻の学生さ
んや先生方、珠洲の地元の方々など沢山の
方と出会い、言葉を交わし、大学の中だけ
では決して得られない体験をすることがで
きました。普段は大学の作業場にこもって
制作をしているのですが、このプロジェク
トをお手伝いさせていただいたことで、
もっと外へ出て外部と交流し、繋がりをつ
くろうと考えるようになりました。

                    　　  工芸科 4年
                   　　   笹谷美月
　3 月に友人の紹介で加入し、芸術祭閉幕
まで携わってきた。当時は本格的に制作に
入るという段階であったので、  主に作業メ
ンバーとして一通りの作品制作に参加し

た。
　当初、周囲は友人 1 人を除いて今まで全
く面識、交流のない人達で、その環境下で
活動することに不安と疑問を抱いたが、プ
ロジェクトの内容は然りそれに対するメン
バーの熱意に圧倒され、いつの間にかそん
なものは忘れて活動にのめり込んでいっ
た。自分の性格からして、ここまでやって
こられたことに今でも驚くことがある。そ
れくらいこのプロジェクトは作品だけでな
く、組織的にも人に何かしらの影響を与え
る大きな力を持っていたということは、間
違いないだろう。
　美大には、自身が抱く考え、感情などを
元にモノという形でそれらを表現するとい
うことに、重きをおく人達が多いと思う。
私もそんな人間である。だが最高学年に
至ってもなお、自分は無意味なもの、価値
のないいわゆるゴミを作ってしまっている
のではないかという切迫観念から逃れられ
ることはない。だけれども、それから少し
でも距離を離せる可能性をスズプロの活動
を通して感じることができた。それはこん
なことである。
　スズプロは、芸術祭開幕 1 年以上前から
奥能登、珠洲、さらには作品会場のある商
店街周辺に至るまで、足を使った調査、住
人達との直接的な交流を深め、あらゆるも
のを “学び” 取ってきた。
　そんな膨大な情報を踏まえた制作であっ
たが、特に奥能登曼荼羅は、年度始まりか
ら終盤にかけて夜遅くまで活動するなど、
誰もが死ぬ気で取り組むほどであった。資
金援助など組織が荷うものが相当なもので
あったこともあるだろうが、情報だけで既
に説得力のあるものを形にする際、簡略化
しすぎると表面的になってしまう恐れがあ
る。それを克服した結果が、スズプロの作
品に表れている。
　間に合わせる制作段階を組むのが普通
で、当たり前だと思う。だがそれを念頭に
置いてもなお、自分を追い詰めることはな
かなかできるものではない。
　このことが、自身のモノづくりの概念を
考えなおすきっかけとなった。このチャン
スを与えてくれたスズプロ及び、珠洲の
方々に感謝している。

                    　　  工芸科 4年
                    　　  百歩陽子
　私は工芸科で、大学の制作において、誰
かと一緒に作り上げるということはしませ
んでした。それは技術的にも技法的にも主
に個人で行うことだから、ということでも
あります。
　そのため、スズプロで特に有意義に感じ
たのは、複数人で作るということ。それか
ら、複数人で作り上げているのにまるで一
人で行えているかのような連帯感を感じら
れたことです。全員が１つの目的に向かっ
て、個人の思想から捲り上げるようなこと
は普通の友達関係ではあまり無い機会で
す。そこに、身内、内輪の関係だけではな
く地域の人や出会った人、お世話になった
人など人という存在自体をありありと感じ
ていました。
　自分の周りにいるメンバー、そうではな
くても関わってくれていた人、その土地に
住む人、土地の恩恵、自然の美しさと、果
ては世界まで空想を巡らすことができるよ
うな経験でした。
　それらを感じることができたのは、一人
でこのプロジェクトに取り組んでいたわけ
ではないからです。色々な人が関わること
による化学反応、みたいなものに私は感動
しっぱなしでした。体感できた私は幸せ者
です。
　勿論その代償にしたものはたくさんあり
ますが、今だからできて今だから感じられ
ることを精一杯享受できたと思います。そ
れは、ただ専攻の枠に収まっていると味わ
えないことです。きっと、この感覚を味わっ
てしまうと多くの人はやめられなくなるく
らい、魅力的です。

                    　　  工芸科 4年　　　　
                   　　   安田日菜子　　　　
　私は、同級生に誘われて初夏くらいに初
めてスズプロの見学に行きました。全く関
わりがなかった専攻の人たちが同じ場で一
つの仕事をしていることにとても魅力を感
じました。私はこういった他専攻の方たち
と交流することが少なかったし、大きなプ
ロジェクトも初めてだったので、今振り返
るとただ言われるがまま出来る作業を探し

てサポートするような形でスズプロに関
わっていたように感じます。
　しかし、和紙を壁面に貼る作業で自分の
専攻の技術が役立ったり、日本画の画材で
絵を描く機会があったり、私一人では出来
なかった経験がたくさんあり、スズプロに
関わることが出来て本当によかったと思い
ます。
　また、私一人では出会えなかった人たち
に出会えたことも、スズプロに関わって得
られたものの一つだと感じます。様々な価
値観や感性を持つ集団の中で、自分がどう
いった人間なのか、なにが出来るのか、な
ど制作に関しても自分の内面的にも成長す
ることが出来たのではないかと感じます。
　私の大学生活の中で、スズプロに関わっ
たひと夏、またその後の関係は、とても大
きなものになりました。是非今後もそう
いったプロジェクトチームとして存在して     
くれたらと思います。ありがとうございま
した。
 
                        　　    清華大学  美術学部 工芸美術部
                           　　　   繊維芸術専攻 4年　　　　
                    　　   曾斯琴　　　　
交換生として、スズプロに参加できること、
実に幸運でした！これは私が初めてみんな
で参加した大規模な創作で、大きな作品の
成長を目撃しました、本当に素晴らしいこ
とです。疲れましたけど、みんなと一緒に
いて楽しかったです。この間、皆さんにお
世話になって、たくさんの友達と忘れられ
ない思い出ができました。そして、全部の
先生やメンバーに感謝したいと思っていま
す。

                           　　　  油画専攻卒業生 /
                          　　　   スズプロコーディネーター

                  　　    中島大河
　スズプロには、学部四年生から卒業後
コーディネーターとしての約二年間関わら
せていただきました。学生教員が一年以上
かけて地域と向き合い、芸術祭へ作品を出
品するという例の無い活動は、私や学生に
とって貴重な体験になりました。
　また、スズプロの活動を通して、社会や
地域の関係に対して大学が関わることの可
能性を垣間見ることが出来ると思います。

　このような活動が一度に終わらず、これ
からも続いていくように尽力していきたい
と思います。

　最後に、金沢美術工芸大学での四年間の
過程を超え、コーディネーターと言う形で
プロジェクトに参加させていただいたこと
に感謝を申し上げたいと思います。ひとえ
にスズプロの活動に共感いただいた関係者
の皆様、温かく受け入れていただいた珠洲
の方々、活動を基盤から支えていただいた
諸先生方、そして最前線で頑張ってくれた
学生の皆のお陰です。本当にありがとうご
ざいました。

                     　　 油画専攻教員
                  　　    岩崎純
　私は今回、スズプロ（暖簾制作）に参加
させて頂きました。学生との共同作業にお
いて、染色や撚り紐作りなど自身も初めて
の作業を経験しました。時間を忘れ、学生
達と深夜に及ぶ作業となったことも今では
懐かしい思い出です。珠洲市民の方々との
ワークショップなどを通じても、地域社会
とのかかわり方やアートの社会における役
割など、改めて再確認させて頂く大変良い
機会となりました。次回（3 年後）の奥能
登国際芸術祭での「スズプロ」の活躍に期
待します。

                    　　  油画専攻教員
                     　　 高橋治希
　初めて学生（生徒）と作品を制作したの    
は２００３年の石川県高校文化祭の時で、
美術部の生徒の定期テストの答案をボンド
で繋ぎ合わせて、全長３m 位の大きな紙
飛行機を作って、金沢市民芸術村の中に浮
かせました。それから毎年生徒とアイデア
を出し合いながら大きな作品を作っていま
したが、美大に来て２００９年からは私自
身が国際芸術祭に出品するようになってか
ら、「いつか地元の国際芸術祭のステージ
で学生と一緒に作りたい」と思っていまし
た。それが今回、実際に実現できたことは
私の教員人生の中でも一つの大きな区切り

だと思っています。
　今回私は、「こうなったらいいな」とい
う事を実現できましたが、同時に私が想定
した方法や熱意では、この先進めないこと
も理解出来ました。今回のプロジェクトは

「究極の教育法でありながら、このメンバー
だからできた事であって、教育の仕組みに
はならない」というのが実感です。「教員・
学生全員が作家で、互いに持てるものやプ
ライド、責任感を正面からぶつけ合いなが
らギリギリで出来た作品」この危なっかし
さが「スズプロ最大の魅力であり弱点」で
もあると思いました。そうした場に参加で
きて、みんなには本当に感謝していますが、
その反面「やっちまった・・・」感も持っ
ています。

                    　　  油画専攻教員
                     　　  真鍋淳朗
　これまでの 20 世紀型のアートは、個人
の表現・国家権威の証明・民族存続の抗争
であり、欧米が中心のメインストリームと
呼ばれる経済優先主義であり、その潮流は
現在も継続しています。一方で、これから
はアジアが世界経済や芸術文化の中心的役
割を担っていく背景の中で、アーティスト
や地域社会の人々が主体となって協働で創
られていく 21 世紀型アートのパラダイム
をめざすべき時代へと移行しつつありま
す。
　そのような時代背景の中で、［スズプロ］
は、奥能登国際芸術祭 2017 を機に結成さ
れ、本学学生と地域社会との交流から、日々
創造されていく新たな「モノ」と日々繰り
広げられる挑戦的な「コト」を生み出して
いきました。
　明治期に建造された奥能登の典型的大型
古民家の空間に、その場の特性を活かしそ
の場でしか成立しない「サイトスペシ
フィック」で探求的な作品が具現化し、
21 世紀の新たな関係性を生み出す「リレー
ショナル・アート」の芽生えとなる活動で
あったと確信しています。
　奥能登における［スズプロ］の活動を通
して、アートが社会の諸要素を媒介してい
く機能によって地域社会の潜在力を喚起す
ることが実証されました。その中で生み出

された数々の事象が編纂された［スズプロ］
の研究成果報告が、先行事例として日本国
内の過疎化が進み疲弊している地域社会の
喫緊の課題解決に役立ち、地方創生に貢献
できることを希求しています。

                     　　 彫刻専攻教員
                    　　  芝山昌也
　祝祭や風土、歴史や地理をテーマにした
作品制作、民家に残された物品による作品
制作、古民家や蔵の会場利用、地域住民と
のワークショップや協働活動、これらは今
回の奥能登国際芸術祭でスズプロの主な活
動です。このいずれも、今では地域アート
の標準的とも言える手法で、何も新しいこ
とはありません。今回、スズプロはあえて
この手法で、美大の素朴な造形力を信じて
集中させました。その結果、息を呑むよう
な作品群が完成し、多くの人に多くの感動                       
を与えることができたのだと思います。こ
の感動的な経験は、これからの個々の創造
活動にとって大きな財産となるはずです。

                     　　 工芸科教員
                     　　 池田晶一
　「奥能登国際芸術祭 金沢美術工芸大学
アートプロジェクトチーム [ スズプロ ] に
関わって」
　私の専門分野は工芸であるが、専門分野
から見て、今回このプロジェクトに関わっ
て私なりには様々な課題があることを感じ
た。
　私にとっては、所謂プロジェクト型の
アートということを理解するところから、
実際に何かが形になってゆくまでのストー
リーがなかなか見えにくかった。また、工
芸は手にする素材や技術によって出来上
がってゆくもので、なかなか金沢から離れ
た能登の地で何かを作って行くこともイ
メージしにくかった。
　しかしながら幸いにも、学生たちの熱心
な取り組みにより、屋敷の中には仕事量と
熱量のある作品が完成していった。
　課題や問題点は、この際横に置いておく
として、学生が自ら立案し、それを分担し、 
解決し、魅力ある形へと昇華していった経

緯は、実際の作品が出来上がって大きな成
果を得たのではないだろうか。
　また、形となった作品はもとより、現地
に足繁く通い、地元の人たちと多くの交流
を持ってプロジェクトとしてそれを成し得
たことは、たくさんの汗を流した学生の成
果であり、そこで得た体験も彼ら自身に大
きく刻まれていることと感じる。
　おおよそ、側から見守っていただけでは
あるが、プロジェクトの期間において彼ら
が大きく成長し、また地元との交流の中で
人と人との繋がりが持てたことは彼らの財
産である。大学の教室では得られない学び
があったことを記憶の中に抱いて、今後彼
ら自身の制作に生かしてもらえればと思
う。

                   　　   一般教育等教員
                     　　 稲垣健志
　 歴史学や社会学を専門としているため、
アート制作という点では全くの門外漢であ
るが、フィールドリサーチや文献調査など、
自分の領域から多少のサポートはできたよ
うな気はする。いずれにしても、珠洲の歴
史や文化を一生懸命調べて、その成果を「静
かな海流をめぐって」という作品に昇華さ
せたことは、学生にとって本当に得難い経
験だったと思う。自分自身にとっても、「コ
ミュニティにおける文化の役割」や「地理、
社会、個人という 3 層での歴史の捉え方」、

「国際芸術祭の在り方」など、いろいろと
勉強になるいい機会だった。今後は、もっ
と自分の専門領域に引き付けて、「社会に
おけるアートとは何か」「アートにおける
社会とは何か」といったテーマを掘り下げ
ていきたいと考えている。
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制作期間中の各月移動人数
４月　１～９日　　　　・・・３８人
５月　３～７日　　　　・・・６０人（田植え）
　　　２５～２８日　　・・・３７人
６月　２４～２５日　　・・・２７人（のれんWS）
７月　１～２日　　　　・・・１３人
　　　１９～２３日　　・・・３９人（飯田町燈籠山祭り）
８月　１１～３１日　　・・・２２７人

珠洲への移動方法について
金沢ー珠洲の移動は基本的に車か特急バスを利用し
ました。車だと片道約 2時間半～ 3時間、バスだと
約 3時間です。金沢駅ー珠洲市役所前のバスチケッ
ト（能登特急バス特割回数券 4枚組 8230 円）を適宜
購入し、大学とかもやにそれぞれ置いておくように
しました。

（1）LINE スケジュールでその日の参加可能人数を把握する。

（2）人数に応じて必要な車の数などの交通手段を考える。。

（3）車が必要であればその日に車を出せる人を探す。

　　少人数であればバスでの移動を考える。

（4）Microsoft Excel で移動手段、移動メンバー、滞在メンバー、

　　出発時間などをまとめる。

（5）まとめた情報を共有する。

みんなの寝室
ダニやノミにかまれる人も・・・

和室

たくさんのメンバーの荷物で一部屋使われます。
着替えやメイクもここでやっちゃう！
土間と通じていて便利です。

１階１階

和室和室

台所 居間

洗面
脱衣室浴室

応接室
土蔵

土間

作業したり BBQしたり、
停電したときは作業ができず大変でした。

みんなが集うリビング。
食卓いっぱいにご飯が並ぶ日も。

土間のカーテンが開くようになったことを、
地元の方々が喜んでくれました。差し入れもたくさん頂きました。

浴室

土蔵

２階和室

和室 和室

和室

和室

和室
和室

洋室

洋室

鳥の羽根がすごく
落ちていたことが
ありました。

和室 和室

みんなで料理。
協力して教えあったり。

お風呂は順番に。
待ち時間も話をして交流を深めました。

かもやの共同生活
コ
ラ
ム
08

かもやとは 2017 年 3月から作品展示場所となる八木邸の近く、徒歩５分ほど

のところに借りた生活拠点で、珠洲でのメンバーの家です。大家さんの「釡親

（かもや）」さんから名前を取って旅館風に「かもや」と呼び親しみました。

１日夕食分として 500 円を集金・貯金し、食費や生活費に充てました。
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新聞

テレビ

その他

北國新聞
［2 月］20 日 ( 月 )、27 日 ( 月 )［5 月］9 日 ( 火 )［6 月］7 日 ( 水 )、26 日 ( 月 )［7 月］2
日 ( 日 )、17 日 ( 月 )、21 日 ( 金 )［10 月］19 日 ( 木 )、22 日 ( 日 )［11 月］8 日 ( 水 )

石川テレビ
・9 月 12 日 ( 火 )　9 時 55 分～　石川さん情報 Live　リフレッシュ
・9 月 16 日 ( 土 )　18 時 00 分～　金沢美大とさいはての芸術祭～金沢美術工芸大学アー
トプロジェクトチーム [ スズプロ ] の記録
HAB 北陸朝日放送
・10 月 19 日 ( 木 )　14 時 00 分～　2 時はどきどき５ch　　　　　　　　　　　　など

WEB マガジン　「colocal コロカル」マガジンハウス
・9 月 29 日 ( 金 )　奥能登国際芸術祭 2017 さいはての芸術祭から見えるもの
（http://colocal.jp/topics/art-design-architecture/local-art-report/
20170929_104915.html）
・雑誌「地域創造」第 42 号
・地産地消文化情報誌「能登」vol.29　2017 秋　　　　　　　　　　　　　　　　など

北陸中日新聞
10 月 2 日

朝日新聞
8 月 28 日

読売新聞
10 月 3 日

日本経済新聞
9 月 2 日

　　　　など

青柳正規・ロナルド・トビ編『還流する文化と美（日本海学の新世紀 2）』（角

川書店、2002 年）

阿部恒久『「裏日本」はいかにつくられたか』（日本経済評論社、1997 年）

網野善彦『海から見た日本史像―奥能登地域と時国家を中心として―（河合ブッ

クレット 25）』（河合文化教育研究所、1994 年）

――――『海と列島の中世』（講談社学術文庫、2003 年）

――――『海民と日本社会』（新人物文庫、2009 年）

網野善彦他編『日本海と北国文化（海と列島文化 1）』（小学館、1990 年）

上田正昭監修『古代日本と渤海―能登からみた東アジア―』（大巧社、2005 年）

芸艸堂編集部編『すぐに使える波水文様』（芸艸堂、2007 年）

川勝平太編『海から見た歴史―ブローデル『地中海』を読む―』（藤原書店、

1996 年）

岸政彦・石岡丈昇・丸山里美『質的社会調査の方法―他者の合理性の理解社会

学―』（有斐閣、2016 年）

富山学研究グループ『環日本海、その新たな潮流』（北日本新聞社、1999 年）

中西聡『北前船の近代史―海の豪商たちが遺したもの―（交通ブックス 219）』

（成山堂書店、2013 年）

能登のくに刊行会編『能登のくに―半島の民俗と歴史』（北國新聞社、2003 年）

浜名優美『ブローデル『地中海』入門』（藤原書店、2000 年）

福江充『立山曼荼羅―絵解きと信仰の世界―』（法藏館、2005 年）

古廐忠夫『裏日本―近代日本を問いなおす―』（岩波新書、1997 年）

北國総合研究所編『日本遺産　能登のキリコ祭り』（北國新聞社出版局、2016 年）

ミルズ、チャールズ・ライト（伊奈正人・中村好孝訳）『社会学的想像力』（ち

くま学芸文庫、2017 年）

時国公政ほか『大空にはばたく珠洲市の野鳥たち』（日本鳥類保護連盟石川県

支部・石川県希少生物研究会、2004 年）

村井章介『境界をまたぐ人びと（日本史ブックレット28）』（山川出版社、2006年）

ブローデル、フェルナン（浜名優美訳）『地中海Ⅰ―環境の役割―』（藤原書店、

2004 年）

―――――――――――――――――『地中海Ⅱ―集団の運命と全体の動き１―』

（藤原書店、2004 年）

―――――――――――――――――『地中海Ⅲ―集団の運命と全体の動き２―』

（藤原書店、2004 年）

―――――――――――――――――『地中海Ⅳ―出来事、政治、人間１―』（藤

原書店、2004 年）

―――――――――――――――――『地中海Ⅴ―出来事、政治、人間２―』（藤

原書店、2004 年）

武藤誠・北川フラム編『つながる日本海―新しい環日本海文明圏を築くために―』

（現代企画室、2007 年）

芳井研一『環日本海地域社会の変容―「満蒙」・「間島」・「裏日本」―』（青木書店、

2000 年）

橘映州『舳倉の鳥たち～能登半島沖 50km～』（橋本確文堂、1999 年）

―――『続・舳倉の鳥たち～能登半島沖 50km～』（橋本確文堂、2008 年）

藤平朝雄『奥能登万華鏡』（能登印刷出版部、1994 年）

浜太一『奥能登の風土性』（ブイツーソリューション、2010 年）

西山郷史『珠洲散策のーと Vol 1』（観光ボランティアガイド「きらり珠洲」、2008 年）

松田紗和『マクラメレースのアクセサリー』（文化出版局、2016 年）

齊藤崇人監修・杉浦康平企画・構成『動く山―アジアの山車―』（左右社、2012 年）

――――――――――――――――『靈獣が運ぶアジアの山車』（工作舎、2016 年）

前田憲二『渡来の祭り 渡来の芸能』（岩波書店、2003 年）

市田良彦・ポール・ギルロイ・本橋哲也・小笠原博毅編『黒い太平洋と知識人の現在』

（松籟社、2009 年）

珠洲の歴史編さん委員会『珠洲市制五十周年記念 珠洲のれきし』（北國新聞社、

2004 年）
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油画専攻 　　　　　　
二年　　　　　　　　　　
伊木さなえ
中村清夏
野村明日香
山本いちご
三年
筒井愛子
四年
沖田愛有美
中桐聡美
修士一年
上原勇希

彫刻専攻
一年
笹井南海
皆川嘉孝
二年
大野紗月
小岩井琳太郎
中嶋彩乃
林穂南
深田拓哉
水野由羅
三年
庄子陽子
四年
岡本孝介
小孫ちさと
松村れん
修士一年
丹羽啓

工芸科
二年
村岡ゆきの
四年
安藤果穂
笹谷美月
百歩陽子
安田日菜子

芸術学専攻
三年
江川真里奈
桶谷いづみ
四年
杉山知里（学生代表 )

視覚デザイン専攻
一年
喜多美友
桐本清花

環境デザイン専攻
一年
伊藤唯
二年
加藤こころ（リーフレットデザイン）
修士二年
白木裕也
成子夏芽

コーディネーター
中島大河

教員
池田晶一
稲垣健志
岩崎純
芝山昌也
高橋治希
真鍋淳朗

金沢美術工芸大学アートプロジェクトチーム〔スズプロ〕
2016-2017 年度  活動報告誌

2018 年 3 月 31 日発行

静かな海流をめぐって

編集・レイアウト

全体編集－稲垣健志、高橋治希、百歩陽子

全体レイアウト－白木裕也

スズプロ座談会「スズプロの成果と課題」・活動報告誌によせて－杉山知里

コラム－成子夏芽

作品 01 ～ 04－伊藤唯、喜多美友、桐本清花

執筆

まえがき－真鍋淳朗

スズプロとは－稲垣健志

活動の歩み－高橋治希、中島大河、中村清夏

リサーチ－稲垣健志

静かな海流をめぐって－杉山知里

作品 01「家に潜る」－伊藤唯、野村明日香、林穂南

作品 02「こめのにわ」－笹谷美月、杉山知里、筒井愛子

作品 03「奥能登曼荼羅」－伊木さなえ、中島大河、百歩陽子、村岡ゆきの、

作品 04「いえの木」－芝山昌也

芸術祭期間中－桶谷いづみ

スズプロ座談会「スズプロの成果と課題」－笹谷美月、百歩陽子、真鍋淳朗

学生と教員の共同で行うスズプロの成果と課題－高橋治希

コラム－稲垣健志、桶谷いづみ、中村清夏

助成

公益社団法人 大学コンソーシアム石川

公益財団法人 三谷研究開発支援財団

協賛

ホルベイン画材株式会社

協力

株式会社灯工舎

（株）山本内装巧房

手染めや椿姫 落合紅

北風八紘（こめのにわ監修）

石川県文化財保存修復工房

このほかにもスズプロは、地元珠洲市の皆様や本学の教職員、学生、他大学学生、芸術　

祭サポーターの皆様から多大なるご支援・ご協力をいただきました。作品制作をはじめ、

珠洲での活動や滞在中の生活に至るまで、　メンバーだけでは出来ないことばかりでした。

心から感謝申し上げます。






